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帝都グローサムへ




《セラ・ノキア君、至急監獄長のところまで来てください》

　ダンジョンへ向かう僕の耳に届いたのは、監獄長による名指しの呼び出しだった。嫌な予感がしたけど、無視するのも悪い気がする。

　どうしようかと考えていると、監獄長の娘であるララベルまでもが僕を探しにやってきた。

　なんでも帝国の使者が僕に会いたがっているらしい。しかも僕を飛空艇に乗せて帝国へ連れて行きたがっているなんて話だ。

「その使者ってのが嫌な野郎でさ、うちの居間でずっとふんぞり返っているんだよ。それなのに親父ったらヘコヘコしちゃってさ、みっともないったらありゃしない」

　ララベルがプリプリと怒っている。

　いつも威張っている監獄長が気を遣っているとなると、やってきた使者というのは相当地位が高いようだ。

　そんな人間が僕にどんな用事があるのだろう？　僕らのあずかり知らぬところで緊急事態でも勃発したのかな？

　とはいえ、急いで駆けつけてやる義理はない。帝国には恨みこそあれ、恩なんて一かけらもないのだから。

　というわけで、僕とララベルはおしゃべりを楽しみながらのんびりと歩いていく。今日の僕らの話題はスイカ料理についてだった。

「ジャカルタのおっちゃんが言ってたぜ。あとひと月でスイカが収穫できるって！」

　地下菜園の作物は順調に育っている。スイカやジャガイモ、ナツメヤシ、トマトなどの小さな実がなっていて、僕らは毎日ワクワクしながら成長を観察しているのだ。植物の成長というのは面白い、特に実のなるものは。

「予定よりもずっと早いなあ。きっとジャカルタさんの農業スキルのおかげだね」

「ああ、楽しみだよな。スイカが収穫できたらどうやって食べる？　この前セラが作ってくれたスムージーっていうのは美味かったな」

　百ひゃく実みの聖樹から収穫した果物を『料理』のスキルを使ってスムージーにしてあげたことがあるのだ。ララベルはそれが気に入っているようだった。

「今度はフローズンスムージーにしてみようか」

「フローズンってなんだ？」

「凍らせた果物を使うんだよ。冷たくてショリショリしていて美味しいんだ。レモンやメロンを混ぜてもいいかもしれない」

「おお！　暑い日に湖の畔ほとりで食べたら最高だろうな！」

　二人で新しいスイカの食べ方を考えていたら、通りの向こうから二人組の男が走ってきた。

「セラさん！　よかった、人を遣やって方々を探していたんですぜ」

　監獄長の手下であるモルガンとハッドが大汗をかきながら息を切らしている。

「こんにちは。ずいぶんとお急ぎみたいですね」

　挨拶をするとモルガンもハッドもげんなりとした顔になってしまった。

「他ひ人と事ごとみたいに言わないでください。帝国の使者を待たせるなんてとんでもないことですぜ。お願いしますから急いでくださいよ」

「ほら、急いで、急いで！」

　モルガンとハッドの両方に背中を押されて監獄長の屋敷へと連れて行かれてしまった。







　部屋の中では帝国の使者が一人掛けのソファーでふんぞり返っていた。官服を来た意地悪そうな男で、左の頬に大きな痣あざがある。

　異様にでかい態度をとるその男の傍らで、監獄長が三メートルもの巨体を折り曲げてヘコヘコしていた。

「セラ君、ようやく来たね。こちらのプラッツェル様がお待ちだよ」

　虎が猫なで声を使ったらこんな感じだろうか？　監獄長は気持ちの悪い声で僕を迎え入れた。

「こんにちはー……」

　声をかけると、プラッツェルという男は僕のことをつま先から頭のてっぺんまで眺めまわした。黒い金かな壺つぼ眼まなこがぐりぐりとよく動く。

「お前がセラ・ノキアか。聞くところによると腕のよい治癒師らしいな」

「違いますよ。僕は治癒師じゃなくて魔導錬成師です」

　そう答えると、プラッツェルは話が違うではないかといった顔で監獄長の方を見た。監獄長は慌てて付け加える。

「いえいえ、セラ君の腕は確かですよ。そこにいる私の娘も魔物に顔を傷つけられましたが、御覧の通り今では微かな痕跡すらありません。ララベルちゃん、こっちに来てお顔を見せてごらん」

　ララベルはそっぽを向いて父親のことを無視している。父親の態度が気に食わないのだろう、難しいお年頃だ。

　プラッツェルは大儀そうに立ち上がってララベルの方へ寄ってきた。

「ここに傷があったのか？」

「はい、耳の付け根から鼻にかけてざっくりと。な、ララベルちゃん」

　たしかにその通りだったけど、ララベルの傷は『修理』によって丁寧に治してある。今ではどこに傷があったかもわからないほどだ。

「ふーむ、信じられん」

　プラッツェルの懐疑的な言葉に、それまで黙っていたララベルが噛みついた。

「嘘なもんか！　セラに治せない傷なんてないんだぞ」

　それはどうかわからないけど、時間をかければ大抵の場合は修理できるはずだ。

「ならば試してみよう。おい、そこのお前」

　プラッツェルは僕らの後ろに立っていたモルガンを呼んだ。

「へい、なんでしょう？」

「腰に下げている剣で自分の腕を切ってみろ」

「へっ？　それは……」

　突然の理不尽な命令に、モルガンは目をぱちくりさせたまま動けない。それはそうだ、自分の腕を切れと言われてできる人なんかいるもんか。

　尻込みしているモルガンにプラッツェルはすごんで見せる。

「この小僧がお前の腕をくっつけられるのかを実験するのだ。小僧の腕前は確かなのだろう？　だったら心配するな。自分でできないのなら横の奴に切り落としてもらえ」

　今度はハッドにモルガンの腕を切り落とせと言う始末だ。青くなる二人を見てかわいそうになってきた。二人は監獄長の手下だけど、全く知らない仲でもない。

「やめてくださいよ」

　僕はおもむろに前に出て、プラッツェルの顔面を左手で掴んだ。

「貴様、なにをするか！」

　プラッツェルは自由になろうともがくけど、僕の手は離れない。奴には構わずに僕は魔力を込めていく。

「あの二人で実験するには及びませんよ」

「こ、殺される。誰か、こいつをなんとかしろ！」

　泣き声のような命令に四人の帝国兵たちが殺到してきた。けれども僕がプラッツェルを掴んでいるので手が出せない。

　言ってみれば人質を取っているようなものだ。そんな悪あく逆ぎゃくなことをしているわけじゃないけどね。

「まあまあ、落ち着いて。これは治療ですよ」

「治療だと？　どういうことであるか？」

　もうちょっとかな？

「ララベル、鏡を持ってきてくれないか？」

「わかった。すぐにとってくるよ！」

　ララベルは小走りで自分の部屋から手鏡を持ってきてくれた。

　何の変哲もない手鏡だけど、こんな物でも流刑地であるエルドラハでは貴重品だ。監獄長の娘だからこそ許される贅沢品である。

「そろそろかな……」

　掴んでいたプラッツェルの顔を解放してやった。自由になったプラッツェルはがぜん強気になる。

「この者を捕らえて処刑しろ！」

　いきなり殺すなんて乱暴な奴だ。

「ほら、治しましたよ」

　なおも騒ぎ立てようとするプラッツェルの前に手鏡を突き出した。

「なにが、治しましたよだ！　貴様のような輩やからは見せしめとして――なっ！」

　プラッツェルは言葉を失って鏡を覗き込んでいる。それもそうだろう。奴の左頬にあった大きな痣は僕の『修理』でなくなっているのだから。もう、そこに痣があったのかすらわからないほどになっている。

「これを……お前が？」

「そうです。お判りいただけましたか？」

　プラッツェルはニヤニヤとしながら再び鏡を覗き込んだ。男前になったとは言えないけど、目立つ痣がなくなって嬉しいのだろう。顔をいろんな方向に向けて表情を作っていた。

「なるほど、なるほど。セラ・ノキアとか言ったな、気に入ったぞ。噂に違たがわずたいした腕だ。まあ、座れ」

　これまでの態度をプラッツェルは少しだけ改めた。

「折り入って貴様に頼みたいことがあるのだ。実は帝都グローサムでとある病人を診てほしい」

「どういった症状ですか？」

「ここでは言えん。病人は高貴な身分なのだ。うかつに情報を漏らすわけにはいかないのだ」

　こいつの態度はムカつくけど、病人が苦しんでいるなら診療するのはやぶさかじゃない。それに飛空艇やエルドラハの外にも興味はある。

　僕の幼い頃からの夢は、連なる砂丘を越えて外の世界を見ることだ。

　なんせこの世界に生まれ変わってからエルドラハを出たことがないのである。久しぶりに都会へ行ってみたい気持ちは抑えられない。その夢がついに叶うときがきたのだ。

「もしも治療が成功すれば褒美として帝国市民権をやろう。この流刑地から抜け出せるぞ。それだけではない、恩賞も思いのままだ」

　ずいぶんと太っ腹なところをみると、患者の身分はかなり高いようだ。それに、僕を推薦することによってプラッツェルの株も上がるのだろう。だからこんなにいい条件をだすのだと推測した。

　帝国市民権なんてどうでもいいけど、飛空艇と都には興味がある。

「わかりました。診療をしてみましょう」

「そうか！　ならばさっそく出発だ」

　プラッツェルは喜び勇んで立ち上がった。

「今すぐにですか？」

「もちろんだ。魔結晶の積み込み作業は終わっている。飛空艇はいつでも出発できるぞ」

　一息つく間もないようだ。

「あの、僕の仲間も一緒に連れて行ってもらえませんか？」

　リタやシドも飛空艇に乗りたがっていたから、ダメもとで頼んでみた。

「それはならん。連れて行けるのはお前一人だけだ。許可も取らずに囚人を移送したら我々が罰せられてしまう」

　やっぱりだめか。仕方がないので僕はララベルに伝言をお願いした。

「ちょっと帝都に行ってくるよ。デザートホークスのことはシドたちとよく相談してね」

「わかった。こっちのことは任せておけよ」

　僕は帝国兵たちに半ば連行される形で飛空艇へと歩いていく。それを見て仰天したのはエルドラハの人々だ。

　この地に囚人が送り込まれるのは日常茶飯事だけど、逆に出ていく光景なんてお目にかかれるもんじゃない。僕だって見たことがないもん。

　とにかく、僕は夢のひとつを叶えることができた。囚人は近づくことさえ許されない飛空艇へ、ついに足を踏み入れたのだ。




　流刑地の囚人である僕への待遇がいいとは微塵も考えていなかった。それほど僕は楽天家じゃない。帝国のやり口は幼い頃から身に染みて知っている。

　だけど、まさか囚人護送用の檻に入れられるとは思ってもみなかった。僕は病人を治療するために帝都へ行くんだよ。こんな扱いはないと思う。

　エルドラハからの帰り道なので鉄格子の中に囚人はおらず、僕一人だ。帝都までの道のりは長く、飛空艇でもおよそ四十時間はかかる。その間僕は一人ぼっちでここにいなければならないようだ。

「まあいいさ。空を飛ぶのは初めてだからね」

　独り言でカラ元気を絞り出した。

　じっさいのところ、前世でも飛行機に乗った経験はない。

　やがて船内に重低音が響き渡り、浮遊装置が起動しだす。いよいよ出航のようだ。僕はそれまでの暗い気持ちを忘れて窓に駆け寄った。

　船体を軋きしませながら飛空艇がふわりと浮かび上がった。おへその下の辺りがむずむずする浮遊感を感じる。

「おおっ！」

　思わず感動のため息が漏れた。ついに僕も重力のくびきから自由になる日がきたのだ。

　プロペラが回りだして飛空艇はゆっくりと前進を始める。窓から見えるエルドラハが少しずつ小さくなっていくぞ。

　メリッサや仲間の姿が見えるかな？　しばらくは窓の外の風景に釘付けだった。




　出発時は異様に興奮していた僕だったが、飛空艇からの景色もすぐに飽きてしまった。だって見渡す限り砂しかないんだもん。

　飛空艇は高高度を飛べるような代物ではない。高さはせいぜい三百メートルくらいまで。時速も六十～九十キロが限界のようだ。だからいつまでたっても同じ景色なのである。

　いくら感動する景色でもずっと見ていれば飽きてくる。

「そろそろ始めようかな……」

　繰り返し再生されるＧＩＦ画像のような船窓から離れ、僕はその場にぺたりと座って床に手を伸ばした。そして『スキャン』によって飛空艇の構造を調べていく。

　これまでも飛空艇を調べたいと願ってきた。だけど密航の恐れがある囚人は飛空艇に近づくことさえ許されない。今日は図はからずも飛空艇に乗れたのだから、存分に『スキャン』をかけるつもりだ。

　浮遊装置や推進装置の構造さえわかれば、『作製』によって自前で飛空艇を作れるようになるだろう。そうすれば、僕らはさらに自由になる。好きなときに、仲間たちと、自由に世界を行き来できるようになるのだ。

　本当は構造をすべて書き写していけばいいのだけど、あいにく急きゅう遽きょ連れ出されたのでメモ用紙を持ってきていなかった。

　これが地球の飛行機なら親切なＣＡさんが紙とペンを貸してくれただろう。でも、エブラダ帝国エアラインでは、呼んでも来るのは質たちの悪い兵隊さんだけである。

　大事な部分は暗記するしかないか……。対象が大きいのでスキャンにかかる時間は長くなりそうだ。僕は文字通りどっしりと腰を据えて飛空艇の解析に取り組んだ。




　夕方になって食事が運ばれてきた。意外なことに出されたものは普通な感じだ。一般の兵士が食べる物と大差ない。パンと豆入りのシチュー、固いチーズのかけら、水といった内容である。

　美味しくはなかったけど、量だけはあった。それでも普通の囚人より待遇はいいようだ。だったら調子に乗ってお願いしてみようかな？

「あの、できたら紙とペンをもらえませんか？」

　食事を持ってきた兵士に聞いたけど、すげなく断られてしまう。

「そんなものはない」

　紙もなければペンもない。ついでに愛想もないようだ。メモは諦めて構造の全体像を把握するにとどめるしかないか。食事をお腹に詰め込んだ僕は解析を再開した。




　窓から差し込む日の光で目が覚めた。外は相変わらずの景色で、連なる砂丘がどこまでも続いている。

　直射日光にさらされた船体は熱くなり、部屋の温度も上昇してきた。吹き抜ける風がなかったら、かなり居心地が悪かっただろう。

「朝食だ」

　無愛想なＣＡさんのお出ましである。今朝の機内食はパンと水、それに茹でたジャガイモがひとつだけだ。パンにチョビッとだけイチゴのジャムが乗っているのが救いだった。

「そろそろ半分くらいですか？」

「ああ、そんなもんだ」

　出発は昨日の昼過ぎだった。夜通し飛んでいたので中間点に到達するくらいだろうと予測したのだ。

「まだ半分か、先は長いなあ」

　うんざりとした僕の様子を見て、兵士はぷっと噴き出した。

「そんな顔をするなよ。今は時速八十キロで北上しているんだ。じきに涼しくなって、ちったあ過ごしやすくなるぜ」

　こうしてみると帝国兵士にも人情味というものがあるようだ。笑顔というのは大切なんだな。

　突如、飛空艇に警報が鳴り響いた。

「え、これはなに？」

「魔物の襲撃だ。クソッ！」

　兵士は僕を置いて外へ飛び出して行った。慌てて窓のところににじり寄ると、はるか彼方に黒い影が見える。あれはワイバーンじゃないか！

　ワイバーンは翼竜に似ており、大型の魔物に分類される。全長は九～十二メートルもあり、群れで行動することが多い。

　非常に好戦的で、同じ魔物にもちょっかいを出すことで知られている。知能はあまり高くないようだ。

　じっと見守っていると船から大きなファイヤーボールが発射された。帝国の魔法兵が甲板から火炎魔法を撃ちこんでいるようだ。

「あれじゃあだめだ……」

　予想通りワイバーンはするするとファイヤーボールを避よけて接近してくる。

　魔法の威力は悪くない。でも、攻撃速度が遅すぎて完全に見切られてしまっているのだ。このままでは飛空艇が落とされてしまうぞ。

　鉄格子に取りつき『解体』でロックを外した。この程度の鍵開けなら一秒も必要ない。トラップ付きの宝箱や扉を相手に日々頑張っているのだ。ダンジョンで鍛えている僕にとってこれくらいは朝飯前である。

　ジャム付きのパンをくわえながら、僕も甲板へと飛び出した。




　甲板では十人もの帝国兵が攻撃魔法を展開しているところだった。

　先ほど朝食を届けてくれた兵士が立っていたので声をかけてみる。

「いつもこんな風にワイバーンの襲撃があるんですか？」

「魔物に襲われるなんて滅多にねえよ。って、おまっ、どうやって牢から出てきたんだ!?」

　慌てふためく兵士を無視してワイバーンとの距離を測る。奴らは口から火球を放つことができるのだ。今は魔法攻撃の弾幕のおかげで接近を許していないけど、遠からず魔法兵の魔力は尽きる。ワイバーンもそのタイミングを狙っているに違いない。

「おじさん、槍を借りるよ」

　兵士の持っていた槍をひったくった。

「おい、なにをする！」

　バックステップで後ろに飛んで、助走をつけてからの投とう擲てきだ。専門職のララベルほどじゃないけど、パワーなら僕だって負けないぞ。

「うりゃっ！」

　槍は空気を切り裂く光線のように閃ひらめき、ワイバーンの首を貫いた。だがそれで終わったわけじゃない。首を貫通した槍は勢いを失わず、後ろを飛んでいたもう一匹のワイバーンの腹までをも貫く。よし！　狙い通りだ。

　即死だったみたいで、二体のワイバーンは地上へと落ちていった。

「あんたは一体……」

　兵士たちが驚愕の目で僕を見つめる。

「油断しちゃダメですよ。もう一体残っているんですから」

「そ、そうだった！」

　最後のワイバーンがこちらに向かって近づいてきた。好戦的で有名なだけはある。仲間がやられても戦意を失わないようだ。

「おい、セラ・ノキア。残りの一体も片付けろ！」

　僕を連れてきた偉そうな帝国の使者が青い顔で命令してきた。

「あ、プレッツェルさん、いたんだ」

「プラッツェルだ！」

　そんなことはどうでもいい。僕だって飛空艇を落とされるのは嫌だから、手伝ってあげてもいいけど、いいかげんこの人の態度は鼻につく。

「待遇の改善を要求する」

「な、なんだと？　この緊急時になにを言っとるか！」

「嫌なら別にいいです。僕は砂漠に慣れていますので、飛空艇が墜落してもどうにかできますから」

　ただのハッタリじゃないぞ。布で小型のパラシュートを作ればケガをするだけで済むだろう。死なない自信はある。

　死ななければ『修理』で自分の体を治せるのだ。さらに飛空艇の残骸で乗り物を作ることだってできるだろう。

「ま、待て！　なにが条件だ？」

　スタスタと室内へ戻ろうとした僕をプラッツェルが呼び止めた。

「まずはペンと紙をください」

「ペンと紙だと？」

　飛空艇の構造をメモするとは言いにくいな。

「せっかくだから旅行記を書きたいんです。用意してもらえますか？」

「それくらいなら……」

「あと、個室と食事の改善もお願いします。せめて士官クラスのご飯が食べたいです」

「……いいだろう」

　やっぱり要求はきちんと伝えないとダメだね。待遇が改善されるのなら文句はない。

　僕は近くの兵士から新しい槍を受け取った。見ればワイバーンは大口を開けて火球を放つ寸前だ。

「隙っていうのは攻撃の瞬間にできるものさ」

　今度は小さなモーションでワイバーンが開けた口を狙って槍を放った。外皮は硬いけど、口の中の皮はどうかな？

　またもや槍はワイバーンを貫き、三体目は喉から黒煙をはきながら砂の上へ落ちていった。




　用意されたのは士官用の個室だった。重力の呪いがひどかった頃に住んでいたアパートと同じくらい狭かったけど、牢屋よりはずっとましである。きちんとしたベッドが備え付けられていたし、椅子と机もあったからだ。

　飛空艇の構造をメモするにはちょうどいい。紙は航空日誌用の物を分けてもらえたし、羽ペンとインクも付いてきた。これでメモも取り放題だ。

　おっと、万が一見られてトラブルになるといけないな。メモは日本語で書いておくとしよう。そうすれば解読できる人はいないからね。

　不意にドアがノックされた。

「失礼します。セラ・ノキア殿。昼食をお持ちしました」

　ＣＡさんの口調まで丁寧になったな。

「そんなに緊張しないでよ。おじさんに槍を投げつけたりしないからさ」

「あ、ああ。頼むぜほんとに……」

「どれどれ、今日のメニューはなにかな？　おお！」

　お昼ご飯はパンにバター、ソーセージ入りの野菜のスープとゆで卵、グラスワインに干しナツメまでついていた。

　さすがは士官用のご飯である。エコノミークラスからビジネスクラスくらいのランクアップだった。




　またもや窓からの光で目が覚めた。旅も二日目である。

　昨晩は嵐がひどくなり、砂漠の真ん中に着陸して風を遣り過ごすほどだったのだ。だが天気も明け方前には回復して、今は通常航路を運航中である。

「おはよう。朝食を持ってきたぜ」

　顔なじみになった兵士が朝ご飯を持ってきてくれた。コーヒーのいい匂いが部屋の中に広がっていく。

「すごい砂嵐だったけど飛空艇は大丈夫そうだね」

「あの程度の嵐は毎度のことさ。十日も足止めを食らったことだってあるんだぜ」

「知っているよ。飛空艇が来ないと、僕たちだって物資が届かなくてハラハラするんだから」

「そういやアンタはエルドラハの人間だったな。忘れていたよ」

　エルドラハはすべての生活物資を飛空艇に頼ってきた。飛空艇が来なければ食料はすぐに底をついてしまう。

　だけどデザートフォーミングマシンが動き出した今、エルドラハでも食糧生産が開始されようとしている。どの程度の量が生産できるかはわからないけど、少しは住みやすい地になってほしいものだ。

「今日中に帝都に着けるの？」

「砂嵐のせいで七時間ほど遅れるがな」

　それくらいだったら問題ない。飛空艇の構造はもう少しで全体が把握できる。七時間もあればじゅうぶんだろう。図解も描いたから日本語にした意味がなくなっちゃったけど、まあいいや。

　エルドラハに帰ったらさっそく飛空艇の製作に取り掛かるとしよう。でもこんなに大きなものを作るのは効率が悪いな。それに飛空艇は飛行速度が遅すぎる。もっと小さくて、速い飛行機でも作ってみようか？

　いっそ小型の飛行機やヘリコプターみないなのはどうだ……。頭の中でいろんな夢が広がっていく。

「どうした、にやけた顔をしやがって。女のことでも考えていたか？」

「違うよ！　もっと別なこと」

「むきになるところが怪しいな。おおかた砂漠に残してきた彼女のことでも考えていたんだろう」

　心の中にふとメリッサのことが思い浮かんだ。

　別にメリッサが彼女ってわけじゃない。ただ、メリッサは僕の許婚いいなずけであって……。でもそれは保留中で……。

　僕とメリッサの関係ってなんなんだろうな……。

「ほら、ぼんやりしてないで冷めないうちに飯を食っちまえよ」

「そうだね。いただきます！」

　とりあえずはご飯を食べてしまおう。僕もメリッサもまだ十代だ。時間だけならたっぷりとある。僕らの未来がどうなるかはわからないけど、先にご飯を楽しんでしまうくらいの余裕はあるはずだ。

　朝食をゆっくりと食べた後、僕は再び飛空艇の設計図づくりに熱中した。




　お昼前になって、眼下に広がる風景に変化が現れた。まばらながら大地に草が生えているのだ。それだけじゃない、背丈の低い木々も見え始めたぞ。

　やがて砂まじりの草地は草原になり、川や池まで見えてきた。あまりに久しぶりの光景に涙が溢れてしまう。緑ってこんなに美しいものだったっけ？

　こんなにたくさんの植物に囲まれるのは転生以来初めてのことだ。ダンジョン地下六階の比じゃないぞ。これこそ本物の草原だ！

　植物バイオームの出現とともに野生生物や人々の集落なんかも現れ始める。僕は鼻の頭が窓につくほど近づき、いつまでも飽きずに移り行く風景を眺めていた。




　いくつかの街の上を通り過ぎた。当たり前のことだけど、どこも帝国領である。改めて帝国の巨大さを知った。

「おい、そろそろグローサムに到着するぜ。甲板に出てきてみろよ」

　いつもの兵士が僕を呼んでくれる。

　士官用の個室になってから扉に鍵はかけられていない。すぐに飛び出し、舷ふなべり側につかまって前方を眺めた。

「おおっ！　あれが帝都グローサム？」

「その通りだ。すべての道はグローサムに繋がる、ケイセイ海の秘宝、世界の中心地、百万都市グローサムだぞ！」

　地平線の彼方に城壁で囲まれた大きな都市が見えた。飛空艇が近づくにつれて街の輪郭がはっきりとしてきたぞ。高い城壁に囲まれた街の向こうには青い海が輝いている。グローサムは岬の突端に作られた街なのだ。

「美しい都市だなあ」

　前世のドキュメンタリー番組で見たコンスタンティノープル（今のイスタンブールだね）の街並みになんとなく似ている。

　あそこは東西の文化が入り混じった独特な雰囲気を醸し出していた。たしかビザンチン文化だったかな。ここもいろんな文化が混じり合っているような感じがするぞ。

「規模もすごいけど、建築物がいちいち華々しいね」

「そりゃあそうさ、世界一の版はん図とを持つエブラダ帝国の首都だぜ。これほどの都は他にはないさ」

　飛空艇は少しずつ高度を落として街の中心地へと下りていった。

「この船はどこへ向かっているの？」

「グローサム城の発着場だ。そこから城の倉庫へ魔結晶が運ばれるんだ。アンタはプラッツェル様とどこかへ行くようだがな」

　飛空艇の乗組員は、僕がなんのために呼ばれているかを知らないようだ。情報を極力漏らさないようにプラッツェルは気を遣っているようだった。




　城のそばにある広い場所に飛空艇は着陸した。この船は重力魔法を応用した浮遊装置を使っているので、離着陸に滑走路が要らない。そういうところは飛行機というよりは飛行船に近いと言えるだろう。

　タラップから降りた僕は興味のままに視線を走らせた。

　ずいぶんと大きな城のようで高い尖塔が何本も見えている。この場所だけでも国立競技場のグランドくらいの広さはあるぞ。あっちの建物はなんだろう？

　ちょっと見学に行こうとしたのだけどプラッツェルに阻まれてしまった。

「ついて来い。くれぐれも大人しくしてくれよ。……頼むからな」

　プラッツェルは僕がワイバーンを倒すのを目撃してから態度が軟化している。というより怯えていると言った方が正しいかな。エルドラハにいたときよりも言葉遣いまでマシになっていた。いきなり噛みついたりしないのにね。




　僕らは曲がりくねった道を進み、城の奥の方までやってきた。なんだかクネクネした通路だったけど、これは城に攻め入られたときの用心らしい。

　複雑な構造をしていれば目くらましになる。敵も簡単には奥に入って来られないという仕掛けなのだ。

　こうしてしばらく歩いていると立派な石造りの建物までやってきた。プラッツェルはここで取次ぎを頼み、しばらく待たされた。

「ねえ、この奥に患者さんがいるの？」

「静かにしていろ。これから会うのはたいそう身分の高いお人なのだ。決して失礼な態度を取るなよ」

「はーい」

　なんだかプラッツェルが緊張している。偉そうなこいつが怯おびえているところをみると、相手は将軍とか大臣とかだろうか？

　まあ、僕には関係ないな。僕としてはさっさと治療を施して、都見物でもさせてもらえればじゅうぶんだ。

　ありがたいことにポケットの中には金晶も銀晶も入っている。貴重品だから盗まれないように、入れっぱなしにしておいたのが功を奏した。

　都の物価が高かったとしても、これだけあればお土産くらいは買えるだろう。街にはエルドラハにはない珍しいものがいっぱいあるだろうから、デザートホークスの仲間やメリッサたちにいろいろ買って帰りたいのだ。

　通路の椅子に腰かけて待っていると、中から騎士の一団が出てきた。全部で十五人もいるけど、どういうわけか全員が女性である。

「ご苦労でした。この少年は我々が連れて行くので、プラッツェル殿はここでお引き取りください」

「承知しました。パミュー様によろしくお伝えくださいませ」

　プラッツェルは慇懃に頭を下げている。

「セラ・ノキア、上手くやれよ」

　すれ違いざまに声をかけて、プラッツェルはもと来た道を引き返していった。

　一方、僕は十五人の女騎士に囲まれた形だ。いざとなれば、僕のことをすぐに取り押さえるようなフォーメーションを組んでいるぞ。

　隊長らしき人が厳しい口調で注意してくる。

「ここは帝国の皇女様方が暮らす静せい欄らん宮きゅうである。不ふ埒らちな真似をすれば子どもといえども容赦はしない。即座に手首を切り落とすのでそう思え」

「えーと、不埒な真似ってなんですか？」

「フラフラと勝手に歩いたり、女官たちの部屋を覗いたり、その……悪さをしないようにということだ。女官をしつこく見るのも禁止である」

　視線まで制限されるなんて相当だな。

「風紀に厳しいところなのですね。承知しました」

「うむ、わかればよい」

　僕の理解が合っていたようで、騎士たちはそれ以上なにも言わずに歩き出した。

　なるほど、ここはお姫様たちが住むところだから守備兵も全員女性のようだ。それで少年といえども男には厳しいのだろう。

　そういえばここはいい香りが漂っている。デパート一階の化粧品売り場みたいな高級な匂いだぞ。砂漠のエルドラハでは久しく嗅いだことのない匂いだな。これもやっぱり女性ばかりが住んでいるせいなのだろう。

　またもや複雑な通路と階段を上がり、建物の奥まったところまでやってきた。僕にはもう自分の現在位置がよくわかっていない。

「この部屋に入る。部屋の中に入ったら正面の方に跪ひざまずくように」

　再び僕に注意を与えてから、騎士は扉を開けた。










二人の皇女




　案内された場所は広い部屋だった。室内の一角に二十人は楽に座れそうな大きなテーブルがしつらえてある。

　よく見るとテーブルの天板は天然の一枚ものだ。継ぎ目なんてどこにもないぞ。いったいどんな巨木から切り出したというのだろう？　砂漠で育った僕はそんな大きな木なんて見たことがなかった。

　大きなテーブルには派手な軍服を着た女性が一人で座っていて、書類の束に目を落としていた。豊かな金髪が緩やかに波打っている。目つきは鋭く、美人だけどわがままそうな印象を受けた。

　身分が高いだけに人を侮あなどっていそうな感じなのだ。こういうのを驕きょう慢まんっていうんだっけ？　僕の勝手な印象なんだけど、この手の感覚っていうのは合っていることが多い。第一印象って大切だよね。直観っていうのは言語化する前の理解なんだって。

　軍服を着ているところをみると将軍の一人かなにかだろうか？　でも将軍というには年齢が若すぎる。どう見てもまだ十代じゃないかな？

「パミュー様、セラ・ノキアを連れてまいりました」

　騎士が声をかけると、パミューと呼ばれた女の人が顔を上げた。人を値踏みするような、遠慮のない視線に少しだけイラっとした。

「おい、跪かんか！」

　騎士たちは僕を押さえつけて跪かせようとしたけど、脚に力を込めて踏ん張った。一トンものレッドボアを持ち上げられるパワーは伊達じゃないぞ。

　あれからダンジョンで鍛えて、体はさらに強くなっているんだ。騎士が数人でかかっても、僕をねじ伏せることなんてできやしない。

「くっ、どうなっているのだ？」

「ええい、跪かんか。その足を切るぞ！」

　脅されようが、膝の裏を蹴られようが、僕はびくともしなかった。騎士たちは真っ赤な顔で汗をかきながらウンウン唸っているけど、僕は涼しい顔のままだ。

　しばらくその様子を見守ったパミューさんだったが、おもむろに質問してきた。怒っている様子はない。むしろ僕に興味を持ったようである。

「なぜ跪かん？」

「どうでもいいことなんですけど、僕の両親はグランベル王国の伯爵なんですよ。グランベルを滅ぼした帝国の軍人に膝をつくのは、なんとなく両親に悪い気がするんですよね」

　険悪な雰囲気にならないように笑顔で答えた。
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「貴様、無礼であるぞ。このお方はエブラダ帝国第一皇女のパミュー様なるぞ」

　なるほど、目の前にいるのはただの軍人ではなく、帝国のお姫様か。どうりで若いのに偉そうなわけだ。

「へー、エブラダ帝国ではお姫様が軍を動かされるのですか？」

「すべての皇女がやっているわけではない。たまたま私に適性があったというだけの話だ。おい、もう放してやれ」

　物事にこだわらないのか、パミューさんは僕を解放してくれた。

「かわいい顔をして強情だな」

「たまに言われます」

　転生前はロックンロールを愛していました。反骨主義は前世からの醸成です。

「ふむ、こんなに若いのが来るとは思わなかった。相当に腕がいいと聞いていたから、もっと年寄りの治癒師が来ると思っていたぞ」

　パミューさんは僕のことをじっと見つめてくる。でも、蔑さげすむような印象はなくなって、代わりに好奇心がにじみ出ていた。

「歳はいくつだ？」

「十三歳です」

　前世の分も勘定に入れると、実質的な精神年齢は十八歳だけどね。

「私より五つ下か」

「僕は誰かを治療するように言われて来たんですけど、患者はどこですか？」

「別室だ。先に断っておくが、この度の診療で見聞きしたことは他言無用だ。外部に漏らせばお前の首を切り落とす」

　さっきは騎士たちに手首や足を切り落とすと脅されて、今度は首か。ここの人たちはよくよくちょん切るのが好きなようだ。

「誰にもなにも言いませんよ。患者に不利になるような情報は外部に漏らしません」

　病気というだけで差別をするような輩はこの世界にもいるのだ。

　腹立たしいけど人の口に戸は立てられない。だったら僕が黙っていればいいだけのことである。僕は守秘義務をちゃんと心得た魔導錬成師なのだ。

「わかればよい。お前に診てもらいたいのは妹のエリシモなんだ」

　妹というと、その人もお姫様か。どうりでプラッツェルが患者の身分を隠すわけだ。皇女に変な噂が立つのはよろしくないのだろう。

「ご病気ですか？　それとも怪我？」

「怪我……そう言っていいのだろうか？　というよりは一種の呪いなのだが……」

　説明するのが難しいようだ。だったら見た方が早いか。

「わかりました。さっそく診察してみましょう」

「先に断っておくが、かなりひどい状態だぞ。これまで何人もの治癒師が診てきたが誰も治せなかったのだ」

「承知しました。最善をつくしますよ」

　僕らはそろってエリシモさんの病室へと移動した。




　病室の扉を開けると、中からむせかえるような香の匂いが漂ってきた。少し嗅いだだけで頭がフラフラとした感覚に襲われる。

『スキャン』を発動して調べると、この香りは痛みを和らげるために焚たかれた麻薬の一種であることがわかった。

　こんなものを焚き染しめているなんて、エリシモさんの呪いというのはつらい痛みを伴うもののようだ。ずっと重力の呪いに苦しんでいた僕は、エリシモさんの境遇にすっかり同情してしまった。

　だけど、これは中毒性のある煙だぞ。そばで病人の面倒を看る人たちにも悪い影響を与えてしまう代物だ。早いところ手を付けた方がいいな。

　ベッドに近寄ると痩せて青白い顔をしたエリシモさんが横たわっていた。

　姉と同じ金髪だけど、こちらはまたタイプの違う美人さんだ。なんかこう、図書館にいそうなタイプっていうのかな？　お勉強のできそうな知的な顔をしている。

　優しい司書さんって形容が良く似合う気がした。

　驚くことに、エリシモさんの左頬から首のあたりにかけて、きらめく無数のトゲが刺さっていた。ひょっとしたら服の下にもトゲは刺さっているんじゃないのか？　このトゲはガラス……、いや見たこともない金属でできているのか。

　他の部分は青白いのに、トゲの刺さったところだけは赤く爛ただれていて、見ているだけでも痛々しい。トゲはかなり微細で、顔に刺さった分だけでも千本くらいはありそうだった。

　僕の姿を認めたエリシモさんが声をかけてきた。

「新しい治癒師の方ね。よろしく……」

　声を出すのもやっとというくらい衰弱しているようだ。それなのに僕にあいさつをしてくるなんて、姉よりもずっと礼儀正しい人なのだろう。

「魔導錬成師のセラ・ノキアです。よろしくお願いします。さっそく診察をしてみましょう」

　スキャンで調べようと手を伸ばしたのだけど、またもや騎士が茶々を入れてきた。

「無礼者、こちらは帝国第二皇女のエリシモ様だぞ。お体には触れずに診察するのだ」

　なんとも理不尽なお達しである。

「そんなの無理ですよ。トゲの構造を深く知るためには触れてみなければわかりません」

「貴様の治癒魔法はその程度か？」

　治癒魔法なら触らなくても魔力を送りこめるけど、僕の『スキャン』や『修理』は違うのだ。

「だから、僕は魔導錬成師であって、治癒師じゃないんですってば」

「つべこべ抜かさずにさっさと治療を始めんか」

　見かねたエリシモさんが声をかけてきた。

「よい。見ればまだ子どもではないですか。構わないから私に触れなさい。そうしなければ診療ができないのでしょう？」

　病人なのに気遣いのできるいい人だ。僕の中でエリシモさんの好感度が上がった。

「それでは失礼します……」

　スキル『スキャン』発動。

　このトゲは魔力を物質化した金属のようで、構造は金晶や銀晶などによく似ている。『解体』で取り除けるかと思ったけど、どうやら魔力を跳ね返す性質があるようだ。

　治癒魔法が効かなかったというのも無理はない。魔法が全部跳ね返されてしまったのだろう。僕のスキルなら時間をかければなんとかなるとは思うけど、さてどうしたものか……。

　トゲは厄介だけど、面白い物質ではある。役に立つことがあるかもしれないと、メモ帳を開いて構造を書き留めておいた。

「突き刺さった先端が植物の根のように食い込んでいますね……」

　これでは無理に引っこ抜こうとすれば激痛が走るだろう。

「あとは毒か……」

　根の部分からは微量ながら毒が放出されている。皮膚が赤く爛れているのはそのせいなのだ。

　とりあえず『抽出』で毒を抜いてしまおう。そうすればエリシモさんの体はずっと楽になるはずだ。

「とりあえず体を蝕むしばむ毒を抜き出します。なにか毒を溜めておける器をください」

「そんなことができるのか？　他の治癒師も試したのだが、できなかったことだぞ」

　トゲが刺さった状態だから解毒の魔法が効かなかったんだな。

「あくまでも対処療法的なものです。根本的な治療じゃないですよ。でも、体に溜まった毒が抜ければ、エリシモさんの痛みも少しはひくでしょう」

　すぐに侍女らしき人が毒を入れる深皿を持ってきた。

「少し我慢してくださいね」

　エリシモさんの頬に触れながら『抽出』を使うと、トゲの刺さったところから黒い液体が霧のように立ち上がり、空中でウズラの卵ほどの小さな球体になっていった。

「これがエリシモを蝕んでいた毒か？」

　パミューさんが近づこうとしたので、それを制する。

「あんまり近づいちゃダメですよ。死ぬことはないですが、皮膚がかぶれてかゆくなりますから」

　忠告するとパミューさんは一歩後ろに下がった。

「とりあえず毒は抜きました。どうですか？」

　エリシモさんは小さな笑顔を見せる。

「かなり楽になったわ」

　トゲが刺さったままなのでしゃべりにくそうではあったけど、少しは元気になったようだ。

「でもトゲは抜けていないので、時間が経てばまた毒に侵されてしまいます。次はこのトゲをなんとかしましょう。ところで、このトゲはどうやって刺さったのですか？」

　先に原因を聞いておいた方がいいよね。解決の糸口が見つかるかもしれない。

「古代文明の古文書のせいなのです。帝国が手に入れた古文書があるのですが、それを開こうとしたらこのようなことになってしまいまして」

「その古文書はどちらに？　差し支えなければ見せていただきたいのですが」

「それならそちらの棚に。だれか、古文書を持ってきてセラさんに見せて差し上げなさい」

　言いつけられた侍女は顔を真っ青にした。

　エリシモさんの姿を見れば怯えるのも仕方がないことだ。本を手にすることによって呪いが発動することを心配しているのだろう。

「僕が自分で取りますよ。場所を教えてください」

　侍女に案内してもらって部屋の隅の本棚のところまでやってきた。鍵付き扉を開けると中にはずらりと古い本が並んでいる。背表紙に文字の書かれたものもあったけど、古代文字らしく僕には読めなかった。

「そちらの金属のブックカバーのついたものがそうです」

「これが古文書？」

　その本は図鑑のように大きく、分厚くて、さらにごつごつとした表紙に覆われていた。古文書というよりは耐衝撃性に優れた軍事用のノートパソコンみたいである。ブックカバーは金属でできていて、削りだしの艶消しアルミニウムみたいな銀色が鈍い光を放っていた。

　映画の取引シーンに出てくる、現金の入ったアタッシュケースみたいだ。ブックカバーの表側には日記帳のように留め金がついている。

　指を伸ばそうとしたそのとき、後ろからエリシモさんの声が耳に入った。

「気を付けて。レバーを下げて開こうとすると、ブックカバーが発光してトゲが放出されます」

　攻撃型のロックになっているわけだ。どれどれ、こいつも『スキャン』で調べてみよう。

　このブックカバーは空中の魔素から魔力を作り出してトゲを放出しているようだ。トゲは微細だし、射程も短いから消費魔力は少なくて済むわけか。なるほど、おもしろいな。

「ふーん、鍵の方はたいした仕掛けじゃないな。暗号を音声入力するタイプだけど、外しようはある……」

「開くことができるのですか!?」

　エリシモさんが興奮した面持ちで僕を見つめていた。あろうことか半身を起き上がらせている。

「寝ていてください。無理をしてはいけません」

「質問に答えて。本当にそのロックを解除できるのですか？」

　このお姫様は本当に本が好きなんだなあ。自分の体よりも古文書のことが気になるらしい。消耗が激しくて起き上がるのだって辛いはずなのに、そんなことは忘れてしまったかのように興奮している。

「できますよ。解除してもいいんですか？」

「はい、ぜひお願いします！」

　エリシモさんは瞬まばたきも忘れて僕の手元を見つめている。とりあえず解除して、気持ちを落ち着かせた方がよさそうだ。

「その代わり約束してくださいね。読むのは治療が終わってからですよ」

「うっ……、承知しました」

　今は毒が抜けて楽になっているけど、どうせすぐにぶり返すのだ。無理をさせることはできないのである。

『解体』を使うとロックは簡単に外れた。試しに開いてみたけど、トラップは反応しない。これならエリシモさんに渡しても安全だろう。

「はい、解除できましたよ」

　チラッと中を見たけど、やっぱり古文書に書かれている内容は読めなかった。

「ありがとうございます、ありがとうございます。これで研究が進められます」

　よほど嬉しかったのかエリシモさんは涙を流して喜んでいた。

「それでは治療に取り掛かりましょう。まずは体を治さなければ研究もできませんからね」

「はい、お願いします」

　患者との信頼関係はこれで結ばれたかな。僕は注意深くトゲに触れ、なんとか抜くことを試みた。




　夕方になってようやくトゲを一本抜くことができた。やはり、魔法を弾くこのトゲにスキルは効きにくかった。

『麻酔』と『解体』を併用して、一本抜くのに一時間もかかってしまったのだ。緊張と魔力の消費で僕も疲れてしまったよ。

　トゲは全部で数千本もある。ひとつひとつをこの調子で抜いていくのは無理だろう。なんといっても時間がかかり過ぎる。エリシモさんも疲れてしまったので今日はこれくらいにしておく方がよさそうだ。




　パミューさんに部屋を与えられ、今夜は宮殿に泊まることになった。これまでの人生を通して、いちばん豪華な造りの部屋だ。天蓋付きのキングサイズベッドだなんて初めての経験だよ。

「用があればこの者に言いつけよ。それでは明日の治療も頼むぞ」

　それだけ言ってパミューさんは去っていった。

「メイドのエイミアと申します。なんなりとお申し付けくださいませ」

　エイミアさんは黒髪をアップにしたお姉さんだった。涼やかな眼もとに、厚い唇、態度は事務的で愛想はない。

　あれ、この人はメイドの割にたくましくないか？　服の下に隠れているけど筋肉質な体つきをしているような気がする。動きも機敏で脚運びに隙がなかった。

　試しにスキャンをかけて見たらやっぱりだ。この人のジョブはナイフファイターで軍人だった。戦闘力判定はＣとなかなかの腕前である。

　要するに僕の監視役というところだろう。さすがに旧グランベル王国の貴族の末まつ裔えいを野放しにするほど宮廷は甘くないということか。




「お夕食の前にお茶でもお飲みになりますか？」

「いただきます。それと魔結晶を五百ｇほどいただけますか？」

「種類はなににいたしましょう？」

　魔力を補充したかったので訊きいてみたけど、あっさりと了承してもらえた。さすがは宮廷、お金持ちなんだね。

「紫し晶しょうをお願いします」

　どういうわけか、僕は紫晶との相性がいちばんいいのだ。『抽出』による魔力補充もすんなりと行える。

「承知いたしました。少々お待ちください」

　エイミアさんは部屋を出ていき、僕はようやく一人になった。でも、どうせまだどこかに監視の目はあると思う。扉の外だけではなく、壁の向こう側にも人の気配がするぞ。おかしなことはせずに大人しくしておくことにしよう。

　それにしてもエリシモさんの治療はどうしようかな。あれだけのトゲを一本ずつ抜いていくのは現実的じゃない。そんなことをしていれば年単位の仕事になっちゃうもん。

　やっぱり『麻酔』で眠らせて、強引に抜いてしまおうか。無理に抜くのだから傷になってしまうけど、それは『修理』で治せばよいことだ。

　皇女様にそんな無礼を、指を切って捨てるぞ！　とか言って叱られそうだけど、とりあえずはこれしか思い浮かばない。

　明日になったら、エリシモさんとパミューさんに相談してみるか……。







　けっきょく僕の意見が通り、エリシモさんを麻酔で眠らせている間にトゲを抜くことが決まった。

　僕が傷を跡形もなく治すというのはプラッツェルから伝わっていたようで、お二人も信じてくれたようだ。プラッツェルの顔の痣がなくなっていたことも、賛成してくれた大きな理由だろう。

　エリシモさんの体に負担になるので治療は三回に分けて行うことを伝え、まずはいちばん目立つ顔のトゲから始めることにした。

「それではスキルで眠ってもらいますね。大丈夫、起きたときには顔のトゲはなくなっていますよ」

　それでもエリシモさんは不安そうだったけど、麻酔が効き始めるとゆっくりと目を閉じた。

　頼んだものはすべてそろっているな。手を洗うための水。清潔な布ふ巾きん、魔力を補うための山盛りの紫晶。どれも抜かりはなさそうだ。

「さて、始めますか」

　僕は十五人の騎士に取り囲まれながら治療を開始した。

　この騎士たちはもちろん僕の助手なんかじゃない。皇女を守る護衛の方々だ。治療が失敗したときは僕を捕ほ縛ばくするための人員にもなる。万が一捕まったらどこかをちょん切られてしまうのだろう。

　麻酔の深度を確認しながら『解体』と『抽出』でトゲを抜いていく。多少強引ではあるけれど、なるべく傷はつけないように気を付けた。それでも、やっぱり細胞は傷つくし、血はにじみ出るのだけどね。

「おい、本当に大丈夫なのか？」

　パミューさんが口を出してくる。外で待っていてと言ったのだが、魔導錬成が気になるらしくて、強引に手術に立ち会っているのだ。

「少し黙っていてください。気が散ります」

　このトゲは本当に厄介だ。普通の傷口と違って『修理』までもが効きにくくなる。古代文明の奴らは相当な意地悪者がそろっていたんだな。

「貴様、パミュー様になんという口の利き方を。もう黙ってはおられん」

　そばで見ていた騎士がまたもやうるさいことを言いだした。

「治療中なのが見てわからないの？　エリシモさんの顔に傷が残ったら責任が取れるんですか？」

　相手なら後でいくらでもしてあげるから、今は治療に専念させてほしいのだ。

「くっ……」

　まだなにか言いたそうだったけど、騎士は不ふ承しょう不ぶ承しょう下がっていった。

　トゲを十本抜いては『修理』を繰り返して、僕も段々慣れてきた。トゲを抜くのも肌を修理するのもコツがつかめてきたぞ。これなら一気に二十本くらい抜いても平気だろう。

　ブチ、ブチ、ブチ、ブチッ！

「ひっ！」

　ブチ、ブチ、ブチ、ブチッ！

「くっ！」

　ブチ、ブチ、ブチ、ブチッ！

「うはっ！」

　パミューさんが身をくねらせながら僕の肩越しに治療を覗き込んでいる。身震いしながらも、なんだか楽しそうにしているのは気のせい？

「……パミューさん、いちいち反応するのをやめてもらえませんか？」

「すまん、ゾクゾクするのだが見るのをやめられんのだ」

　こういうのがお好きなんですね。妹さんが苦しんでいるというのに困った人だ。

「それから肩を掴むのをやめてください。動きにくいので」

「かたいことを申すな。第一皇女の手が触れるなど、最高の栄誉なのだぞ」

「治療の妨げでしかありませんよ……」

　注意したのだけど、パミューさんは僕の肩をしっかりと掴んだまま、ずっと治療を観察していた。




　午前中から始めた治療はお昼前に終了した。

　とりあえず顔のトゲはすべて取り払い、筋肉や肌も綺麗に修復してある。傷跡なんてどこにも見当たらない。これならエリシモさんも納得してくれるだろう。

　神経もうまくつながっているので表情がなくなるなんてことも起こらないだろう。

「そっと顔を動かしてみてください。痛いところや違和感はありますか？」

「大丈夫みたい。まだちょっと動かし辛いけど」

　疲労でぐったりとしていたけど、エリシモさんは鏡を見ながら満足そうだった。

「ありがとう。これで心置きなく笑うことができそうね。それにやっとメガネがかけられるわ。ずっと視界が霞かすんでいたからこれだけでも本当にありがたいわ」

「でも、まだ読書はダメですよ。疲れてしまいますからね」

　エリシモさんは苦笑する。

「わかっているわ。体が鉛のように重いから当分はなにもできなそうよ」

「トゲだけではなくて、長い療養生活と痛み止めのお香のせいで体力が弱っているのです。あのお香はもう焚かないようにしましょう。今から体力のつく料理を作ってきますので休んでいてください。できたら眠って」

「あなたが料理を作るの？」

「そうですよ。医食同源という言葉があります。体によい、美味しい食事をとることで病気を予防し、治療しようとする考え方のことです。料理というのは健康にとってとても大切なものなんです。もっとも、僕の料理は魔導錬成で作るので、ちょっと特殊なんですけどね」

「特殊というと、お薬みたいに苦かったりするの？」

　エリシモさんの眉毛が下がって困った顔になった。僕よりもお姉さんだというのに、その表情は小さな女の子みたいでかわいらしい。きっと苦いものが苦手なんだな。

「僕は魔結晶から成分を抽出して、特別な効果を持つ料理を作るんです。これでも僕の料理は評判がいいんです」

「それなら楽しみだわ。どんな料理が出てくるのかしら」

「そんなに豪華なものは期待しないでください。でも頑張って美味しく作りますからね。さあ、目を閉じて少し休んで。体力回復には寝るのがいちばんなんですから」

「わかったわ」

　エリシモさんが素直に目を閉じると、すぐに安定した寝息が聞こえてきた。疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていたのだろう。だけど呼吸に乱れはない。これなら少し外しても大丈夫かな。

　側近の人々に経過をよく観察するようにお願いして、僕は料理を作るために厨房を借りることにした。厨房には僕の世話役になっているエイミアさんがついてきた。僕が勝手なことをしないように見張るためだろう。油断なく僕の行動を監視しているようだ。

「なにをお作りになるのですか？」

「そうだなあ、帝都グローサムで旬の食材ってなにでしょう？」

「さあ、食べ物については詳しくありません」

　おいおい、そんなメイドさんがいるのかな？　まあ、この人の正体は軍人さんだから仕方がないか。

　厨房の料理人に尋ねると今は夏なつ牡が蛎きが旬だと教えてくれた。

　おお、今は夏だったのか！　年がら年中乾いた砂に囲まれていたから、すっかり季節の感覚がなくなっている。

『料理』のスキルを展開させ、美味しそうなレシピを頭の中で検索していく。お、牡蛎を使ったお粥か、これなんかいいな。

　病気で弱った体を優しくいたわり、体力も回復してくれるみたいだぞ。調理時間が長いのが難点だけど、その分スペシャルな効果を発揮するようだ。

「エリシモさんは牡蛎料理を食べられます？」

「はい、牡蛎は殿下の好物でございます」

　料理番がそう言うのなら間違いないだろう。

「じゃあ、今から言う材料を持ってきてください。ネギ、ショウガ、牡蛎、水、イーライ酒、骨付きジャイロックのモモ肉――」

　さすがは宮廷の厨房だけある。僕が頼んだ素材が瞬またたく間に並べられていく。しかも、どの食材だって新鮮で高品質だ。

　珍しいハーブやゼギン貝の貝柱の干物なんかもそろっているじゃないか。これなら最高の料理ができるはずだ。

「あの、魔結晶も料理に使うのですか？」

　エイミアさんが不安そうに訊いてきた。魔結晶をそのまま体内に入れると中毒症状を起こしてしまうから心配しているのかな？　それとも、僕が金晶や銀晶をちょろまかすんじゃないかと警戒している？

「魔導錬成の技で食事に魔法をかけるんですよ。体にいいことしかない料理だから安心してください」

　用意された魔結晶から地ち水すい火か風ふう雷かみなり闇やみ光ひかり静せい動どうすべての魔素を取り出して、必要な分を料理へ練り込んでいくのだ。

「それでは始めますので、皆さんは少し下がっていてください」

　見物している料理人たちを下がらせて『料理』のスキルを展開した。

　僕の魔力が素材に込められるたびに、もち米や牡蛎が空中に浮かび上がる。

「なんだこれは！　これが料理なのか？」

　予想していたものとは違う光景に、料理人たちがざわめいている。鍋やフライパンを使った料理もするけど、魔法薬膳を作るときはこちらの方がやりやすいのだ。
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　すべての材料が浮かび上がると、それらは高速で回転しながら光を放った。

　よおし、いい感じになってきたぞ。ここから汚れや骨、灰あ汁くなどの要らない成分は排除して、必要なものだけを厳選していくのだ。

　今や料理は光の帯のようになっている。一時間くらいはこの状態を保ってやると、素材の旨うま味みが完全に引き出されるはずだ。

　微細な魔力操作が必要だけど、ここが腕の見せ所である。絶えず魔力を送り続け、最高の状態に仕上げていった。




　一時間後。

　厨房に芳醇な香りが溢れていた。今や素材の旨味は混然一体となり、その味は至高へと昇り詰める段階にある。

「今だ！」

　ここで緑晶の成分を加える。もち米も完璧な状態になってきたから、そろそろ銀晶の出番だ。最後に塩と金晶で味を調えて……。

「エイミアさん、もうすぐできます。お皿、お皿！」

「は、はいぃ！」

　呆けていたエイミアさんが慌てて両手にお皿を持ってきた。

　僕は緩やかに回転している光の帯をそっと皿に盛り付ける。するとそこにはホカホカと湯気を立てる牡蛎粥が現れた。

「こ、こんなことが……」

　驚きで声を失っているエイミアさんにスプーンを渡した。

「どうぞ」

「は、なんでしょうか？」

「皇女様に食べさせる前に毒見が必要かなって思ったので」

「はあ……、それでは失礼して」

　エイミアさんは半匙ほどお粥をすくって口に入れると、びくりと体を震わせた。

「っ！」

「いかがですか？」

「これは……、こんな料理って……」

　思わずもう一すくいしようとして、エイミアさんはハッと気がついたようにスプーンを離す。無意識にもう一口食べようとしてしまったようだ。

「と、とても美味しいです。世の中にこんな料理が存在するなんて……」

「それはよかった。では冷めないうちにエリシモさんのところへ持っていきましょう」

「はあ……」

　エイミアさんの視線は未練がましく粥の上に注がれたままだ。

「ほら、早く！」

「は、はいっ！　失礼いたしました」

　僕らは足早に厨房を後にした。




　部屋に戻るとエリシモさんは目を覚ましていた。

「顔のトゲが取れたせいか、なんだか食欲が湧いてきたわ」

　少し眠ったので顔色もよくなっているようだ。

「特製の牡蛎粥を作ってきましたよ。これを食べればもっと元気になりますからね」

　内臓の働きを助け、体力を補ってくれるはずである。

「まあ、いい香り。でも全部食べられるかしら……」

　古文書のトラップにかかってから十日余り、エリシモさんはご飯をほとんど食べていないそうだ。

「無理をなさらず、食べられる分だけでいいですからね」

　そうは言ったけど僕には自信があった。

　侍女にお粥を食べさせてもらったエリシモさんは目を丸くした。

「こんなに美味しい料理は初めて。宮廷で出されるどんな料理もこれほどのものはありませんでした」

「今日は特に時間をかけて作りましたからね」

　僕はちょっとだけ胸を張ってみせた。エリシモさんは侍女からスプーンを受け取り、自分ですくって食べている。

「スプーンが止まりません……」

　相当気に入ってもらえたようだな。

　食が細くなっていたエリシモさんだったけど、特製のお粥は完食してくれた。これだけ食べられるのなら明日はもう少し量を増やしてもいいかもしれない。

「明日の朝食は野菜と鶏肉のスープを作ってみますね。しっかり食べて早くよくなりましょう」

「うふふ、なんだか明日が楽しみだわ。こんな気持ちは本当に久しぶり」

　夜は早めに休むように勧めてから自分の部屋へと戻った。




　翌日になるとエリシモさんはだいぶ元気になっていた。こけていた頬もやや膨らみを取り戻し、肌にも艶がでている。

　こうしてみると魅力的な人だな。今日のエリシモさんはメガネをかけている。

「まるで学者さんみたいに見えますね」

「私は古代文明の研究をしているの。だから学者というのも間違っていないわ」

　お姫様の固有ジョブは考古学者だったな。診察をする時にスキャンで見てしまったのだ。

「だから古文書を読もうとしていたんですね」

「ええ。あの文字を解読できるのは帝国にも数人しかいないのよ。今は手元にないのが本当に残念だわ」

　古文書はパミューさんが持っていってしまったそうだ。なんでも、エリシモさんのそばに置いておくと、無理して読んでしまうから強引に取り上げたらしい。

　研究熱心なのはいいことだと思うけど、体に障さわることは控えてほしい。

　さいわい今朝もエリシモさんはご飯を完食してくれた。体力もついてきたようだから、今日の治療も予定通り行うとしよう。

「それでは治療を始めましょう。心の準備はいいですか？」

「ええ、セラにぜんぶ委ねます。よろしくね」

　僕への信頼が増し、もう治療への恐怖もないようだ。エリシモさんは静かに微笑んでいて、なんだかとっても綺麗に見えた。




　本日は首の周りに刺さっていたトゲをすべて抜くことに成功した。傷跡も残らずにツルツルになっている。

　エリシモさんは麻酔で眠ったままなので、しばらくはこのままにしておこう。

　そっと部屋から退室すると、待ち構えていたパミューさんとエイミアさんに出くわした。

「これはパミューさん」

「治療は終わったか？」

「はい、エリシモさんは順調に回復していますよ」

「それはよかった」

「ところで、お願いしたいことがあるのですが」

　お昼までにはまだ時間がある。だったらずっと考えていた計画を実行に移したかった。

「なんだ？　必要なものがあるのなら用意させるが」

「そうではありません。エリシモさんはまだ寝ているので、その間に帝都見物をしたいのです」

　せっかく帝都グローサムまで来たのだ。街を見物して、エルドラハでは手に入らない物などを買ったり、仲間へのお土産を用意したりしたい。いい機会だから街へ出かけてみようと考えたのだ。

　ところがパミューさんはいい顔をしなかった。

「それは許可できない。お前は囚人なのだぞ、セラ。それに勝手に出歩かれて、トラブルなどに巻き込まれたら困るだろう？　セラはかわいい顔をしているから、誘拐されてしまうかもしれないぞ」

　パミューさんは僕を子ども扱いしているようだ。ダンジョンに潜る冒険者がそこら辺のゴロツキ風情に誘拐される恐れなんてないのにな。

「そんなあ、帝都に来たらいろいろ買い込もうと思っていたのになあ……」

　パミューさんがぐいと顔を近づけてきた。真剣なまなざしで僕を睨にらんでいる。

「そんなことよりもセラ、お前は不思議な料理が作れるそうだな」

　エイミアさんの方を見ると視線を泳がせてそっぽを向いた。

　さてはエイミアさんが昨日の料理のことをパミューさんにチクったんだな。

「エイミアの話ではこの世のものとは思えないほど美び味みらしいじゃないか。ひとつ私にも作ってくれ」

「えぇー……」

「なんだ、その不満そうな顔は？　おい、これは命令だぞ。素直に聞かないとただでは済まさん！　舌をちょん切ってしまってもいいのか！」

　すぐそうやって脅迫するのがこの人の悪いところだ。

　でも、パミューさんはどうしても僕の料理を食べてみたいようだな。よし、この状況を利用してしまおう。

「そんなこと言われても、あれは大量に魔力を使うし、気分が乗らないと上手に作れないんですよねえ……。そうだ！　街に遊びに行けたら楽しく料理が作れるかもしれないぞ。うん、きっとそうにちがいない！」

「なんだとぉ……。貴様、甘い顔をしていればつけあがりおって」

「まあまあ、そう言わずに遊びに行かせてくださいよ。そうしたら今夜は最高のディナーをご用意しますから」

　僕はにっこり笑って提案してみた。

「最高のディナーだと？」

「ええ。僕の持てる技をすべて使ったスペシャルコースです。他では絶対に食べられない、パミューさんだけのための特別料理！　ねっ！」

「くそ、無邪気な顔で笑いおって、これでは怒るに怒れんではないか」

「それじゃあ……」

　パミューさんは肩をすくめる。

「仕方がない、私が直々に街を案内してやろう。エイミア、用意をいたせ」

「はっ、直ちに関係各所に通達を出します！」

　エイミアさんは敬礼をして行ってしまった。メイドさんが敬礼をしちゃダメなんじゃないかな？　正体がバレバレだよ。

　それにしても、大袈裟なことになりそうだから第一皇女様にはついて来てほしくないなあ。でも、とても言い出せる感じでもない。

　いつもおっかない顔をしているパミューさんが機嫌よさそうに案内してくれるというのだ。ここはありがたく申し出を受けるとするか。

「グローサムの名所を案内してやるから、しっかりとディナーを用意するのだぞ」

「心を込めて作りますよ」

「ならばよい」

　パミューさんは満足げな顔で頷き、僕らは馬車の待つ玄関へと移動した。







　久しぶりに見る圧倒的な物量に僕は絶句していた。人に物、この都にはありとあらゆるものが詰め込まれている。

　帝国の紋章をつけた高級馬車は、僕らを乗せて大通りの真ん中をどんどんと進んでいく。

「セラはどんなところに行きたいのだ？」

「まずは魔道具の店を見たいです」

　エルドラハで出回る魔道具の数は限られている。それに比べてグローサムなら大量の品ぞろえだろうし、僕が見たこともないアイテムだってあるだろう。

　冒険や暮らしに役立つものならぜひとも買って帰りたい。たとえ買えなくても、『スキャン』を使って構造を調べさえすれば、自分で作り出せるかもしれないのだ。手に取るだけでも価値はある。

「それでは皇室御用達の店へ連れて行ってやろう」

「それから酒屋さんや文房具店、食料品や雑貨を扱う店なんかにも行きたいです！」

　お酒はシドへのお土産、文房具はメリッサ、食料はリタで、雑貨はララベルのためだ。

　ミレアにはなにを買っていこう？　おしゃれだからブティックで服とかがいいかな？　あんまりかさばるものは困るけど。

「おいおい、ずいぶんと多いではないか。かわいい顔をしてセラは欲張りだな。まあよい、ここまで来たのだから連れて行ってやる」

　パミューさんは難しい顔をしながらも、馬車を急がせてくれた。




　今日は本当にいい買い物ができたと思う。シドにはブランデーの逸品を手に入れたし、メリッサが欲しがっていたガラスペンを手に入れることもできた。リタのためには大きなハムの塊や、薔薇の形をした砂糖菓子なんてものも手に入れている。ララベルにはかわいいリストバンドを購入した。ミレアには絹のスカーフを買ったけど喜んでもらえるかな？

　それから、露店で不思議なものを見つけた。特殊な合金でできた髪飾りだ。

　形はシンプルなのに、妙に引き付けられてしまったのだ。不思議に思ってスキャンをかけて見たら、それはなんと古代文明の遺物だった。

　この品がどういう経緯で露店に流れ着いたのかはわからないけど、千年以上前に作られたものに間違いはない。特殊な金属なので錆さびも浮かず、古いものには見えないから、誰もその価値がわからないのだな。

　魔法的な効果などはないけど、珍しいものには違いない。これはエリシモさんへのお見舞いの品にした。

　それにしても驚いたのは帝都の物価の安さだ。物価が安いというか、魔結晶がやたらと高値で取引されているのだ。

　たとえばエルドラハで生きた鶏を買おうと思ったら、赤晶で五キロはするだろう。ところが、グローサムではその十分の一の量で買えてしまうのだ。

　いかに僕たちが帝国に搾取されているかがよくわかった。

「さて、セラ。昼をだいぶ過ぎてしまったぞ。そろそろ宮廷に戻ろうではないか」

「いろいろと回っていただきありがとうございました。お約束通り、今夜は腕を振るいますよ」

　目の前にいるのは僕らから搾取する帝国のお姫様だ。含むところがないと言えば嘘になるけど、今日世話になったのも事実である。

　それにパミューさんはわがままなところはあっても、根っこのところはいい人でもある。料理はしっかりと作ることにした。




　ディナーは約束通り、正せい餐さんのフルコースにした。メニューはこんな感じだ。




　雷鳥のポタージュとマッシュルームのポタージュの二種

　フォアグラのソテー　ワインのグラニテ添え

　手長海老とコンソメのジュレ

　キジの卵とプレスしたキャビアクリーム

　ヤツメウナギのパイ包み

　スパークリングワインとレモンのシャーベット（お口直し）

　スズキのアーモンドバターソース

　豚の足　アントン・メリノ風（アントン・メリノはグランベル王国を代表する料理人）

　ダルティアの腰肉　ポルトガソースとカンバーランドソース添え

　プチ・ゴーフレット

　タルトタタンのアイスクリーム添え




『料理』のスキルがあるのでレシピには困らない。調子に乗ってたくさん作ってしまったけど、ひとつひとつの量は少なめにしておいた。これなら女性でも完食できるはずだ。

「ほお、いい香りだ」

　二種のポタージュを出すと、パミューさんは優雅な手つきで銀のスプーンを取り上げた。

「さ、先に私がお毒見を……」

　エイミアさんがいそいそと前に出てくる。

　毒見でそんなにワクワクした顔をするのはどうかと思うよ。この人はつくづくスパイには向いていないと思う。

　毒見をしたエイミアさんも、その後で食べたパミューさんも、二人とも蕩とろけそうな顔をしていた。お次はフォアグラのソテー　ワインのグラニテ添えだ。

「こちらも私がお毒見を」

　前に出てきたエイミアさんをパミューさんが止める。

「待て！　毒見の必要はない」

「で、ですが……」

「セラが私に毒を盛ることもなかろう。エイミアは下がっておれ。すべて私が食す」

　パミューさんは毒見の一口さえ、他人に食べさせるのはもったいないと感じているみたいだ。

「は、はい……クッ……」

　毒見ができなくて肩を落としているエイミアさんはかわいそうだった。あとでデザートでも分けてあげようかな？

　パミューさんは心ゆくまでディナーを堪能し、しきりに僕をほめそやしてくれた。




　エリシモさんの治療も三日目である。

　寝室へいくと、エリシモさんは優しい笑顔で迎えてくれた。その頭には僕がプレゼントした髪留めが輝いている。

「あ、さっそくつけてくれたんですね」

「ええ、私のお気に入りですわ。調べてみたのですが、これは千二百年前に栄えたウンダル族の意匠によく似てるの」

　エリシモさんの膝には大きな本が乗せられていた。

「また調べ物をして。治療は終わっていないんですよ」

「数ページめくってみただけよ。そんなに叱らないで」

　本当に本が好きなんだなあ。

「今日で治療は終わりますからね。そうしたら研究も再開できます。もうちょっとだけ我慢しましょう」

「ええ、楽しみだわ。体が治ったら南のテクノカ遺跡へ行ってみたいの。きっと新しい発見があるはずよ。そうだ、セラも一緒に行かない？　きっと楽しいわよ」

　エリシモさんはテクノカ遺跡の魅力についていろいろと教えてくれた。

「おもしろそうですね。でも、エルドラハで仲間が僕の帰りを待っているんです」

「だったらお仲間も一緒に来てもらいましょうよ。遺跡の調査チームとしてセラたちを雇うわ」

　それは楽しそうな仕事になりそうだけど、誰かに雇われるのは面倒という気もする。デザートホークスの面々だって束縛を嫌うと思うのだ。でも、短期間なら雇われてもいいと言うかもしれない。

　シドとリタはお酒や食べ物で釣りやすいし、ララベルだっておもしろそうな遊び場を見たらすぐに飛びつくぞ。

　特にシドはエッチだから、綺麗なお姉さんに頼まれたら絶対に断らないと思う。

「そのことは治療の後でお話ししましょう。まずはエリシモさんの体を治してからじゃないと」

「そうね。私ったら、セラと調査ができると考えたらつい興奮してしまって……。では始めましょうか」

　準備を整えて最後の治療を開始した。




　三回目の治療も無事に終わり、エリシモさんに刺さっていたトゲはすべて抜けた。

　傷の治療も終わって、スベスベでツルツルの肌がよみがえっている。病気で潤いを失っていたけど、魔導錬成の力を駆使して本来の美しさを取り戻しておいた。これならエリシモさんも満足してくれるだろう。

　エルドラハを出発して五日が過ぎた。なんだか長く滞在している気がする。治療は終わったのでそろそろ帰ることを考えなきゃ。帰ったらさっそくダンジョンに潜り、小型飛空艇を作るための材料を集めるのだ。みんなは元気にしているだろうか？

　今日もパミューさんに頼んで街へ出かけられないだろうか？　買っておきたいものはまだまだあるのだ。第二皇女様を治療したんだから、それくらいの自由は認められるよね。

　部屋を出ると、エイミアさんが僕のことを待っていた。

「パミュー様がお待ちです」

「ちょうどよかった、僕もパミューさんにお話があったんです」

「それではこちらにどうぞ」

　エイミアさんは広い居間へと案内してくれた。

　部屋の真ん中付近にはソファーが何脚か置かれ、大きな銀ぎん水すい羊ようの毛皮がかけてあった。

　銀水羊は湿地帯に住む希少種だけど、柔らかな手触りの毛で知られている。この毛皮で作ったコートはとてつもない高値で取引されるそうだ。

　でも、銀水羊の体は一般的にそれほど大きくない。これほど大型の個体は滅多にいないだろう。それだけに、その価値も計り知れないものだった。

　ソファーではパミューさんが足を伸ばしてくつろいでいた。

「治療はどうだった、セラ？」

「すべて終わりました。これですっかり元通りです」

「そうか、よくやってくれたな」

　パミューさんの機嫌はよさそうだ。これなら今日も外出許可が得られそうだ。

「それで、今日も街へ行って買い物をしたいのですが、よろしいですか？」

「構わんぞ。欲しいものがあれば、私がなんでも買ってやろう。頑張ったご褒美だ」

「え、本当ですか？」

「ふふふ、もちろんだとも」

　パミューさんは立ち上がって僕の頭をなでた。なんだか子ども扱いで嫌だけど、彼女も悪気があってのことじゃなさそうだ。仕方がないからじっとしておく。

「ところで、僕はいつ頃帰ることになりますか？　生鮮食品が欲しいのですが、帰る直前にタイミングを合わせて買いたいんですよね」

「帰るだと？」

　パミューさんはポカンとした顔をしている。

「そうですよ。エルドラハに帰る日の話です」

「いや、その必要はないぞ」

「どうしてですか？」

「セラは今回の功績で帝国市民権を得るのだ。いや、上級国民権を与えたっていい。各種の優遇が得られる特別な階級だぞ」

　そういえばプラッツェルがそんな話をしていたな。僕にとってはどうでもいいものだけど。

「でもエルドラハが僕の故郷ですから……。じゃあ帝国市民権だけいただいて帰ります」

「それはダメだ」

「どうして？」

「セラはここに残って私の従者になるのだ。お前なら立派に勤められるだろう。もう少し年齢が上がったらしかるべき地位につけてやる。栄えい耀よう栄えい華がは思いのままだぞ。だからこのままグローサムに残れ」

　なにを勝手なことを言っているんだ？　僕はそんなものを望んでいない。

「このような場所で窮屈な生活をするのは嫌です。僕を砂漠に帰してもらえませんか？」

　パミューさんの顔から笑顔が消えた。

「よく考えろ、セラ。エブラダ帝国では誰もが私に取り入り、その庇護の下に入りたいと望むのだ。そうなれば一生安泰に暮らせるのだぞ」

「まあ、そうでしょうね」

「私はお前が気に入っている。治癒の腕前に料理の腕前、いずれも天下一級のものだ。この私にこそふさわしい」

「要するに僕をペットにしたいってことですか？」

　僕の言葉に一瞬だけ怯んだパミューさんだったけど、ニヤリと笑ってから頷いた。

「ありていに言えばそういうことだ。セラ、私はお前が欲しいのだ」

　やれやれ、困ったお姫様である。だが勘違いしないでほしい。砂漠の鷹は誰にも飼い慣らせるもんじゃない。

「お断りします」

　はっきりと告げると、パミューさんは信じられない光景でも見るような顔になった。

「なっ、おまっ……」

　否定されることに慣れていないのだろう。二の句が継げない状態になっている。

　この状況をみてエイミアさんまでとりなしてきた。

「セラ殿、よく考えられよ。このような名誉なことはないのだぞ。今は慣れない都の生活に戸惑っているだけだ。私だってなんなりと力になる。悪いことは言わない、パミュー様のおそばにいるのが君にとっての幸せなんだ」

　幸せの定義を他人がどうこう言う方が変だと思うよ。

「エイミアさん、お気持ちは嬉しいですけど僕はエルドラハに帰ります」

「しかし――」

　二人とも悪い人ではないんだけど、権力者特有の身勝手さが鼻につくのだ。

「エイミア、セラを捕らえよ！」

　やっぱりこうなるか……。

　激げっ高こうしたパミューさんがエイミアさんと騎士たちに僕の捕縛を命じた。パミューさんが知っているのは、僕の治癒の力と料理の腕だけ。戦闘力については理解していないからだろう。

　ここにいる人たちをねじ伏せるのは簡単なことだ。さらに言えば宮殿からの脱出だってそれほど大変じゃない。でも、下手に暴れたらエルドラハの仲間に迷惑がかかるかもしれない。

　それに僕を取り逃がしたことでエイミアさんが罰せられる可能性もある。クールな軍人ぽい人だけど、たまに見せる天然ボケがツボなんだよね……。

　昨晩は毒見ができなくてしょんぼりしていたから、残ったアイスクリームを分けてあげたんだけど、「すまぬ、この恩は生涯忘れぬ！」とか言いながら、涙ながらに食べていた。

　叱責だけならともかく、降格とか減俸とかはかわいそうだ。ここは大人しく捕まって、後で抜け出すとしよう。




　連行された場所は牢屋ではなく、綺麗な小部屋だった。小部屋といってもビジネスホテルのシングルルームよりずっと広い。豪華な家具にお茶やお菓子の用意までしてある。ベッドだってダブルだ。

　そのかわり窓には鉄格子がはめられていた。おそらく身分の高い人を閉じ込めておくための部屋なのだろう。

「セラ殿、しばらくはこの部屋におられよ」

　エイミアさんの口調に、思わず笑ってしまった。

「なにが可笑しいのだ？」

「だって、話し方がすっかり軍人になっていますよ。メイドさんはそんなしゃべり方はしませんから」

「う、うむ……。今さら隠すこともないから打ち明けるが、私はメイドではない。パミュー殿下付きの武官だ。君を監視していた」

「知っていましたよ。雰囲気やしぐさがどう見ても軍人さんでしたからね。そんなに背筋の伸びているメイドさんはいませんよ」

「そ、そうか。自分では完璧におちゃめなメイドを演じ切っているつもりだったのだが、君の眼力はたいしたものだ」

　この人のこういう天然なところがウケるのだ。

「僕はどうなるのでしょう。もしかして死刑？」

　エイミアさんは小さく笑った。

「そんなことにはならないさ。パミュー殿下は本当に君を気に入っているのだ。君が帝都にとどまることを承知さえすれば、すぐに拘束は解かれる」

「でも僕はエルドラハに帰りたいのです」

「うーん……、一生懸命お仕えすれば、そのうちに里帰りを許してくださるかもしれないぞ。私から口添えしてもいい」

　そういうことじゃないんだよなあ……。

「ここで一晩よく考えたまえ。明日の朝にまた来る。そのときはいい返事を聞かせてくれ」

　出ていきかけたエイミアさんが振り返って視線を落とした。

「あのな……」

「なんですか？」

「私も君を気に入っているのだ。君は素直でよい少年だ。一緒にパミュー殿下にお仕えできれば、私も嬉しいのだよ」

　ぱたりとドアは閉じられた。

　困ったなあ、あんなことを言われるとますますエイミアさんに迷惑をかけたくなくなる。でも、ここで籠の鳥になるのは嫌なのだ。事態が複雑になる前に逃げ出してしまおう。

　窓から確認すると、ここは四階だった。

「へぇ、それでもこの鉄格子はアンチマジック合金なんだ……」

　魔法を使える人間も拘束できるように考えられた部屋のようだ。

　もっとも魔導錬成のスキルを使えば取り外すのは難しくない。『改造』や『作製』を使えば垂直の壁に非常階段を取り付けることだってできるだろう。抜け出すのは簡単だな。

　夜を待って脱出することにして、僕はのんびりとお茶菓子をつまんだ。

　ことを起こすに当たっては、まず腹を満たしておく。ダンジョンで学んだ生きるための鉄則である。口に入れたフィナンシェは芳ほう醇じゅんな発酵バターの香りがして、美味しかった。




　夜になった。

　窓からはマジックランタンを持った兵士の一団が通路を歩いていくのが見える。巡回兵の数は一斑につき十人か。

　一瞬で倒せば警笛を吹く間も与えずに気を失わせることができるだろう。まずは街の外へ避難して、それから今後の身の振り方を考えるとしよう。

　鉄格子に手をかけて『解体』を使おうとしていたら、部屋のドアがノックされた。大急ぎで窓を閉めて、なにもなかったように取り繕う。

「セラ、入るわよ」

　やってきたのはエリシモさんだった。

「こんな時間にごめんね。セラがお姉さまに捕まったと聞いて大急ぎでやってきたのよ。はい、これ」

　エリシモさんが渡してくれたのは僕の荷物だ。中には仲間へのお土産や、自分の買い物などが入っている。お、大切なメモ帳もあるぞ。

「ありがとうございます。でもどうしてこれを？」

「セラ、私と一緒に逃げましょう。私の領地へ行けばお姉さまといえども手は出せません。しばらく匿かくまってあげるから、そこで暮らしましょう」

　エリシモさんは本気で提案しているようだ。だけど、それでは意味がない。

「お申し出はありがたいのですが、僕はエルドラハに帰りたいんです」

　エリシモさんの領地へ行くのなら、ここで捕まっているのとそう大差はない。いずれにしても籠の中の鳥だもん。

「どうして？　私と暮らすのはいや？」

「そうじゃなくて、僕はエルドラハでやりたいことがありますし、あそこでは仲間が待っています」

　怖い顔をしてエリシモさんは僕を見つめた。だけど、彼女は姉のパミューのようにわがままではなかった。

「わかったわ。貴方は恩人ですもの。願いをかなえて差し上げないとね。寂しいけど家に帰してあげます。私についてきて」

「どうするんですか？」

「明け方に出立する飛空艇があります。その便に貴方を紛れ込ませるの」

　おお、これでついに帰れるぞ！

「でも、そんなことをして大丈夫ですか？　エリシモさんが罪に問われることはありませんか？」

「私は囚人をエルドラハへ戻すだけよ。これが罪になるかしら？」

　たぶんならないな。

「ただ、そんなことをしてパミューさんが怒らないか心配です」

　あの人の性格を考えると、エリシモさんと壮大な姉妹ケンカをしそうである。

「怒ると思うけど平気よ。姉のことは私が宥なだめるから安心して。セラをもう一度連行なんてさせないから。これでも私は古代文明研究の権威なの。宮廷でも発言力は強いわ」

　それなら安心か。

「さあ、行きましょう」

　僕たちはエリシモさん配下の騎士たちに守られて飛空艇の発着場まで移動した。

　途中何度か検問があったけど、そこにいるのが第二皇女だとわかるとすぐに通してくれた。まさにフリーパスである。心配していたパミューさんの追手も現れず、すんなりと発着場まで行くことができた。

　飛空艇では囚人たちが護送されている最中だった。みんな暗い顔をして、後部ハッチから檻の中へと乗り込んでいる。嬉しそうに飛空艇に乗るのは僕くらいのものだ。

「しまったわ」

　突然エリシモさんが声を上げた。

「どうしたんですか？」

「セラへのお礼の品を考えていなかったのよ。私のためにあんなによくしてくれたのに手ぶらで帰すなんてできないわ」

「お礼なんていいですよ。帝都への旅はけっこう楽しかったですから」

　飛空艇の構造や、古文書トラップに使われていた特殊合金、様々なお土産、得るものは多かった。

「そうはいかないわよ。百万グロームくらいならすぐに用意できるけど……」

「お気遣いなく。それにエルドラハではお金は使えないんです」

「そうなの？」

「すべて魔結晶との物々交換です。それも異様に不平等なレートでね」

「ちっとも知らなかったわ」

　皇女様が一流刑地の実情なんて知るわけがないか……。

「もし僕にお礼がしたいと言ってくれるのなら、少しでもいいのでエルドラハの待遇をよくしてください。生活物資をもう少し多めに送ってくれるだけでもいいです」

「わかったわ。努力してみる」

　エリシモさんの目は真剣だった。どうなるかはわからないけど、どうせダメでもともとなのだ。期待しないで待ってみるとしよう。

「それとは別に、セラに必要な物ってない？　なんならセラを監獄長にしてあげてもいいけど」

　そんなことになったらララベルの父親に恨まれてしまうな。僕には監獄放送をする趣味もない。

「地位なんて欲しくないです。しいて言えば雌のヤギが欲しいですね。いっぱい乳をだすのがいいです」

　ヤギの乳があればいろんなものが作れる。料理のレパートリーもぐっと広がるだろう。

「すぐに百頭くらい送るわ」

「一頭でじゅうぶんです。そんなにたくさんの牧草はありませんから」

「そうなの？」

「エルドラハというのは砂漠に囲まれた収容所なんです」

　グランダス湖のおかげでようやく雑草が生え始めたばかりなのだ。ヤギが百頭なんていたら、すぐに食べつくされてしまうだろう。

　本当は牛乳の方が好きだけど、ヤギにしておいたのはそういう理由からだ。ヤギの方が少食だろうからね。

「わかった、次の飛空艇で必ず送るわ」

　それだけ言うとエリシモさんは黙ってしまった。

　別れはもう目前である。僕もなにをしゃべっていいかわからず、ぼんやりと飛空艇の方を見ていた。

「出発準備がすべて整いました。どうぞ乗艦してください」

　乗組員の一人が告げに来て、すぐに駆け足で去っていった。いよいよ、本当にお別れのときだ。

「あなたがエルドラハに行ってしまったら、もう二度と会えないのでしょうね……」

　エリシモさんがポツリとつぶやいた。

「また僕のことが必要になったら呼んでください。僕はどこからだって駆けつけますよ」

　エリシモさんは小さく首を振る。

「どうせそのうちに政略結婚の道具にされるのよ。そうなったら今のようにわがままは言えなくなってしまうわ」

　自由がないのはエルドラハの囚人だけじゃなく、帝都のお姫様も一緒なのか……。

「セラ、元気で」

　差し出された手を握ろうと、僕は一歩前に出た。その胸にエリシモさんが飛び込んでくる。避けることもままならず、僕はエリシモさんの華奢な体を受け止めた。

「んっ………………」

　キスされた。あ、前世の分も含めても、僕のファーストキスだ……。

　一秒、二秒、三秒、体は動かずに固まったままだ。頭の中が真っ白でなにも考えられない。

　どれくらいの時間が流れたのだろう。僕の腕を掴んでいたエリシモさんが、ようやく体を離してくれた。

「一生分の勇気を使い果たしてしまったわ」

　照れ隠しのようにエリシモさんは笑いながらそう言った。でも、その瞳には涙が浮かんでいる。

「ありがとう、セラ。元気で」

　震える声でさよならを告げて去っていくエリシモさんの背中に、僕はかける言葉が見つからなかった。







　離陸の直前までパミューさんによる臨検があるかと心配したけど、飛空艇は無事に帝都グローサムを飛び立った。

　夜明け前の出航なので、街の様子は暗闇に包まれていて見ることができない。ただ、宮殿の方だけは煌こう々こうと明かりがともっていた。

　あの灯の近くにエリシモさんやパミューさんがいるのだろうか？　逃げ出してきたとはいえ、いくばくかの寂せき寥りょう感かんがある。

　パミューさんは傲慢で威張っていたけど、僕には優しくしてくれた。お付きの武官・エイミアさんとも仲良くなれたと思う。それにエリシモさんは……。思い出すとくちびるの端っこが熱を持ったようにうずいた。
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　僕は窓から離れて、ごろりとベッドに寝そべった。来るときも使った士官用の部屋があてがわれている。エリシモさんが手をまわしてくれたのだろう、ベッドサイドには水差しまで置かれており、待遇は最初から悪くない。

　眠れそうもないので、書き溜めたノートを開いた。

　そういえば、僕は小型飛空艇を作る気でいたんだよな。

　ぱらぱらとノートをめくって自分のアイデアを確かめる。さて、どんな飛空艇をつくるとしようか？

　武装をつけたガンシップがカッコいいけど、砂漠を渡ることを考えたら軽量化は必須だよね。大砲やら機銃やらは重すぎるのだ。長距離飛行には足かせとなってしまう。

　それよりはスピードや航続飛行距離を優先させるべきか。消費魔力率の向上を考えればジェット機よりはプロペラ機だよなあ。ネオクラシック的なプロペラ飛行機というのも悪くない。

「砂漠を横断できるようになったら、またエリシモさんに会えるかな……」

　独り言をつぶやいてから僕は苦笑する。

　そういえば僕は流刑地の囚人だった。勝手にエルドラハを出たら怒られてしまうだろう。もっとも、エリシモさんならその程度のことには目をつぶってくれそうだけどね。僕だって気にしない。

　まだどういう乗り物になるかはわからないけど、二つだけ決めたことがある。色は銀色、そして機体の名称はシルバーホークである。これが僕らデザートホークスの翼になるのだ。










シルバーホーク０式




　砂嵐の影響もあって、帰りの飛空艇は遅れに遅れた。高高度を飛べない飛空艇では、強風の中での航行は不可能である。途中で二回も着陸して、結局六日もかかってエルドラハに到着したのだ。




　およそ半月ぶりに戻ってきたエルドラハは少しだけ様子が変わっていた。空の上から見ると、地上のグランダス湖がまた一回り大きくなっている。

　湖畔には雑草がよく茂り、青々とした新芽がまぶしい。デザートフォーミングマシンが順調に頑張ってくれているようだ。人々が楽しそうに遊んだり、水汲みをしたりしている光景を見て僕も嬉しくなってしまった。

　飛空艇が着陸すると、僕は囚人たちと離れてゲートへ向かった。彼らはこれからここでの暮らし方についてオリエンテーションがあるのだけど、僕はエルドラハ生まれの囚人である。そんなものは教えてもらわなくたって嫌ってほど知っている。

《聞け、クズども！　吾輩は本日よりお前たちを受け入れる監獄長のグランダスであーる！》

　今日も監獄長のダミ声は絶好調だな。離れていたらちょっとだけ懐かしかったけど、じっさいに聞くとやっぱりうるさいや。

　お土産にのど飴を買ってきたけど、これはあげない方がいいかもしれない。調子に乗って放送回数を増やしそうだ。

「セラ？」

　不意に名前を呼ばれた。見るとゲートのところに懐かしい面々がそろっている。

「やっぱり、セラじゃねーか！」

「セラあ！」

　リタにシド、ララベルもが出迎えに来てくれていたのだ！

「みんな、ただいま！」

「ただいまじゃねーよ！　帰ってくるのが遅いからすっごく心配したんだぞ。こうして飛空艇が来るたびに迎えに来たのに、セラの姿は全然なくて……」

　ララベルは泣き出してしまった。リタの瞳にも涙が溢れている。

「心配をかけてごめんね。すぐにそっちに行くよ！」

　僕は荷物を背負い直して元気に走り出した。




　仲間たちと自宅に帰ってくると、見知った顔が待っていた。

「おかえり、セラ」

「ミレア！」

「日中は外に出られないから、ずっとここでセラが帰ってくるのを待っていたの」

　ヴァンパイアのミレアは僕をぎゅっとハグすると、すかさず首に噛みついた。ちくりとした痛みが走り、そこから全身が熱くなる……。

「チュウチュウチュウ……、ぷっはぁ～、生き返る！　ずっと我慢していたから美味しさもひとしおだわ。やっぱりセラの血がいちばんね」

「僕が留守の間、他の人の血は吸わなかった？」

「迷惑をかけるからダメって言ったのはセラじゃない。ちゃぁんと我慢してたわよ。ご褒美にお替かわりをちょうだい♡」

　僕の首に腕を絡めて離さないミレアをリタが強引に引き剥がした。

「いつまでくっついているのよ。それじゃあ話もできないでしょう」

「うるさいわねっ、せっかくの余韻が台無しじゃない」

「まあまあ、二人とも落ち着いてよ。みんなにお土産があるんだ」

　お土産を渡すと室内の興奮は最高潮になった。シドはさっそくもらったブランデーをグラスに注いでいる。

「グローサムにはどういう理由で呼ばれたんだよ？　いきなりいなくなっちまったからびっくりしちまったぜ」

「約束があるから詳しく話せないんだけど、病人を治してきたんだ」

「そんなことだろうと思ったぜ。それで、グローサムの街はどうだった？」

「面白い街だったよ。人も物もたくさんでさ」

　帝都の様子を聞かせてあげると、リタは目を輝かせていた。

「いいなあ、私も行ってみたかったよ。きっと美味しいものがたくさんあるんだろうね。まあ、セラの料理にはかなわないと思うけど、それでもやっぱり見てみたいじゃない」

　リタは僕と同じで、エルドラハ生まれのエルドラハ育ちである。ここより他の場所を見たことがない。

「そうだね、オシャレなカフェや美味しそうなレストランがいっぱいあった。グローサムは海沿いの街だから、山の幸も海の幸もなんでもそろうんだ。港近くの市場に行けば手に入らない食材はないとまで言われているんだよ」

「海かあ……。グランダス湖の何倍も広いんでしょう？　そんな大きな水のかたまりなんて想像もつかないわ。わたしなんか一生かかっても行けないんだろうなあ……」

　そうか、リタは海を見たことがないもんな。でも、先のことはわからないぞ。

　ため息をつくリタに僕は笑いかけた。

「それがそうでもないんだ。リタをグローサムに連れて行ってあげられるかもしれない。いや、リタだけじゃなくてみんなをねっ！」

「どういうこと？」

「僕は帝都へ行くために飛空艇に乗ったでしょう。そのときに飛空艇の構造を解析しておいたんだよ」

　みんなは目をぱちくりしているだけで、僕がなにを言いたいかわかっていないようだ。

「つまり、僕は飛空艇の造り方を覚えてしまったのさ。材料さえあれば自前で空を飛ぶ乗り物が造れるんだよ」

「ほ、本当なの……？」

　僕は力強く頷いて見せた。

「さすがはセラだ。それに乗れば他よ所そへ酒を買いに行けるな！　都会の夜の街にだって繰り出せるぜ」

　シドの目的はやっぱりそれなのね。

「すげー、アタシは海を見たい！　でっかいんだろう？　変な生き物がいっぱいいるんだってな！」

　ララベルの夢だってすぐにかなうはずだ。

　僕はぼんやりとしているリタに声をかけた。

「次にグローサムへ行くときは一緒だよ。街のレストランに繰り出して、みんなで祝杯を上げるんだ」

「うん……、うん！　そうだね、なんだか楽しい目標ができちゃったよ」

「となると、これからちょっぴり忙しくなるよ。素材集めをしなくちゃならないからね。特に浮遊装置に使う重力魔法機関には大量の黒晶が必要になってくる。機体には金属を使うからそちらも集めなきゃならないからね」

「任せておけ！　酒と女のためならどんな苦労もいとわないぞ」

「アタシだって」

「それじゃあ、またダンジョンの日々だね」

　僕らはワイワイと騒ぎながら次の日の計画を立てた。

　話が一段落したところで、僕は出かけることにした。

「ちょっと行ってくるよ。メリッサやジャカルタさんにもお土産を渡してくる」

　そう言うと、シドが教えてくれた。

「ジャカルタなら家にいるが、メリッサは出かけているんじゃないか？　数日前に地下七階へ行くと言っていたからな」

「へえ、地下七階か……。どういうつもりだろう？」

　地下七階は野生のゴーレムが多い。ゴーレムは魔結晶を食べて活動するので、実入りは悪いのだ。

「あいつらは地下八階の入り口を探しているのさ」

　ダンジョンは地下十階までというのがもっぱらの噂である。さらなる深層を求めて黒い刃は動き出しているようだ。もっと深い階層まで行けば、魔結晶もたくさん得られるのかな？　僕としても気になるところだ。メリッサが戻ってきたらさっそく話を聞こうと思った。




　ジャカルタさんにお土産の植物図鑑を渡したらとても喜んでくれた。帝都で暑さに強い牧草の種を買ってきたので、そちらも確かめてもらう。

　グローバーと呼ばれるこの牧草なら湖の周りに定着するだろうという太鼓判を押して貰うことができた。

　さっそく二人で湖の畔で種まきだ。

「グローバーは白とピンクの花を咲かせるのですよ」

「それは楽しみですね。この砂漠に花が咲くなんてまるで夢みたいだ」

　ジャカルタさんが農業スキルを使ったから、普通に蒔くよりはずっと早く生えるだろう。それこそ夢のような話だけど、いつかはここで牧畜がされるかもしれない。

　地下菜園の作物も順調に育っているとのことだったので見に行ってきた。まだ小さいながらも、作物がいっぱい実をつけていたぞ。近いうちに収穫祭を開かなくちゃならないな。もう少ししたら穫り入れだ。




　ダンジョンに潜ったので、帰るころにはすっかり夜になってしまった。部屋の明かりを点けてぼんやりとしていると、あっという間に時間が過ぎていってしまう。

　だけど、これはどういうことだろう？　なにかが物足りなくて、僕はソワソワした気持ちのままなのだ。

　いろいろあったけど無事にエルドラハへ帰ってくることができた。明日からは仲間たちと素材集めだ。菜園も順調で言うことはない。それなのに、こうやって部屋でくつろいでいるのに、落ち着くことができないのだ。

　控えめなノックの音が部屋に響いた。夜も遅いというのに誰かがやってきたようだ。ひょっとして急患が僕を訪ねてきたかな？

「はーい、今開けますよ……」

　扉を開けると、外に立っていたのは少し拗すねた顔をしたメリッサだった。

　その瞬間に僕は悟る。そうか、なんだか物足りなかったのは、まだメリッサに会えていなかったからなんだ。

「ダンジョンから戻ったんだね……、久しぶり」

「明かりがついていたから寄ってみた」

　メリッサは言葉少なに僕の顔をじっと見つめる。

「さあ、入ってよ。なにか温かい飲み物を用意するから」

　砂漠の夜は冷えるのだ。僕はメリッサを招き入れようとしたのだけど、彼女は動かなかった。

「どうしたの？」

「もう帰って来ないかと思った……」

「そんなわけないだろう」

「…………」

　相変わらずほとんど表情は動かないけど、少しだけ怒っているようだ。

「ごめん……心配をかけたんだね」

　メリッサはコクコクと頷く。

「明日帰って来なかったら、飛空艇を乗っ取って帝都まで探しに行くつもりだった」

　ハイジャック!?

「お、大袈裟だよ……」

「冗談」

「そ、そっか」

　目が本気だったような気がするんだけど……。

「とにかく入って。お土産を買ってきたんだ」

　もう一度入るように促すと、今度はためらうこともなく部屋に入ってくれた。

「はい、気に入ってくれると嬉しいんだけど」

　お土産の品をメリッサに渡すと、メリッサはいそいそと箱を開けていく。

「きれい……」

　取り出したプレゼントを見て、メリッサは小さなため息をついた。

「ガラスでできたペンなんだって。青は君によく似合うと思って」

　この世界でペンと言えば羽ペンが一般的だ。でもこれはペン先に細い溝が切り込まれたガラスペンである。深い水を思わせるような透明なブルーをしていて、静せい謐ひつな美しさがあった。

「ありがとう。大切にする」

「喜んでもらえたならよかったよ。飲み物を作ってくるから待っていて。帝都でココアパウダーも買うことができたんだ」

「ココア……初めて聞く」

　メリッサがダンジョンから帰ってきたら飲ませてあげようと思って、昼間のうちに砂糖とミルクも買ってある。

「甘くて美味しいんだよ。こんなに冷える夜にはちょうどいいんだ。すぐに用意するから、ちょっと待っていてね」

　小鍋にココアパウダーと砂糖を入れて、弱火にかけながらよく混ぜ合わす。そこにミルクを加え、沸騰させないように温めれば完成だ。

　マグカップ二個分のココアを持って部屋に戻ると、メリッサは窓から月を見上げていた。

「月がまぶしい」

　メリッサは夜空から目を離さずにそっとつぶやく。紺碧の夜空に浮かぶ月が砂漠の砂を白銀に輝かせていた。寒いけれどいい夜だ。

「外に出ようよ」

　僕らはココアを持ってバルコニーに出た。砂が雪のように輝いている。まるで雪原を見下ろしているみたいだ。

「熱いから気を付けてね」

「うん……いい匂い。かいだことのない甘い香りがする」

「カカオの香りだよ。今日はオレンジのリキュールも少しだけ垂らしてあるんだ」

　小さな口を軽くとがらせて、フーフーとマグカップに息を吹きかけているメリッサがかわいかった。

「とっても美味しい」

「気に入ったのなら、また飲ませてあげるね。ココアパウダーはまだたくさんあるから」

「うん。また夜に来てもいいの？」

「いいよ。メリッサの好きなときに来て」

「ん……」

　メリッサが頭を僕の肩に乗せてもたれかかってくる。

「ココアを飲んだら少し暖かくなってきた。もう少し月を見ていてもいい？」

「いいよ、もう少しこのままでいよう」

　今日のメリッサはちょっぴり甘えんぼうだ。しばらく会えなかったからかな？　たまにはこういう日があってもいいと思う。

　でも、不意に僕はエリシモさんのことを思い出してしまった。不意打ちとはいえ、僕はあの人とキスをしてしまったのだ。

　後ろめたさと甘い痛みが僕の胸を去来する。もう会うこともない人だ、気にするべきではないとは思う。あのことは僕だけの秘密の思い出として、記憶の底の方にしまっておくのがいいのだろう。

「セラ、どうしたの？」

　メリッサは鋭いな、僕の動揺を感じ取ってしまったらしい。

「なんでもないよ。そういえば黒い刃は地下八階の入り口を探しているんだって？　探索はどうだった？」

　僕は強引に話題を変えてしまった。これは訊きたかったことでもある。

「かなり丁寧に探したのだけど、手がかりも見つかっていない」

「そっかあ、残念だな。下の階層へ行けたら、黒晶を集めやすかったかもしれないのになあ……」

「黒晶を？」

「うん。新しい計画があるんだ。訊きたい？」

　コクコク。

「実は飛空艇を作ろうと思っているんだよ」

　僕はメリッサにシルバーホーク計画を説明した。

「空を飛ぶ……」

「そうすれば自由にいろんなところに行けるからね。街や海、どんなところにだって飛んでいけるさ！　もちろんメリッサも一緒だよ」

「私も乗せてくれるの？」

「当たり前じゃないか。僕たちは友だちで、その……婚約者だろう？　保留中だけど……」

「う、うん……」

「シルバーホークが完成したら必ず乗せてあげるからね」

「私も素材集めに行く」

　唐突に、メリッサが僕の袖を掴んで宣言した。

「一緒に行ってくれるの？」

「行く」

　メリッサが一緒なら戦術に幅が出るな。

　彼女の戦闘力は僕と同格かそれ以上だ。僕はいろんなことができるけど、戦いの技術だけで言えばメリッサの方が上である。そんな彼女が来てくれるのなら安心していろんなことが任せられるのだ。

「ところで、前から聞きたかったんだけど」

「なに？」

「メリッサの固有ジョブってなに？」

　シドは斥候スカウトだし、リタは戦士、ララベルは投とう擲てき手しゅで、ミレアはヴァンパイアである。でもメリッサの固有ジョブがなんなのかは、いまだに教えてもらっていないのだ。

「そ、それは……ないしょ」

「えー、なんで？」

「セラが私と結ばれたら教える……」

　うーん、そこまで隠されると気になるなあ。

「ところで、セラはどんな飛空艇を作るの？」

　今度はメリッサによって強引に話題が変えられた。ジョブについてはよっぽど話したくないようだ。気にはなるけど仕方がないか。

「機体は銀色って決めてあるんだ。たぶんプロペラ機になると思う」

「プロペラって？」

「プロペラっていうのはね……絵をかいて説明するよ」

　僕たちはもう一杯ずつココアを作って、夜遅くまで話し込んでしまった。







　翌日は早朝からリタの訪問を受けた。久しぶりに朝稽古をやろうと約束していたのだ。

　僕らは湖畔の開けた場所までやってきた。湖を渡ってくる朝の風が気持ちいい。

「セラがいない間もしっかり訓練はしていたんだよ。私の進歩を見たら、セラだってびっくりするんだから」

「よーし、リタの実力がどうなったのか、見せてもらうとするかな」

　訓練用の剣を構えてリタと向き合った。

「いくよ！」

　リタは一足飛びで距離を詰めてきた。いい踏み込みだ。左右に体を揺すりながらフェイントを織り交ぜたリタの三段攻撃が襲い掛かってくる。

　下段、上段、上段、おっと、今日は連撃が止まずに四段攻撃になっている。避けることができず、横なぎに払われた胴打ちを力いっぱい跳ね返した。

「あら、これも返されちゃったか。新必殺技だったのに」

「今の技はよかったね。足のフェイントを入れたらもっと効果的かもしれないよ」

「なるほど。まだまだ、攻撃のバリエーションはこれだけじゃないよ！」

　リタは獰どう猛もうに笑いながら剣を振り上げた。




　一時間ほど訓練をしてから、僕らは生えたばかりの草地に寝転がって休んだ。

「ずいぶんとスピードが上がったよね。足腰の鍛錬をしたの？」

「うん。でもまだまだセラにはかなわないなあ。剣の達人にでも修行をつけてほしいよ」

「それを言うなら僕だって一緒さ」

　僕の戦闘力は高いけど、正式に武術を習ったことはない。だから、どうしても身体能力頼みの戦いになってしまうのだ。

　きちんとした武術を習えばもう少し強くなれるとは思うんだけどね。

「いっそ、剣の闘神にでも稽古をつけてもらおうかしら」

　リタは冗談で言ったみたいだったけど、それは悪くない考えだった。

　剣の闘神とは僕が使役するゴーレムたちの一体だ。もともとはデザートフォーミングマシンを起動するための聖杯を守っていたゴーレムなんだけど、僕が改造を施して、今ではコントロールルームのガーディアンになっている。

「いいね、それ。リタが剣の闘神、僕はタロスに体術を教えてもらおうかな」

　タロスは十二闘神を率いる体術マスターのゴーレムである。戦闘力判定はＳで、僕が知る中では最強のゴーレムなのだ。

「でも、ゴーレムを連れてきて大丈夫かしら？　ガーディアンの数が減っちゃうわよ」

「今のところ帝国の調査も入っていないからいいんじゃないかな？」

　地下七階への階段の場所を知るチームも、デザートホークと黒い刃だけである。ガーディアンが二体減ったところで問題はないだろう。

　ゴーレムたちはしゃべれないので、技を伝授するのは難しいと思う。

　でも型だけならすぐに学べるし、データを解析すれば秘伝書のようなものだって作り出せるかもしれないぞ。

「せっかくだからタロスと十二闘神の技をすべて修めてしまおうかな？　役に立つかもしれないし」

　つまり体術に加えて、剣、槍、杖じょう、斧、槌つち、弓、棍こん、薙なぎ刀なた、鞭べん、鎌、短剣、輪りんなどの使い方をすべて学ぶのだ。

「もう、セラは欲張りね」

　僕たちは草地の上で笑い合った。







　数日間は探索準備のために奔走した。今回はただ黒晶や金属を集めるだけじゃなく、かつての聖杯の間に居住空間を作ろうという話になっている。

　僕とシドは二人して市場まで食料の買い付けに来ていた。

「地下七階にベースキャンプがあれば、長期の探索に便利でしょう？」

「それは言えるな。ベッドなら、マントにくるまって寝るよりずっと疲れが取れる」

「それだけじゃないよ。冷蔵庫にテーブル、娯楽用品も置いておきたいね」

「冷蔵庫だと？　つまり一日の探索の後に冷えたビールが飲めると……？」

「それはシドの頑張り次第だよ」

　スキル『発酵』と『改造』を使えば、極上のビールが作り出せるのだ。

「く、悔しいが俺はもうセラには逆らえる気がしねえ……」

「本当かな？　僕が水中に偵察に行ってこいって言ったら？」

「迷わずに飛び込む」

「単独潜入任務は？」

「危険など顧かえりみない。ビールのためだ」

「踊り子のミノンちゃんと別れろと言ったら？」

　シドは酒場のお姉さんに貢ぎまくって、ついに最近同棲を始めたのだ。

「お前は鬼か！　それだけは無理に決まっているだろう！」

「あはは、冗談だって。仕事の後の一杯は最高らしいから、それくらいなら用意するよ」

「ありがてえ。小麦を十キロほど買っていこうな！」

　持ってきた荷車はすぐさま物資の山でいっぱいになった。だけど、ダンジョンへ運ぶ荷物ははこれですべてじゃない。まだまだ量は増えるのだ。

　これを六人で運ぶとなると大変なことだけど、僕らには強い味方がいる。それがタンク BK-01 である。

　BK-01 はもともとはタンク型のゴーレムだったんだけど、捕まえて人が操縦できる乗り物に改造してしまったものだ。

　戦車の車体にロボットの上半身がついているので、アームを使っての荷物の上げ下ろしも自由自在である。今ではダンジョン探索の強い味方として、デザートホークスになくてはならない存在になっている。

　数も三台に増えたから運べる物資の量も格段に上がった。新しいタンク BK-01 を見つけたらまた改造して、一人一台タンクを持ちたいというのがみんなの願いだったりする。

「そうだ、タンクもカスタマイズしちゃおうかな」

「カスタマイズって、どういうことだ？」

「もっと使いやすく便利に作り替えるんだよ。たとえばキャンピングカーみたいにさ」

「キャンピングカー？」

　おっと、この世界にキャンピングカーはなかったか。

「タンクの荷台にも居住空間を作るって感じかな」

「はあ？　荷車の上で生活しろってか？　不便そうなんだが……」

　キャンピングカーを知らないシドは、いまひとつイメージを掴めていないようだ。

「まあそうなんだけど、収納をうまく考えれば案外快適になるもんなんだよ」

　僕が考えているのは軽自動車を改造したようなキャンピングカーだ。タンクはダンジョンの通路を行き来できるほど小型だからね。

「荷台にちょっと休めるスペースを作ったり、冷蔵庫やキッチンなんかも取り付けたりしてさ」

「お、酒を冷やしておけるのか？」

「作戦行動中の飲酒は禁止します」

「チェッ」

　当たり前じゃないか。

「でもさ、冷蔵庫があれば生の食材を冷凍しなくても持ち運べるんだよ。これってすごく便利だろう？　キッチンがあればそのまま調理もできるわけだし」

「まあそうだな」

「よーし、帰ったらタンクのカスタマイズをしてみよっと！」

　造るものが増えてしまったけど、僕は楽しくてしょうがない。そんな僕を見てシドはフッと微笑んだ。

「まったく、元気になったもんだな。つい最近までは青い顔をしてヒーコラ動いていたガキだったのによ……」

「なんか言った？」

「最近のセラは楽しそうだって言ったんだよ」

「まあね。それを言うならシドだって同じだろう？」

　同棲を始めてからますます若返っているような気がする。

「へへっ、わかるか？　昨日も夜中までミノンが寝かせてくれなくてさ」

「子ども相手にそういう話をしないでくれる？」

「いいから聞け。恋人同士が円満に生活する秘訣はだな――」

　シドのイチャラブ生活を無理やり聞かされながら、家まで帰る羽目になってしまった……。







　準備に三日間を費やし、ようやくダンジョン探索は開始された。

　タンクが三台もあるので、込み合う朝の時間を避けて出発は昼近くにする。その分ダンジョンの中の魔結晶は拾われてしまうのだけど、僕らが目指すのは人の少ない奥地だ。魔結晶集めは下の階層に着いてからゆっくりやればいい。

「今日中に地下五階まで行くからね」

「おーっ！」

　デザートホークス＋メリッサは元気よく進みだした。




　低階層では主にララベルに戦闘の中心を担ってもらった。

　これでも僕らはエルドラハ屈指のトップチームだ。僕の戦闘力判定はＡプラス、ミレアはＡ、リタがＢマイナスで、シドはＣプラスになっている。

　いちばん低いのはララベルのＤプラスだけど、まだ若いから伸びしろはたくさんある。今のうちに少しでも経験値を稼いで、レベルアップにつなげてもらいたい。

「今回の探索で自分の技術を向上させるんだ。バックアップはしっかりするからね」

「おう、トップはアタシに任せておけ」

　張り切るララベルに新装備をプレゼントした。

　固有ジョブが投擲手であるララベルには、これまでマジックグレネードという武器を支給していた。だけど、こちらは消耗品である。使うたびに作らなくてはならないし、作るにはバカにならない量の赤晶が必要になるのだ。

　そこで、僕とお財布にもっと優しい武器にしようと、新開発したのがこの武器だった。

「投げナイフ？　と、これはなんだ？」

「アメリカンクラッカー。正式にはボーラって名前の武器だったかな？」

　ボーラは紐に二個ないし三個の金属球がついた武器だ。もともとは狩猟用の道具として開発されたようである。

「これはどうやって使うんだ？」

「ロープの中心を持って、頭の上で振り回すんだよ」

　ララベルは言われたとおりにボーラを回転させる。

「そうそう、うまいぞ。そしてじゅうぶんに加速が付いたら標的に投げつけるんだ」

「こうか？」

　ララベルは道に突き出ていた石柱にボーラを投げつけた。

　投擲されたボーラは遠心力で広がった状態で回転しながら飛び、標的となった石柱に当たって絡みつく。さらに鉄球が強い衝撃で石柱に当たると内部の装置が起動して放電までした。

「すげーっ！」

「地下七階のゴーレムを捕まえるために開発したんだよ。鉄球に紫晶を詰めかえれば何度だって使えるんだ。投げナイフも特に切れ味を鋭く作ってある。普段はこちらで戦ってみてね」

「ありがとう、セラ。これでアタシもレベルアップだ！」

　投擲手は命中や飛距離に補正がつく。どちらもララベルにぴったりの武器と言えた。




　デザートホークスは他には類を見ないスピードでダンジョンを進んだ。

　斥候スカウトのシドは優秀であらゆる敵やトラップを見逃さなかったし、荷物はポーターの代わりに強力なタンクが運んでくれる、そのうえメンバーの一人一人がトップクラスの冒険者なのだ。

　僕らはお昼過ぎには目的地である地下五階に到着してしまった。

「よーし、ここからは速度を落として、魔結晶を探しながら行くよ」

　魔結晶は地中から突き出していたり、崩れた壁の中から現れたりすることが多い。ときには天井一面に生えているなんていうラッキーなこともある。僕たちは上下左右と目を配りながらゆっくりと進んだ。

　ダンジョン地下五階ともなると、なまなかのチームではたどり着くこともできない場所である。ライバルが少ない分だけ魔結晶の採取率は格段に上がり、赤晶や青晶、黄晶なんかも見つかりだした。

「セラ」

　クイクイと袖が引っ張られると思ったら、メリッサが僕を呼んでいた。

「どうしたの、敵の気配？」

「そうじゃない。あそこ」

　メリッサは指をさしたけど、僕にはなんなのかわからない。ランタンの光に浮かんでいるのは真っ直ぐに続く石畳の通路だけだ。

「こっち、来て」

　メリッサは数メートル先まで僕を引っ張っていく。

「おいおい、なにがあるっていうんだよ？　あ、もしかしてセラの手を握りたかっただけか？」

　シドがニヤニヤと笑っている。でも、メリッサがダンジョンでわざわざそんなことをするはずがない。

「まったく、最近の若いのは大胆というか――」

「シド、黙っていて。たしかにおかしい……」

「なにがだ？」

　僕とシドは足元の床を見つめた。

「うん？　そう言えば石畳が微妙に持ち上がっているような気がするな……。トラップじゃないようだが……」

　ここの石畳は周囲よりも一～二ミリ高くなっているのだ。もしかして……。

「セラならひっぺがせる」

　メリッサが床を指さしながら頷いた。

「わかった、やってみるね」

　力を籠めると、石を砕いて指が床にめり込んだ。厚みのある敷石だったので、そのまま五センチほど突き刺すと、指先に当たる感触が変化する。石の下の地層に指の先端が到達したのだ。

「みんな下がっていて」

　これは中々重たいな。レッドボアよりさらに重量がありそうだ。下腹に力を入れて全身に魔力を巡らせた。そうやって体に力を込めて腰を使ってエイッとばかりに持ち上げる。

　ピシリと床に亀裂が入り、大きな石板が通路の端にめくれた。

「おおっ！」

　みんなが歓声を上げている。額の汗をぬぐいながら見ると、なんとそこは黒晶の鉱床だった。黒光りしている六角柱の魔結晶が辺り一面びっしりと詰まっているではないか。

「すごいや！　一回でここまでたくさんの魔結晶を見つけるのは初めてだ。お手柄だよ、メリッサ」

　他の人にはわからないと思うけど、メリッサは人差し指で頬を掻きながら照れている。

「これで飛べる？」

「浮遊装置の材料としては八割ってところかな」

　僕らは嬉々として黒晶に飛びつき、一粒も残さずタンクに積み込んだ。




　探索初日は地下五階に泊まり、翌日は地下七階を目指した。

「今日は地下六階で材木と食材を調達してから、地下七階の聖杯の間へいくよ」

「材木ということはトレントを狩るんだね？」

　リタが訊いてくる。

「その通り。みんなのベッドを作るための材料だから火炎系の攻撃はしちゃダメだよ。リタはフレイムソードの火炎機構をオフにしておいてね。ララベルもマジックグレネードは厳禁だ」

　素材が燃えたりバラバラになったりしたら台無しである。

「うふふ、ついにお姉さんの出番のようね」

「全部凍らせる」

　ミレアとメリッサが張り切っている。メリッサが氷狼の剣を振れば、精せい霊れい狼ろうを召しょう喚かんできるのだ。氷属性の精霊狼の寒気はすべてを凍てつかせるから、これでモンスターの動きを止め、僕とミレアで止とどめを刺せば倒せない敵はこの階層にいない。

「くれぐれも油断しないでね。それからゴムの木を見つけたら僕に報告して。『抽出』で天然ゴムも取っておきたいから」

　素材を集めながら僕らは地下七階へ通じる階段へと移動していった。







　地下六階で大量の素材を集めた僕らはそのまま地下七階へと突入した。ここはゴーレムが徘徊する階層なんだけど、敵はいるのだろうか？　というのも、ここにいたゴーレムは僕たちがあらかた捕まえて改造してしまったからだ。

　捕らえたゴーレムは数にしておよそ百五十。その大戦力をもって聖杯を守るタロスや十二闘神たちと戦ったという経緯がある。ひょっとしたら敵はもういないかもしれないと考えたのはそういうわけだった。

　ところが、予想に反して僕たちに襲い掛かる敵はいた。

「セラ、タンク型の音が東から聞こえてくるぜ」

　大地に耳をつけながらシドが教えてくれる。

「ほんとに？　よし、警戒しながら行ってみよう」

　タンク型は荷物を運ぶのに便利である。一人一台欲しかったけど、もういないかもと心配していたところだ。ゴーレムも他の魔物と同じように、どこからか補充されるようだった。本当にダンジョンとは不思議なところだ。




　壁から覗くと、道の中央をタンク型のゴーレムがやってくるのが見えた。

「これで新車が手に入るなっ！」

　喜ぶララベルに苦笑してしまう。ここは自動車ディーラーじゃなくてダンジョン地下五階なのだ。浮ついた気持ちでの戦闘は避けてほしい。

「ララベル、油断しないでね」

「わかっているって！　ここはアタシに任せてよ」

　ララベルがずいっと前に出た。

「大丈夫？」

「こいつがあるから平気さ」

　右手の人差し指一本でララベルは器用にボーラを回して見せた。

　ゴーレムの弱点は頭部への雷撃である。この武器は長時間にわたって放電できるので、対ゴーレムという点ではうってつけなのだ。

「まあ見ていてくれよ」

　ララベルは通路の中央に飛び出し、仁王立ちでタンクを待ち構えた。タンクの方も対人センサーでララベルの存在を察知したようだ。クローラーのスピードを上げて迫ってくる。

　ヒュンヒュンと唸るボーラの音がタンクの振動音にかき消されていく。だがララベルは動かない。落ち着いて敵との距離を測っているのだ。

　そして、タンクがアームを上げようとしたその時にララベルはボーラの紐を手から放った。

　バチッバチッバチッバチッ！

　ボーラがタンクの頭に絡みつくと同時に、大きな音を立てながら雷撃が弾ける。タンクの頭部から白い煙が上がり、ダンジョンの通路に焦げ臭い匂いが充満した。

「一丁上がりっ！」

　ニヘラッと笑ったララベルが親指を立ててくる。

　ゆっくりとクローラーが停止し、タンクはその場で沈黙してしまう。ダンジョンに再び静寂が戻った。

「お疲れさん、完璧だったよ」

「そうか？　アタシも投擲手として一皮むけたかもね」

　ララベルには休んでもらって、僕は壊れたタンクのスキャンを始めた。

「どうだ、セラ？」

　シドが僕のそばでタンクの状態を確認している。本当に活動を停止したのか自分の目で確かめているのだ。こういう念の入れようは、さすがはベテラン斥候スカウトだと思う。

「大丈夫、完全停止状態だよ」

「そうか。しかしあれはすごい武器だな」

「投げるのに技術がいるから、とっさに使えるのはララベルだけだと思うけどね」

「それにしたって、ゴーレムに対抗するには最高の武器じゃないか」

「そうなんだけど、紫晶六百ｇは手痛い出費だよ」

　ゴーレムの動きを止めるには、鉄球ひとつにつき二百ｇの紫晶を込める必要があることがわかったのだ。もちろん魔結晶を入れなくても使えるのだけど、その場合はただの物理攻撃になってしまう。当初考えていたよりお財布に優しい武器ではなかったようだ。

「それでも、紫晶六百ｇでゴーレムが手に入るんならぼろい儲けだぜ」

　大量に荷物を運べるタンクの有用性は誰もが認めるところだろう。どんな対価を支払ってでも、欲しがる人はいっぱいいると思う。

「まあね、紫晶三十キロの値段をつけても欲しがる人はいるかもしれない。案外、帝国が買ってくれたりしてね」

「ちがいねえ」

　倒したタンクのスキャンは終わった。

「よし、これも『改造』と『修理』で再利用が可能だな。もう少し時間がかかりそうだからシドはミレアを連れて周囲の偵察に出て」

「了解。こっちは俺たちに任せて、セラはゆっくり改造でもしていてくれ」

　新たなタンクを手に入れるべく、僕はスキルを展開した。




　夕方になるころに、僕らはようやく聖杯の間に到着した。いよいよここを住みやすい前線基地に改造するのだ。

　この日はタンク型の他にポーン型（兵士）のゴーレムも撃破し、改造の末に配下にすることができた。

　ポーン型は体長が百七十八センチほどで、関節の動きなどは人間に酷似している。ただ、顔はのっぺりとした仮面のようだった。

　戦闘力判定はゴーレムの中では最弱のＤマイナスで、戦いにはあまり役に立たない。でも手先は器用だし、こちらの出す命令をよく理解するのでお手伝いのアンドロイドのように使うことにした。

「ポン太、この箒ほうきで掃除をお願いね」

「ピピッ」

　しゃべることはできないけど、電子音みたいな返事はできる。非常に優秀なアシスタントだ。

　さっそく広間の掃除を始めたぞ。掃き掃除、拭き掃除、こびりついた油汚れも丁寧に拭き取っている。前世で見たロボット掃除機よりもさらに優秀であった。

「ポン太ってあいつの名前？」

　ララベルが笑っている。

「そう、ポーンだからポン太だよ」

「ふーん、そんなことよりセラ、アタシはお腹が空いちゃったよ」

「そうだね、今日はみんな頑張ったから、夕飯はスキルで料理をするよ」

「いやったぁ！　セラの特別料理だな」

　探索中は時間を節約するために簡単な食事で済ませていたのだ。夕飯には魔結晶を使った特別料理を出して、みんなを労いたわっておいた。




　特別料理のおかげで体力が回復した僕は、ダンジョンで手に入れた素材をもとに、『作製』で家具を作っていく。

「まずはベッドを作っていこう」

「おう、早いところ頼むぞ！」

　すでに酒が入っているシドが暢のん気きな大声を出した。ちょっぴりうるさいけど、今日は活躍してくれたから大目に見よう。それに不測の事態で戦闘になっても『修理』を使えば血中のアルコールは分解できるのだ。問題はないだろう。

　人数分のベッドは一時間くらいでできてしまった。大きさはセミダブルくらい、形もシンプルなものにしたので時間はかからなかった。

「次はなにを作ろうかな？　みんな、欲しいものはない？」

　アイデアを募集すると、ミレアが僕の方へにじり寄ってきた。

「お姉さん、お風呂が欲しいなあ。セラだって綺麗なお姉さんが好きでしょう？」

「ま、まあそれは……」

　上目づかいで媚を売るようなミレアのポーズにドキッとしてしまった。いちいち両腕で胸を寄せながら頼まなくてもいいのに……。

　綺麗なお姉さんは好きですか？　汚いよりは清潔な方がずっといいに決まっている。健康にとってもね……。

「わかりました。お風呂を作ります」

「ありがとう。お礼に後で背中を流してあげるわね♡」

「結構です」

「あら冷たい。そんなところも好きだけど」

　戦闘の後だからさっぱりしたいという気持ちもわかる。言われてみれば僕だってシャワーがあるとありがたい。腹が決まると行動は早かった。




　一番の問題は排水だった。ダンジョンに下水管は通っていないのだ。

　仕方がないので水はけのよい砂の地層に排水管をぶちこみ、水は地下浸透させることにした。穴は『改造』で簡単に掘ることができた。

　続いて浴槽だけど、こちらも壁の石材を材料にして『解体』『改造』『作製』で作ることに成功した。贅沢に広めのお風呂にしたけど、それくらいはいいよね。

　水が貴重なエルドラハでは、そもそもお風呂自体が超贅沢品だ。他の住民がこれを知ったら、びっくりして腰を抜かしてしまうかもしれない。

　ここまで作れば、後はお湯を出す装置だけだ。

　まず水だけど、これは地下菜園の散水機にも使っているサンドシャークの浮袋を利用した。ひとつの浮袋で毎分十リットルの水が賄まかなえる。水源がなくても問題はない。

　続いて集めた金属を流用して貯水タンクを作った。ここに水を溜めておけば、シャワーの途中で水が切れることもないだろう。これは天井に近いところに置いておく。

　最後に湯沸かし器だけど、こちらは料理のために持ってきておいた魔導コンロを魔改造して出力を上げた。温度調整機能付きで八十度のお湯を供給し続けることができるようにしてある。動力には赤晶が必要になるけど、省エネ設計で家計に優しい。

「できたよー！」

　声をかけるとみんながわらわらと集まってきた。

「ちゃんとお湯が出るかな……」

　湯沸かし器をオンにしてから蛇口をひねると、湯気を立てながらお湯が出てきた。

「うん、ちゃんと適温になっている。ほら、触ってごらんよ」

　みんなが楽しそうに浴槽に手を入れていた。

「ああ、もう我慢できないわ」

　そう言って、ミレアがやおら靴を脱ぎだした。

「ええっ!?　ダメだよこんなところで脱いじゃ！」

「あら、なにを言っているのかしら？　私は足湯を楽しむだけよ」

「あ、足湯？」

「期待させちゃったかしら？　シドもいるのにこんなところで脱ぐわけがないじゃない」

　それもそうか……。でも、ミレアはときどき突拍子もないことをするから……。

「足湯なら私もやろうかな」

「アタシも！」

　リタやララベルもブーツを脱いで足を洗い出した。

「だったら俺も入るぞ」

　シドもブーツを脱いでいる。

「ほら、セラとメリッサも来なさい」

　ミレアが妖あやしく手招きした。

「入ろう」

　メリッサが僕の手を引いてくれる。

「おーい、ポン太。ビールを持ってきてくれ！」

　シドがさっそくポン太をこき使っていた。

「飲み過ぎないでよ」

「かたいことを言うなよ、セラ。酒のないところに愛はないんだぜ」

　前世でも今世であっても、酔っ払いの言うことはだいたい同じなんだな……。楽しそうだから許すけどね。

「私も貰おうかしら。セラの血を一滴落としてくれたら最高なんだけど……。我ながらいいアイデアね。このカクテルはレッドアイって名前にするわ」

　二人にお酒を用意してあげてから、僕とメリッサもブーツを脱いだ。メリッサの足はまぶしいくらいに白くて、見ていると気恥ずかしくなってしまう。

「なに？」

「な、なんでもない。早く入ろう」

　ああ、なんでこんなに意識してしまうんだろう？　メリッサの方を見ないようにして足を洗った。

　お湯に足を浸けると、ジンワリとした心地よさが広がった。緊張がゆっくりとほぐれていく感じだ。仲間たちもうっとりとした顔でゆっくりとお湯の感触を楽しんでいる。

「そうだ、いいことを思いついたぞ」

　頭の中でいい考えが閃いた。

「ポン太、魔結晶の入った袋を持ってきて！」

　ポン太はすぐに袋を運んできて、僕は『作製』で〝いいもの〟を錬成していく。

「今度はなんだよ？」

　足湯とビールで上機嫌のシドが喚わめいた。

「これだよ」

　青晶と緑晶を使って入浴剤を作ったのだ。さっそくお湯に溶かしてみよう！

「うわ、なんかスーッとするよ！」

「気持ちがいいだろう、リタ？　これは体内の魔力循環を整えてくれる効果があるんだ」

　入浴剤の作用で、体内の魔力が穏やかに整っていく。

「今夜はぐっすり眠れそう」

　メリッサもうっとりと目を閉じている。僕たちはしばらく足湯につかりながら、明日の行動計画などを話し合った。







　地下七階に拠点を作った僕らは十日間にわたって素材集めをした。

　その間にタンクは一人一台を所有するまでになったし、聖杯の間の設備も充実した。今では卓球台やサウナなんかまでもが設置されているのだ。

　食糧庫には地下六階でとってきた果物から作った果実酒の樽が並んでいるし、コカトリスの肉の燻製や、レッドボアの生ハムなんかまで貯蔵されている。

　生ハムは百実の聖樹から採取したメロンと組み合わせるととっても美味しかった。

　地下七階をくまなく探し、ゴーレムや金属の素材も必要以上に集めることができた。これなら当面の生活にも困らない。

　素材はたくさんあったので僕はいろんなものを作った。

「はい、これはシドへのプレゼントだよ」

「もしかして酒か？」

「残念ながら中身は入っていないけど、お酒を入れるための容器なんだ。スキットルっていうんだよ」

　スキットルはアルコール濃度の高い酒を入れておくための、携帯用小型容器のことである。お尻のポケットに入れてもフィットするように丸みを帯びた形をしているのが特徴だ。

「こいつはいいや。ありがとな、セラ」

　シドはお土産のブランデーをさっそく入れていた。




　噂によるとダンジョンはさらに深い階層があるらしいけど、地下八階に続く階段はどこにも見つからなかった。マッピングしながらあらゆるところを回ったけど、それでも発見できなかったのだ。

「グランベル王国の古い文献には地下十階まで存在すると記されている」

　メリッサはそう言っていたし、黒い刃も探しているみたいだけど、手掛かりのかけらさえないのが現状だ。グランベルの王女だったメリッサが言うのだから嘘ではないと思うけど……。

　ただ、それが事実なら入り口はどこにあるのだろう？　これだけ探して見つからないというのもおかしな話だった。




　素材もじゅうぶんに集まったので、デザートホークスは地表に戻ってきた。僕らが迫ると、他の冒険者は慌てて道を空けてくれる。

　それもそのはずで、タンクが七台も連なって通るうえに、荷物を担いだタロスと闘神たちまでもがついてくるのだ。その迫力たるや尋常なものではない。

「すみません、すみません！」

　狭い通路でこの圧迫感は迷惑である。なんだか悪いことをしているみたいで、すれ違う人ごとに謝ってしまった。

「かぁっ、まぶしい！」

　真っ先に地上に出たララベルが大きな声を上げている。半月ぶりの太陽に僕も頭がくらくらするようだ。

「絶対に太陽を直接見ちゃダメだよ。目が潰れちゃうからね。最初は薄目をあけて、少しずつ慣らすんだ」

　ダンジョンからいきなりまぶしい場所に出て失明する人は多い。一人だけだが、僕もそういう患者を治療したことがある。




　一息ついた僕たちはタンクで街のハズレを目指した。ここは僕があらかじめ監獄長に話をつけておいた土地だ。けっこう広いスペースだけど、なにもない場所なので月々赤晶七百ｇで借りられた。

　この場所には『作製』で石造りの小屋を建ててある。デザートホークスの倉庫兼工房だ。しっかりと硬化させておいたから、砂嵐がきてもびくともしない造りになっている。

「よし、この中に荷物を運び込んでね」

「ここで飛行機を作るの？　泥棒とか来ないかな？」

　リタが心配するのも無理はない。僕らが持ってきたのは貴重な素材や大量の魔結晶なのだから。

「大丈夫、タロスや闘神たちを連れてきたのは僕らの訓練のためだけじゃないよ。ついでにここのガーディアンをやってもらうためなんだから」

「なるほど。このゴーレムたちが相手なら手を出す奴はいないわね。たとえいたとしても秒殺だわ」

　タロスの戦闘力判定はＳ、闘神たちだってＡである。これに敵かなう冒険者なんて滅多にいないはずだ。

「まあ、殺さないように命令はしておくけどね」

　荷物の搬入が終わると、今回の探索の報酬を山分けした。

「飛行機に使う素材の分は貸しにしておいて。そのうちにちゃんと返すからね」

「なに言っているの、お姉さんはセラの血だけもらえればそれでじゅうぶん」

「そういうわけにはいかないよ、ミレア」

「アタシだって別にいいよ。これだけあればなんでも交換できるもんな」

「ララベル……」

「酒代のかわりだ。とっておけ」

　シドはヘラヘラと笑っている。

「そんなことより俺はもう行くぜ。愛するミノンが俺の帰りを待ちわびているからな」

　シドはそそくさと出て行ってしまった。

　けっきょくリタもメリッサも飛空艇に乗せてくれればそれでいいと言って、今回の報酬は今日渡した魔結晶だけでいいと言ってくれた。

「ありがとう、みんな。僕はしばらく飛空艇作りに集中するよ。次の活動は未定だけど、用があるときはいつでも言ってね」

　全員が無事に戻って来られてよかった。こうして、長期にわたった素材集めの探索は終わった。しばらくはこの工房に腰を落ち着けて飛空艇の製作にかかるつもりである。

　さて、どんなものができあがるかな。試験飛行はどこまで行こう？　そういえばこの世界の地図を持っていなかったな。どこかで手に入るだろうか？

　そういった諸々のことを考えていると、僕はワクワクがどうにも止まらないのであった。




◇




　規則正しい日々が続いていた。日の出とともに起き出して、タロスや闘神との訓練から一日が始まる毎日だ。

　リタは連日やって来て、剣の闘神と訓練をしている。その甲斐あって、リタの戦闘力判定はＢマイナスからＢへと成長した。新たな必殺技も研鑽中らしい。

「そのうち、鳳ほう凰おう紅ぐ蓮れん翼よく斬ざんを披露するわ！」

　どんな技かはまだわからないけど、頼もしい限りだ。

　僕もタロスとの訓練に余念がない。黒い刃の活動が暇なときはメリッサも来て、三人で修行することもあった。

　修行が終わると朝ごはんだ。リタが作ってくれることもある。

「セラの料理の方が美味しいけど」

　そんなことを言って謙遜するけど、リタの料理だってとっても美味しいんだ。きっと人柄が料理にも出るのだと思う。リタの作るものは温かみがあって優しい味がする。

　そういえばメリッサも料理を作ってくれた。初めてのときは凍ったスイカが出てきてびっくりさせられたものだ。

「これはなに？」

「氷スイカ」

「そのままのネーミングなんだね」

「味はいい……」

　たしかに美味しかった。そして冷たかった。

　ただ、メリッサは頭がいい。それに頑張り屋さんでもある。スープの作り方を教えてあげたらすぐにコツを覚えた。きのうも冷たいジャガイモのポタージュを作ってくれたけど、舌触りがよくとても美味しかった

　ひとつだけ気になるのは、いつも冷たい料理ということかな……。僕の「料理」に対抗して、魔法を使わずにはいられないようだ。

　シルバーホークの製作も順調だ。いちばん難しい浮遊装置はすでに完成して、今は機体の骨組みを作っている最中である。

　興味が出てきたのか、毎日のようにシドもやってきた。ミノンさんの出勤時間に合わせて顔を出すのだ。そしてシルバーホークの製作を手伝ってくれる。

「俺が稼ぐから酒場の仕事は辞めろって言ってんだけどさ、言うことを聞いてくれねえんだよ。シドがケガをしたときは私が稼がないと、とか言ってさ。俺って愛されてるよなあ」

　ずっとのろけ話をしながらだけど、手もきちんと動かしてくれるので、けっこう役に立ってくれている。

　そんなこんなでシルバーホークも順調に形になってきた。

「飛空艇っていうから、いつも飛んでくるあれを想像していたけど、こいつは思っていたよりずいぶんと小さいんだな」

「試作機だからね。いってみればシルバーホーク０式ってところだよ」

　０式は二人乗りになっているのだ。

「ふーん。飛空艇の形とはだいぶ違うなあ。本当に飛ぶのか？」

「飛ぶはずだよ。これは飛空艇というよりも飛行機って呼ばれる乗り物に近いかな。だから似ていないのは当然なんだ」

　スピードを重視した結果、僕が造るのは飛行機に近い形状になった。もっとも、重力魔法を応用した浮遊装置を組み込むから、飛行機とも違う機体ではあるんだけどね。







　そんなこんなで二週間が過ぎた。

　その日の午後も灼熱の太陽が砂漠の砂を焼いていた。工房にはエアコンを四基も設置したので暑くはない。ファンがうなりをあげる工房で、僕はシルバーホーク０式の仕上げ作業を行っていた。

「よし、完成だ」
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　機体の周りをゆっくりと歩きながら、最後のチェックをしていく。銀色に輝くフォルムは優美で、見ているだけで惚れ惚れとしてしまう。

　外見はレトロな小型プロペラ飛行機によく似ているけど、その概念自体はまったく違う。垂直離着陸だって可能だから砂漠のどこへでも行ける仕様になっているのだ。

　飛行機というよりは飛行船に近い感じかな？　飛行船は空気より比重の小さい水素やヘリウムを気き嚢のうに詰めて浮かせる乗り物だ。風船の要領だね。これに推進用の動力がついているのだ。

　シルバーホーク０式もこれと同じで、浮遊装置で浮き、プロペラで推進力を得ている。ただ、普通の飛行船の速度が時速八十キロ～百二十キロに対して、シルバーホーク０式は時速四百キロくらいまでは出せる設計になっている。帝都までだって半日で行けてしまうのだ。

　いまのところ定員は二人だけど、今後はもっと大きいものを作って、デザートホークスのメンバーが全員乗機できるようにしたい。

「よし、さっそく飛行実験をしてみるか。タロス、剣の闘神、工房の正面扉を開けて」

　一緒に暮らすうちに、タロスや十二闘神はさらにたくさんの言葉を覚えた。ゴーレムたちの可能性には計り知れないものがあり、僕の『スキャン』でもその技術の全容が解明されたわけじゃない。

　特にタロスと十二闘神は特別製のようで、まだまだ未知の領域が多いのだ。彼らは古代文明の遺物なのだが、こういったものを作り出せる古代人は相当な技術力を持っていたのだろう。ゴーレムたちの解析が進めば、古代文明の様子も少しはわかるようになるだろう。

　正面の扉が開き、太陽の光が工房に差し込んだ。シルバーホークの機体が銀色に輝き、生命が込められる瞬間を今や遅しと待ち構えているようだ。

　燃料となる魔結晶をタンクに補充する。よし、起動ボタンを押すぞ。シルバーホーク０式、今こそ産声を上げるときだ。

「おい、あれはなんだ!?」

「こんなことは初めてだぞ！」

　まさに起動ボタンを押そうとしたとき、外から人々のざわめきが聞こえてきた。シルバーホーク０式を見て驚いているのか？　違う、みんなは空を見上げているぞ。

「見ろ、見たこともない機体が混じっている。あんな大きな飛空艇は初めてだ」

　新型の飛空艇がきたのだろうか？　僕は起動装置を押すこともなく、慌てて外へ飛び出した。










ダンジョン深層へ




　外へ飛び出して空を見上げると、北の方から三機の飛空艇がやってくるところだった。

　一般的に飛空艇はくすんだオレンジ色をしているのだけど、中央の機体はこれまで見たことのない深緑色である。しかも大きい。普通の二倍はある大型船だ。

　飛空艇が三機も同時にやってくるなんて初めてのことだぞ。ひょっとしてパミューさんが僕に追手をかけたのか？　あの飛空艇には僕を捕らえるための兵士が中隊規模で乗っているのかもしれない、と考えたが、それも大袈裟な話である。

　普通なら先に、監獄長へ捕縛命令が届くはずだ。わざわざ中央から兵士を派遣してくるなんて妙な話でもある。

　となると、デザートフォーミングマシンの存在がバレたか？　帝国はずっとデザートフォーミングマシンを動かすためのキーになる聖杯を狙っていた。だけど聖杯は僕とメリッサが奪だっ取しゅしてしまったのだ。

　奴らが聖杯の存在を嗅ぎつけて兵隊を送り込んできたという可能性はある。

　まあ、ここでいろいろ推察していても始まらないな。虎こ穴けつに入らずんば虎こ子じを得ずだ。真相を掴むために奴らの近くまで行ってみよう。

「タロス、剣の闘神、シルバーホーク０式を工房に戻して、扉を閉めておいて」

「……」

　二体のゴーレムは無言のまま命令に従った。ゴーレムたちがいればシルバーホーク０式が盗まれることはないだろう。飛行実験のことは少し気になったけど、今はそれどころではなかった。




　他の住人に紛れて観察していると、間もなく飛空艇は発着場に着陸した。

　大勢の兵士たちが走り降りてきて周囲の警戒をしている。やっぱりいつもとは全然様子が違うぞ。護送された囚人が降りてくる気配もない。

「監獄長だ」

「グランダスが来たぞ」

　周囲にさざめきが広がる。

　みんなが固唾をのんで見守っていると、監獄長は飛空艇の代表らしき人となにやら話し合っていた。すると、すぐに監獄長の禿げ頭に汗の粒が光り出し、顔が青くなるのが遠目でもはっきりとわかった。大変なことが起きているようだ。

　やがて、兵士と監獄長の部下たちがきちっと整列しだした。いよいよ偉いさんの登場のようだ。

　飛空艇の扉が開き、きらびやかに正装した騎士の一団が降りてくる。そこに続いて出てきたのは……パミューさん!?　それだけじゃない、エリシモさんもいるぞ！　やっぱり僕を追ってやってきたのだろうか？

　このままシルバーホーク０式に乗って逃げ出そうという考えがチラッと頭に浮かんだけど、その考えはすぐに捨てた。だって、僕はなにも悪いことをしていないもん。

　それに、ひょっとしたらお姫様たちはぜんぜん別の用事でエルドラハにやってきたのかもしれない。どんな用事かは想像がつかないけど、困っているのなら助けてあげてもいいと思う。

　うじうじ考えていても仕方がない、直接話を聞いてみよう。そう考えて僕は人垣をかき分けて前に出た。

「こら、近づいてはいかん！」

　お姫様たちを追いかけようとしたら兵士に邪魔をされてしまった。パミューさんたちはどんどん先へ行ってしまう。

「そこを通してください。僕は皇女殿下たちに御用がありまして」

「お前のような子どもが殿下たちに面会できるわけがないだろう。ほら、あっちへ行った」

　兵士たちは槍の柄を振って、僕をしっしと遠ざけようとする。

　組み伏せるのは簡単だけど、この人たちも悪気があってやっているわけじゃない。職務を遂行しているだけだもんなあ……。

　と、ここで見知った顔が目の前を通った。パミューさん付きの武官、エイミアさんだ。

「エイミアさーん！」

　大きく手を振って存在をアピールする。

「なっ、セラ君ではないか！」

　僕の姿を認めたエイミアさんは、すぐにこちらへやってきてくれた。

「あはは、今日は軍服を着ているんですね。やっぱりこっちの方がしっくりくるなあ。メイド服姿もかわいかったですけど」

　今日のエイミアさんはパリッとした帝国士官の格好をしていた。

「ば、バカ者、大きな声で言うな！」

　エイミアさんは左右を見回して慌てている。

「大尉殿、この少年は？」

「ああ……よい、この子は私が預かる」

「ハッ！」

　兵士は脇に避けて僕を通してくれた。

　エイミアさんは呆あきれたような目つきをした後、少し苦笑した。

「まったく、セラ君が逃げ出したせいで大変だったのだぞ」

「なにかあったのですか？」

「パミュー様が癇かん癪しゃくを起こされてな、国宝級の壺が五個も粉々だ」

　見境なく物に当たり散らしたというわけですね。

「一時は君の捕縛隊まで編成されたんだが、エリシモ殿下が説得してその話はなくなったんだ。私が隊長をするところだったんだぞ」

「エイミアさんと鬼ごっこですか。なんだか楽しそうだな」

「勘弁してくれ。私は暑いのが苦手だ」

　かっちりと着込んだ軍服は見るからに暑苦しい。こんな姿を見ているとなんだか可哀そうになってしまう。

「時間があったら僕の家へ遊びに来てください。部屋の中を涼しく保つ魔道具を製作してあるんです。それに冷たい飲み物も」

　エイミアさんは苦笑しながら首を横に振る。

「君は変わらないな。だがその前に殿下たちのところへ行こう」

「え、やっぱり僕は逮捕されるのですか？」

　せっかく逃げてきたのに、帝都に逆戻りはごめんだ。

「そうじゃない。君に依頼したい仕事があるそうだ」

「また、病人を治しに帝都へ？」

「いや、エルドラハでの活動だよ」

「と言いますと？」

「ダンジョン内の考古学調査らしい。詳しくは殿下たちから直接聞きたまえ。私も詳細は聞かされていないのだ」

　予想とはまったく違う答えに驚いてしまった。

「それにしても変だな。これまで帝国は調査チームを派遣したことなんてなかったでしょう？　聖杯探しだって現地の冒険者たちに任せていたくらいだし……」

　情報を引き出すためにわざと『聖杯』というワードを使ってみた。

「聖杯？　そんな話もあったな。たしか高エネルギー体の結晶だったか？」

「そうです。殿下たちはそれを探しにいらっしゃったんじゃないんですか？」

「いや、今回の調査では聖杯などとは比較にならないくらい重要な物を探すようだ。皇帝陛下もかなり本気のようで、特殊な人材まで派遣されている」

　まさか、帝国はデザートフォーミングマシンそのものを探しているのか？

「小耳に挟んだのだが、それは地下十階にあるらしい」

「地下十階……」

　おかしいな、デザートフォーミングマシンは地下七階にあるのだ。だとしたら帝国が狙っているのはまったく別のものか……。そしてやっぱり、地下七階より下の階層は存在するってことなんだな。

「さあ行こう。君の顔を見ればパミュー様もきっと喜ぶだろう」

「えー、怒られませんか？　僕、いろいろなところをちょん切られるのは嫌ですよ」

「心配ないさ。あれでパミュー様は君のことが大好きなんだからな」

　だったらいいか。念のためにパミューさんが喜ぶようなものをお土産に持っていくとしよう。




　エイミアさんと一緒に監獄長の家の居間へ入ると、僕の姿を認めたパミューさんの反応はすごかった。

　ガタッと肘掛椅子から立ち上がり、穴のあくほど僕を見つめてくる。驚きで目がまんまるになっていると思ったら、一瞬笑顔になった。ところがすぐに顔色が紫に変化して怒りの形ぎょう相そうになってしまう。

　だけどそれも長くは続かず、最後はブスッと不ふ貞て腐くされた表情になってしまい、ドサリと肘掛椅子に座り直してしまった。

　情緒不安定かな？　一回診てあげた方がいいかもしれないけど、精神の方は僕の専門外だ。

「お久しぶりです、パミューさん」

「なにがお久しぶりです、だ。この裏切り者め！」

　パミューさんは視線を合わせてくれない。

「裏切ったことなんてないですよ」

「私の誘いを断って逃げ出したじゃないか。私がどんなに悲しかったかわかるか？　それなのにのほほんとした面をさらしおって！」

「だって宮殿の生活なんて嫌ですもん」

「くっ……、お前は腹の立つくらい自由に振舞う奴だな。私がこうも寛大じゃなかったらとっくに首をちょん切っているところだぞ」

「はいはい、なんだかんだでパミューさんは優しいからそんなことはしませんよ」

「うるさい！　今すぐちょん切ってもいいのだぞっ！」

　あ～、はいはい。

「まあまあ、これでも飲んで落ち着いてください。エルドラハは暑いでしょう？」

　僕は家に寄って持ってきた大きなサーバーを差し出した。

「なんだこれは？」

「わずかながらダンジョンの中で果物が採れるんです。それで作った特製トロピカルジュースですよ。調理にはもちろん僕のスキルを使いました」

「ふん、そんなものでごまかされんぞ！」

「要らないんですか？　だったらエイミアさんと二人で飲もうかな？　青晶と緑晶を使っていて、体をひんやりと保ってくれるんです。これを飲めば暑さなんか平気になりますよ」

　エイミアさんにサーバーを渡そうとしたら、パミューさんが慌てだした。

「待て、要らんとは言ってないだろうが。暑くてかなわんから飲んでやる……」

「さすがは寛大な皇女様ですね。お毒見はエイミアさん？」

「毒見などいらん。セラが私を狙うこともないだろう」

　パミューさんがそう言うと、エイミアさんは明らかにがっかりした顔をしていた。またこのくだりか……。

「僕を信頼してくださるのは嬉しいですけど、これでもいちおう旧グランベル貴族の末裔なんです。念のためにお毒見はしておいた方がいいですよ」

「セラ君……君という子はなんて優しいんだ……」

「エイミアさん、ジュースくらいで泣かないでください……」

　グラスにジュースを注いでエイミアさんに渡した。エイミアさんはゴクゴクとジュースを飲み干した後に真面目な顔を取り繕う。

「異常ありません！」

「いいから私の分をさっさと注げ」

　グラスにジュースを注いでいると慌ただしく扉が開いてエリシモさんが飛び込んできた。

「セラが来ているって本当なの？」

「こんにちはエリシモさん。エリシモさんも特製トロピカルジュースをいかがですか？　美味しいですよ」

「セラ……」

　エリシモさんは目に涙を浮かべて僕の来訪を喜んでくれた。

　再会を喜び合い少し落ち着くと、僕は改めて二人の来訪の目的を訊いた。

「お二人はどうしてエルドラハにいらしたんですか？」

「それがね、きっかけはセラがロックを解除してくれたこの古文書なのよ。私はあれからずっとこれの解読に努めてきたの」

　エリシモさんは金属のブックカバーがついた大きな古文書を取り出した。

「え、その古文書にエルドラハのことが書いてあったんですか？」

　小さく頷いて、エリシモさんは少し詳しいことを教えてくれた。

「そうなの。エルドラハのダンジョン地下十階には古代文明の遺物が眠っているのよ！」

　抑えようとしても抑えきれない興奮がエリシモさんから伝わってくる。

「古代文明の遺物ってなんですか？」

　まさか、デザートフォーミングマシンのことじゃないよな。

「それは――」

「詳しいことはなにもわかっていない」

　不意にパミューさんが横から口を出した。まるでエリシモさんに余計なことはしゃべるなって言っているみたいに聞こえる……。

　エリシモさんも何かを察したように、声のトーンを落とした。

「今のところ詳しいことはわかっていないわ……。でも、エブラダ帝国はエルドラハのダンジョン地下十階にかなり重要なものがあると睨んでいるの」

　あれ、エリシモさんの目が泳いでいるぞ。ひょっとして嘘をついているのかな……？　それにしても、また地下十階の話か。

「あの、これでも僕はエルドラハのトップチームのリーダーです。ダンジョンの奥まで潜ることもあります。でも、地下七階より下にいく階段なんて見たことがありません。噂だけならあるんですが、本当に地下八階へ行ける階段は存在するのでしょうか？」

「あるわ。この本にはどうすれば到達できるかも書かれているの」

　エリシモさんは古文書を指さして頷く。その表情は自信に溢れていて揺るぎがない。

「もしかして隠し扉？」

「それに近いわね。地下八階に通じる階段を見つけるには、正しいルートを通ってそこへ至らなければならないのよ」

　なるほど、一定の道順を経なければ階段は現れない仕掛けか。どれくらいの確率かはわからないけど、過去に偶然正しいルートを通った冒険者が階段を発見したのだろう。

　それで噂だけが残ったんだな。でも、自分たちが通ったルートを記録しておかなかったから、二度と階段を見つけることはできなかった、そんな感じなのだろう。

「我々は明日にでも調査隊を組織する。セラ、お前も私たちと一緒に来い」

　また、パミューさんは僕に命令する……。ちょっと気に食わないけど、地下七階より下のことが気になるな。

「僕を案内人として雇うというわけですか？」

「お前を危険な目には遭わせない。セラは私の治癒師兼料理人としてついてくるがいいだろう。護衛には精鋭をつけてやる。褒美もたっぷりとはずんでやるぞ」

　僕はその精鋭部隊よりも強いと思うんだけど、まあいいか。そういえば、パミューさんは僕の戦闘力を知らなかったな。トップチームのリーダーだと言ったのに信じてはいないようだ。

「そうそう、セラ、ヤギは届いたかしら？」

　不意にエリシモさんが明るい声を出した。エリシモさんは律義に約束を果たして、雌ヤギを飛空艇で送ってくれたのだ。今は地下菜園で鶏と一緒に暮らしている。

「あ、いただきました。ありがとうございました。おかげでミルクからチーズなんかも作れるようになったんですよ。僕の作るチーズケーキは仲間にもすごく評判なんです」

　エリシモさんが目を輝かせた。

「まあ、セラのチーズケーキ？　私もぜひ食べてみたいわ」

「それじゃあ、今度の探索に焼いていきますね。お茶の時間に食べましょう」

　すかさずパミューさんが口を挟む。

「私の分も忘れるなよ」

「え～、パミューさんも？」

「おい、エリシモと扱いがずいぶん違うではないか！」

「だって、さっきから僕の首をちょん切るとか言っていたし……」

「それは、その……、可愛さ余って憎さ百倍というか、なんというか……」

　相変わらず困ったお姫様だ。仕方がない、パミューさんの分も焼いていくとしよう。それから毒見を楽しみにしているエイミアさんの分も忘れずにね。




　監獄長の屋敷にはエルドラハのトップチームが集められていた。「黒い刃」「カッサンドラ」「ボルカン」「七剣」などの錚そう々そうたるメンバーがグランダス監獄長の説明を聞いている。

　凄腕の冒険者たちを前に、さすがの監獄長もいつもの横柄なしゃべり方はしなかった。

「というわけで、諸君たちには調査隊に協力してもらい、ダンジョン最深部までの案内を頼みたい」

　今回の依頼内容を説明し終えた監獄長だったが、返事をする者はいなかった。静まり返る部屋の中でタナトスさんが手を上げる。タナトスさんは黒い刃の副長であり、メリッサの参謀役でもある。

「監獄長も知っての通り、我々は旧グランベル王国の者だ。このような流刑地に流されたとはいえ、帝国に協力することなどあり得ん」

　静かではあったけど、タナトスさんの声には有無を言わさない迫力があった。

「な、なにも無報酬で頼むわけじゃない。帝国も諸君らにきちんとした見返りを約束している。調査隊を地下十階まで送り届ければ、一人につき三百万グロームと帝国市民権が与えられるのだ」

　どこからか口笛の音が漏れた。

「ということは、この砂漠からおさらばできるってわけか？」

「その通りである」

「そいつはすげえ！」

　最初は反発していた冒険者たちも破格の報酬に気を変えたようだ。今や浮かない顔をしているのは黒い刃の面々だけである。

「探索に必要な品や食料もすべてパミュー殿下が用意してくださる。途中で拾った魔結晶はすべて手に入れたチームのものだ。これ以上の厚こう遇ぐうは望めないぞ」

　監獄長の言葉に冒険者たちはさらに盛り上がったけど、黒い刃のメンバーたちは席を立ち上がって出て行ってしまった。

　彼らの中には帝国に恨みを持つ人が多い。グランベル王国が侵略されたのは割と最近のことなのだ。仲間や親族が血を流した記憶がまだ色濃く残っているのだから仕方がないと思う。

　出ていくメリッサと目が合った。「セラは連中に味方するの？」そんなもの問いたげな視線だ。

　あとで話し合うしかないだろうな……。久しぶりに重力の呪いにかかってしまったような、いや、あのときよりももっと重い、そんな気持ちになってしまった。




　仲間たちと別れて家路を急いだ。なんとなくだけどメリッサが待ってくれている予感があったのだ。そして、その予感は間違ってはいなかった。

　角を曲がると、月影に隠れるように、民家の壁にもたれかかったメリッサがいた。

「少し歩かない？」

　誘ってみると、メリッサは無言のままついてきてくれた。僕らはいつもより少しだけ離れて並び、湖の方へ向かって歩いた。

「メリッサは不本意かもしれないけど、僕は帝国に協力するよ。やっぱり、古代文明の遺跡は気になるからね。あと、デザートフォーミングマシンが見つからないように手をまわすつもり」

　マシンのある部屋は他の冒険者に見つからないように偽装はしてある。簡単にはバレないと思うけど、不測の事態というのも考えられるのだ。

　いざというときは通路を破壊してでも発見されないようにするつもりだ。

　ずっと黙ったまま僕の話を聞いていたメリッサが口を開いた。

「セラは帝国が憎くないの？」

「憎いか……。それはわからないよ。こんなところへ流刑にする帝国のやり方は憎たらしいさ。でもそのために誰か個人を恨むことは難しいんだ。今回来た皇女を殺せば、このモヤモヤは晴れるのかな？　僕には無理だよ。それにあの人たちは悪人じゃない」

「私は両親を帝国に殺されたわ。タナトスだってギャブルだって大切な人をたくさん失ったのよ」

「それは、わかっている……」

「セラ、…………黒い刃が皇女たちの命を狙うとしたらどうする？」

　答えはすぐに出ていた。でも、それを口にするのが辛くて僕は口ごもる。だけどメリッサに対しては真しん摯しでいたい。

「止めるよ。暗殺は僕が阻止する」

「どうして!?」

「あの皇女たちを殺したって状況はなにも変わらないさ。むしろ悪くなる」

「でも、家臣たちの気持ちは晴れる」

　再び静寂が僕らを包んだ。

「ごめん、みんなの思いまで僕は背負えない。でもメリッサが笑ってくれるならなんだってする」

「だったら……」

「暗殺に手は貸さないよ。それでメリッサが心の底から笑えるとは思えないから」

　メリッサは立ち止まってしまった。

「帰る」

「メリッサ……、君はこれ以上自分を縛り付けない方がいい」

　言ってからしまったと思った。僕の言葉は予想以上にメリッサを傷つけてしまったようだ。メリッサの切れ長の目が涙を堪えるように伏せられた。

「みんながみんなセラのように自由に生きられるわけじゃないの！　……セラはどこへでも好きなところへ飛んでいけばいいんだ」

　背中を向けて走り出すメリッサを僕は止めることができなかった。

　メリッサだって自分の意志だけで黒い刃の首領をしているわけじゃない。そんなことはわかり切っていたことだったのに……。

「メリッサ！」

　振り返ることのないメリッサのアイスブルーの髪が夜の闇へととけていく。彼女の姿は瞬く間に消えてしまい、伝えられなかった想いが心に重くのしかかった。

　僕はただ飛んでいきたいわけじゃない、君と一緒に飛びたいんだ。







　迷宮前広場に停められたタンクの荷台で、僕は静かに出発を待っていた。他のチームが前衛を命じられたのに対し、僕らデザートホークスは医療とバックアップに回されている。

　仕事をさぼっているみたいに思われるのも嫌だったので、タンクを六台だして荷運びを申し出たというわけだ。

　睡眠不足でズキズキと痛むこめかみを押さえて『修理』を使った。メリッサと別れてから一睡もできなかった僕は、さぞかしひどい顔をしているのだろう。

　スキルのおかげで痛みはすぐに引いたけど、気持ちは沈んだままだった。

「どうした、どんよりした面をしやがって」

　シドが僕に話しかけてくる。

「メリッサとちょっとね……」

「そういうことか。大方の察しはつくさ。黒い刃は旧グランベル王国の家臣団だからな」

　僕は昨晩のことをシドに打ち明けた。

「なるほどなあ、そいつはセラが悪い」

「どうして？　シドも僕が帝国に協力するのは反対なの？」

「そうじゃねえ。悪いっていうのは、セラがすぐにメリッサを追いかけなかったことだ」

「それは……」

「セラの脚ならメリッサにだって追いつけたんじゃねえのか？」

「そうかもしれないけど」

　あの時の僕は気が動転して一歩も動けなくなっていたんだ。

「だいたいお前は八方美人過ぎるんだ。誰にでも親切にしやがって」

「そんなことないよ」

「自己認識欠乏症かっ!?」

「そんな病名はないって……」

「やかましいっ！　今度メリッサに会ったらきつく抱きしめてやれ。そんでもってブッチューと熱いキスでもしてみろ」

「えぇ……」

「なにドン引きしてんだよ？　好きなんだろう？　メリッサのことが」

「それは……」

　シドはなにも言うなといった感じで僕の肩を軽く叩いた。そして声を低くして訊たずねてくる。

「ところで、黒い刃は本当に帝国のお姫さんたちを狙ってくるのか？」

「それはないと思うよ。メリッサも言ってみただけで、本気じゃないさ」

　そんなことをしてもなんにもならないのは黒い刃だってよくわかっているはずだ。

「だったらよかったぜ。もしも本気だったらメリッサは死んでいたかもしれないからな」

　シドはなにを言っているのだろう。帝国の兵士は三百人も派遣されて来たけど、黒い刃が本気を出せば勝てない相手ではない。

「シドだってメリッサの腕は知っているだろう？」

「あれを見ろ」

　シドは僕の質問には答えず、パミューさんの周りを固めている黒い軍服を着ている一団を顎で指した。

「あいつらは？」

「帝国特殊部隊カジンダスだ」

「カジンダス……、初めて聞く名前だ」

「大昔からある部隊だぜ。まあ、歴史の表舞台に出てきたことはないけどな。どんな汚れ仕事もいとわない影の部隊さ」

「へー、さすがはシド。よくそんなことを知っていたね」

「俺の古巣だからな……」

　今、とんでもないことをサラッと言ったような。

「シドって帝国軍人だったの？」

「あれ、言ってなかったか？」

「初耳だよ」

　もう何年も一緒に暮らしていたというのにシドの過去のことはよく知らなかった。

「二十年も前のことさ。当時の上官と揉めちまってな……」

「それで、エルドラハに？」

「だが後悔はしていないさ。あんな部隊には未練もねえ」

　よほど嫌なことがあったに違いない、シドは吐き捨てるように言った。

「カジンダスの中央に態度のでかい男がいるだろう」

「あの背の高い人？　ちょっとヤバそうな雰囲気の」

「名前はチア・オーケンだ。奴とは一回だけ一緒に仕事をしたことがある。十六歳になったばかりのガキだったってのに、とんでもなく残酷な奴でな。あいつのやり口には、こちとらションベンをちびりそうになっちまったもんさ」

「そんなにひどかったの？」

「女であろうが子どもであろうが、奴は眉ひとつ動かさず、平気な顔をして殺していたよ。しかもその当時でさえ部隊一の強さだったんだ」

「二十年前だろう、それでもシドより強かったの？」

「ああ、全盛期の俺でも奴の足元にも及ばなかったんだ。あれから奴がどんな化け物に育ったか、想像もしたくねえよ。セラ、お前が相手でも危ないかもしれねえぞ」

　シドがこれほど怯えるなんて滅多にないことだ。

「いいかセラ、奴にはできるだけ近づくな。もめ事を見ても決して関わるな」

「わかったよ……」

　伝令の兵士が出発のラッパを吹きながら走り回っている。僕は荷台からはい出てタンクの操縦席へ乗り込んだ。そのとき、ふわりと僕の後ろに飛び乗ってきた人がいた。

「メリッサ！　よかった、出発前に君ともう一度話しておきたかったんだ」

　あまりの安心感に涙ぐんでしまいそうになるのをぐっと堪えた。

「昨日はごめんなさい」

　メリッサは気まずそうに謝ってくる。いつも僕以外は表情が読めない彼女だけど、今日は誰が見てもわかるくらいしょんぼりしていた。

「いいんだ、メリッサの気持ちを考えれば当然のことだもん。僕の方こそごめん、偉そうに君を傷つけることを言ってしまって」

「怒ってない？」

「怒ってなんかいないさ。ひょっとしたらもう二度と口をきいてくれないんじゃないかって心配していたんだ。だからこうして来てくれて本当に嬉しいよ」

「セラにお願いがある」

「なんでも言って」

　メリッサは真っ直ぐな瞳で僕を見つめた。

「私も連れて行ってほしい。臨時でいいから私をデザートホークスに入れて」

「それは構わないけど……」

「あ、勘違いしないで、帝国の皇女の命なんか狙わない」

「じゃあどうして？」

「セラと一緒にいたいから」

　曇どん天てん模様の空が一気に晴れ渡るような気持ちになった。

「よかった。本当によかった。告白するとね、昨日はメリッサのことが気になって一睡もできなかったんだよ」

「私も」

　見ればメリッサも目の下にくまを作っていた。

「ちょっと触れるけどいい？」

「うん」

　僕はメリッサの頬に指を伸ばし『修理』のスキルを展開する。顔色はすぐによくなった。

「セラと仲直りができてよかった。でも、帝国に対する憎しみが消えたわけじゃない。帝国のせいでセラと仲なか違たがいするのも馬鹿馬鹿しいと思っただけ」

「そうだね。僕らがけんかをすることなんてないんだ。よし、出発しよう」

　僕はタンクを起動してアクセルを踏み込む。前を見るとシドも自分のタンクを操縦しながら左手を高く掲げて親指を立てていた。

　ここからでは見えないけど、どうせいつものようにニヤニヤと笑っているのだろう。







　調査隊はダンジョンの中をのろのろと進んだ。最前列を歩く冒険者たちはエルドラハ屈指のトップチームだから、討伐速度も速いし、トラップ解除もあっという間だ。本来ならサクサク進めるはずなんだけど、いかんせん帝国兵の数が多すぎるのだ。

　百人もの大所帯を狭いダンジョンに連れ込んで、パミューさんたちはなにをさせたいのだろうか？　ただ、理由もなくこんなことをしているのではないような気がする。きっと、目的地に着いてから人員が必要なのだろう。

　パミューさんは将軍位を持っているだけあってきびきびと命令を下していた。兵士たちの練度も悪くない。だけど、いちばん目をみはったのはカジンダスという特殊部隊だった。

　彼らはダンジョンには慣れていないはずなのに、まるで一流の冒険者のように適応していた。しかも、モンスターを相手に相当な強さを見せつけている。おそらく戦闘力判定はＢクラス以上の者がほとんどだろう。

「隊長、どうしたんですか？　普段は一番前で戦っているのに」

　隊員の一人がカジンダスの隊長であるオーケンと話しているのが聞こえてきた。

「俺は人間が相手じゃないとやる気が出ないんだよ。泣き叫ばない相手は殺してもおもしろくないだろう？　四つ足のモンスターはお前らに任せるわ」

　嫌な奴である。人殺しが趣味だと自称しているようなものだ。僕はすぐにオーケンという男が嫌いになった。そしてひとつの予感が心に生じた。いつか僕はこいつと衝突する、という予感だ。

　シドはオーケンに近づくなと言ったけど、こればかりはどうにもならない気がする。愛する者が惹かれ合うように、嫌い合う者のあいだにも妙な重力ってものが存在している気がするんだ。




　昼時になって全体が休憩をすることになった。朝に出発したというのに、まだ地下二階にしか到達していない。人の数が多くなると踏破スピードはこんなにも遅くなるのかと驚いた。

　冒険者がダンジョンで休憩するときは小部屋などを封鎖して安全地帯を作るのが定石だ。だけど調査隊は総勢百五十人以上もいる。そんなに大勢が入れる部屋はないので、いくつかの小部屋に分かれて休憩することになった。

　料理人としての腕を期待されている僕はパミューさんやエリシモさんたちと同じ部屋へ来ていた。テニスコート二面分くらいはある部屋なので、三十人くらいが休んでも広々と使えている。

　契約ではお姫様たちの料理はすべて僕が作ることになっている。要らないと言ったんだけど、パミューさんは前金で金晶やら銀晶やらをたくさんくれた。プロの冒険者としては謝礼分の働きはするつもりだ。

　ミニキッチンを搭載したタンクを開発したので、僕はそこで調理を開始した。

　時間はあまりないので凝った料理は作れない。昼は簡単にサンドイッチにしてしまおう。スープとデザートをつければそれなりのボリュームにはなる。

　食材を吟味していると、なんとあの男が近づいてきた。オーケンである。

「お前、美味い飯を作るそうじゃないか。俺の分も作ってみろ。ただし不味かったら小指をへし折ってやるからな」

　ニヤニヤと笑いながらオーケンはテーブルの上のトマトに手を伸ばしてきた。

「触らないでください。それと、あんたの食事を作る契約は結んでいませんよ」

　横柄な態度にカチンときたので、つい言い返してしまった。

　まさか口答えされるとは思っていなかったようで、オーケンは驚いた顔をした。でもそれはすぐに凶暴な笑みへととって代わる。

「ほう、威勢がいいな」

「別に、料理の邪魔だから消えてくれませんか？」

「……殿下たちのお気に入りだからって図に乗るなよ」

　険悪な雰囲気が小部屋の中に満ちていく。

　僕らの視線が交錯した瞬間、オーケンが一歩踏み込んで裏拳を放ってきた。予備動作のない、静から動へ一瞬にして切り替わる攻撃である。下から振り上げる拳は鞭のようにしなって、僕の顎に襲い掛かった。

　でも奴は本気ではなかった。さすがに殺人はまずいと考えていたのだろう。拳に殺気はこもっていなかったし、スピードも並である。生意気な小僧を殴って鬱うっ憤ぷんを晴らすくらいのつもりでいたに違いない。

　だけど攻撃を軽々と避けた僕に対して、オーケンの血は一気に沸騰してしまったようだ。

「本当に邪魔……」

　吐き捨てるように言うと、奴の怒りは火に油を注ぐように加熱した。

「皇女のペット風情が俺を舐めるなよ。てめえは殿下たちの股ぐらでも舐めているのがお似合いなんだよ。そのかわいい顔をズタズタにしてやろうか？」

　他には聞こえないようにオーケンは僕に毒づいた。僕もそっと囁ささやき返す。

「顔だけじゃなく、言うことも下品なんだね」

「なに……？」

「それ以上しゃべるな。お前の唾で食材が汚染される」

　シドには釘を刺されたけれど、売り言葉に買い言葉ってやつだ。安い挑発をお値打ち価格で買ってしまった。

　僕の返答にオーケンは嬉しそうに笑いながら腰から双剣を抜いた。

「元気なかわいこちゃんだ。俺直々に躾しつけてやるぜ」

「だから、もう喋るなっての……」

　剣の全長は七十センチくらいのものだろうか。あまり長くない得物から察するに、奴は近接戦闘が得意なのだろう。僕も傍らに置いておいた鮫こう噛ごう剣けんを掴んだ。

　すぐに距離をとろうと考えたのだけど、オーケンがそれを許さない。

　するすると近づいてきて左右から斬ざん撃げきを叩き込まれた。速いうえに重たい攻撃だ。並の人間なら腕が痺れてしまったかもしれないけど、パワーだけなら僕だって人並み以上だ。

　剣に魔力を込めて受け返し、逆に奴の剣を撥はね上げる。そうやって追撃を止めて、今度は僕の攻撃だ。

　横なぎの剣をわざと受けさせて鮫噛剣のワイヤーを伸ばした。これにより剣は鞭の形状に切り替わり、奴が受け止めた場所を起点にして鮫の歯が体に巻きつくはずだった。

　ところがオーケンは恐るべき動体視力でこれを見切り、剣をずらしてワイヤーを断ち切ってしまったのだ。それだけではない。オーケンは同時に空いている右手の剣で僕を攻撃してくるではないか。

　とっさに足で刀身を横から蹴ってこれを防いだ。僕のブーツはデザートホークス特製の鋼板入りだ。オーケンの剣はぽきりと折れて転がった。

　部屋の床にバラバラとなった鮫の歯と折れた双剣の刃が転がっている。わずか五秒の戦闘の結果がこれだった。

「なにをしておるか？」

　騒ぎに感づいたパミューさんが僕らのところへやってきた。

「チッ、命拾いしたな、小僧」

　オーケンは囁いてパミューさんの方へ向き直る。

「雇った冒険者の腕前を確認していただけですよ。わるくないワンちゃんだ。顔もかわいいし、殿下がおそばに置いておきたくなる気持ちもわかりますなあ」

「下がれ、オーケン」

「へーい、自分は他の部屋の様子を見回ってきますよ……」

　オーケンはそのまま部屋を出て行ってしまった。

　パミューさんは心配そうに僕を見つめた。

「いったいなにがあったのだ？　まさかオーケンがセラを襲ったのか？」

「いえ、本当になんでもないですよ」

　僕とオーケンに注目していた人は少なかった。戦闘も五秒だけのことだから、なにが起きたのかわかっていない人がほとんどだ。パミューさんもきちんとは見ていなかったようだからとぼけておくとしよう。

「奴は危険だから近づかないようにするのだぞ。私からもよく注意しておくから安心しろ」

「大丈夫ですよ、本当に。それにしてもパミューさんの部下には怖い人がいるんですね」

「あれは私の直属部隊じゃない。皇帝陛下の特命を受けて随ずい伴はんしているだけなのだ」

　パミューさんは忌いま々いましそうな表情をしている。

　皇帝の命令はパミューさんの命令を上回る。皇女であってもオーケンに対して自由裁量権は揮ふるえないということか。どうりでオーケンの態度がでかいわけだ。

「パミューさんたちが探しているものっていったいなんなんですか？」

「それは……セラに対しても言えないのだよ」

　パミューさんはごまかすように僕の頭をなでた。そしてなにも言わずに自分の席へと戻っていく。やっぱりこの探索には、僕たち冒険者には知らされていない秘密のなにかがあるようだ。




　初日の探索は地下三階までで終了となった。

　昼間と同じように調査隊はいくつかの部屋に分かれて休息をとっている。パミューさんたちは僕を同じ部屋にしたがったけど、仲間と一緒に寝ると言って断った。

　理由は二つある。ひとつはカジンダスの存在だ。あいつらは護衛任務もしているのでパミューさんたちと同じ部屋にいる。

　オーケンは根に持つタイプと見た。昼間の決着をつけようと、夜中に僕を暗殺しようとするかもしれない。安眠を妨害されるのは嫌なので、防御のためのトラップを自由に張れる部屋にしたかったのだ。

　もうひとつの理由は武器づくりである。昼間の戦闘で僕の鮫噛剣は壊れてしまった。これを修理するか、新しい武器を作り出す必要がある。

　スキルを使うところを仲間以外に見られるのは嫌だったので、帝国兵がたくさんいる部屋ではやりたくなかったのだ。




　夜も更け、辺りはひっそりとしていた。昼間の疲れで調査隊は誰もが眠っている。起きているのは僕と入り口付近で番をしている兵隊くらいのものだ。

　そろそろ武器の修理をしようかと思っていたら、僕を訪ねてきた人がいた。騎士たちに守られたエリシモさんだった。

「少し下がっていなさい。セラと大切な話があります」

　エリシモさんは護衛たちを遠ざけると僕の近くに座った。いつもより距離が近い。周りはみんな寝ているので僕らは囁くような声であいさつした。

「こんな夜更けにごめんなさい。でも、ずっとセラとゆっくりお話しできる機会がなかったから」

「遠慮はいりませんよ。僕もまだ寝るつもりはなかったので。コーヒーでも淹いれますね」

　少しでもくつろげるようにと温かい飲み物を淹れた。地下ダンジョンにコーヒーの芳醇な香りが広がっていく。

「これはダンジョン産のコーヒーなんですよ。僕がローストしました」

「まあ、ダンジョンでコーヒーが採れるなんて初めて聞いたわ」

　百実の聖樹からはコーヒーや茶葉だって採れるのだ。口をつけてから、エリシモさんはさらに驚いた顔を上げる。

「名品と呼ばれるトアリガルに勝るとも劣らない味よ。豆の出来もいいけれど、セラとこんな不思議な空間で飲むせいもあるのでしょうね」

「元気にしていましたか？　トゲの後遺症とかはどうです？」

　僕らは互いの近況を報告し合った。

「セラが帝都を去ってから、ずっと古文書の解読に没頭していたわ。なにかに熱中していれば、あなたがいない寂しさを忘れられたから……」

　僕はなんと返事をすればいいかわからなくて、無言でカップに口をつけた。

「ところでセラ、地上の湖のことですけど、あれはいつできたの？」

「グランダス湖ですか？　うーん、ここ最近のことですね」

「そう、地下のデザートフォーミングマシンがなんらかの原因で動き出したのね」

　エリシモさんの口からデザートフォーミングマシンという単語が出てきて、驚きにカップを落としそうになってしまった。

「知っていたんですか！　デザートフォーミングマシンのこと……」

「ええ、古文書の中に記載があったから」

　そうか、あの古文書にはこのダンジョンのことが詳しく書かれていたんだな。エイミアさんは知らされていないようだったけど、お姫様たちはすべてを知っていたんだ。

「じゃあ、やっぱり帝国は聖杯を取り戻しに調査隊を派遣したんですね？」

　エリシモさんは笑顔で首を横に振った。

「違うわよ。帝国が聖杯を欲しがっていたのは事実だけど、あそこのガーディアンは鉄壁らしいの。今回派遣した調査隊の規模では破ることは不可能だわ。それに、デザートフォーミングマシンが動き出しているところをみると、すでに聖杯は使用されているはずよ。いまさら取り出すのは難しいと思うわ」

　全部バレていたのか。

「そのことがわかっているのなら、帝国の目的は一体なんなのです？」

　エリシモさんは悲しそうな顔になった。

「たとえセラでもそれを打ち明けるわけにはいかないの、ごめんなさい」

　パミューさんだけじゃなく、エリシモさんも教えてはくれないか。直々に皇女が派遣されていること、カジンダスの存在、この二つの事実を鑑かんがみても隠された秘密は大きいようだ。

「わかりました。でもひとつだけ確認させてください。帝国はデザートフォーミングマシンに手を出す気はないのですね」

「ええ、あれが起動したのは帝国にとってもいいことなの。帝国は後々エルドラハをアヴァロンの補給――」

　エリシモさんはハッとした顔で口をつぐんだ。アヴァロン？　それはなんだろう？

「ごめんなさい、今の言葉は忘れて」

　それ以上の情報は引き出せなかったけど、デザートフォーミングマシンを黙認するというのなら一安心だ。

「ところでセラ……」

　見ると、エリシモさんは切羽詰まった顔で僕のことを見つめていた。ワタワタと手を動かしていたかと思えば、急に固まったりしている。

「どうしましたか？」

「私、……貴方に謝りたくて……」

「謝るってなにを？　エリシモさんはずっと僕に親切でしたよ」

　姉のパミューさんとは大違いだ。

「お、覚えてないかしら？　ほら、あれよ……キスのこと……。わ、別れ際にあんなことをしてしまったから……。あの時はもう二度と会えないと思って、つい……」

　あ、思い出した。僕のファーストキス……。うわ、思い出したら僕まで挙動不審になってしまう。

「そ、その、覚えています。覚えていますけど、あれはなんというか、青春の一ページっていうか、素敵などきどきメモリアルっていうか……」

　僕はなにを言っているんだ！

「私、セラの気持ちも考えずに自分の気持ちだけを押し付けてしまったことがずっと心に引っかかっていて」

「そんなことは気にしなくていいです。その、僕にとって、あれはいい思い出というか……はい……」

「そう……だったら……よかった」

　僕らは同時に冷め切ったコーヒーをグッと飲み干した。そして互いの行動を確認して苦笑してしまう。

「も、もう寝るわね。これでちょっと安心できたから」

　目を泳がせながらエリシモさんが立ち上がった。

「そうですね、先は長いのでゆっくり休まないと。明日もたくさん歩くことになるでしょう」

　入り口までエリシモさんを見送っていく。音を立てて扉が閉じられると、緊張が一気に抜けて大きなため息が出てしまった。




　再び静寂に包まれた部屋で、今度こそ僕は鮫噛剣の修理をしようとした。だけど、エリシモさんに会って、僕はとあることを思い出した。それはエリシモさんに刺さっていたトゲのことだ。

　あれは古代文明の高度な技術によって作り出された特殊な魔法合金だ。特定の波長の魔力を送り込むと形が変化するという性質を持っている。その技術を応用すれば、刃こぼれしても自動修復する武器が造れるかもしれない。

　さいわい構造は帝都で解析済みである。前金としてもらった金晶や銀晶などを使えば合金の再現は可能だろう。

　僕はさっそくメモ帳を取り出して、例の金属について書かれたページを開いた。素材は手持ちの物で事足りそうだ。よし、鮫噛剣の修復は後回しにして、新しい武器の製作をしてしまおう。

「ミノンちゃん、でへ、でへ、でへへ……」

　シドの寝言が聞こえる。きっと幸せな夢を見ているのだろう。僕はみんなを起こさないように、そっと素材を台の上に並べた。







　大あくびをしていると、シドがカフェオレをなみなみと注いだマグカップをくれた。

「また徹夜か？　ひょっとして女のことでも考えていたか？」

　それはシドだよ……。寝言でミノンさんのことを呟いていたもん。

「違うよ、新しい武器を作っていたんだよ。ほら、鮫噛剣はオーケンの奴に壊されちゃったから」

　シドは軽く肩をすくめた。

「あれほどオーケンにはかまうなと言ったのに困った奴だ。今度はどんな武器を作ったんだ？　見せてみろよ」

「これ……」

　僕が取り出したのはボールペンより少し太い、万年筆サイズの杖だ。魔法学校に通う、額に傷がある少年が使う杖よりもだいぶ短い。

「これが武器？」

「うん。フレキシブルスタッフって名前を付けた」

　魔力を込めながら軽く振ると杖が光り、一気に二百センチまで伸びた。太さも直径三センチ強になっている。

「うおっ、でかくなった！　なんだこりゃ？」

「最初は刃こぼれしても自動修復する剣を作ろうと思ったんだよ。でも、どうやっても形状を固定できなくてさ。明け方までかかってようやく棒の形にだけは固定することができたんだ」

　さすがは古代文明の特殊合金だ。解析はできたと思っていたのだけど、一晩で再現するのは難しかったのだ。

　おかげで剣はできずに、孫そん悟ご空くうの使う如にょ意い棒ぼうみたいなものができあがってしまったわけだ。

　ただ、これはこれで便利な武器ではある。長さは最長十メートルくらいまで伸びるし、太さも直径十センチまでは変えられる。

　ある程度強度も調整できるので、しならせることだって可能なのだ。杖や棍の闘神に技を習えば新境地が開けるかもしれない。

「またみょうちくりんな武器を作りやがって……、どれちょっと貸してみろ」

「重さは十六キロあるから気を付けてね」

「ゲッ、腰を痛めちまうじゃねえか！」

　シドは差し出した手を引っ込めた。

　一般的な剣や槍の重さは一～三キロくらいである。それに比べたらこの武器の重さは破格なのだ。その代わり破壊力も抜群である。

「馬鹿力のセラ以外には使えない武器だな」

　大抵の武器なら、打ち合わせた瞬間にへし折る自信がある。こんどオーケンの奴が因縁をつけてきたら、もう一本の剣も破壊してやるつもりだ。お姫様たちの朝食を届けに行ったときに確認したけど、奴は予備の剣を下げていた。

　徹夜のせいで眠くてかなわなかった。体調は『修理』で治せるけど、脳にとっては睡眠が必用なのかもしれない。

「寝ていていいよ。私が操縦するから」

　タンクの操縦はメリッサが代わってくれると言うので、ありがたくお願いした。僕は荷台に乗り込み、物資の間に挟まって目を閉じる。クローラーの振動が響いていたけど、目を閉じるとすぐに眠気がやってきた。




　よくわからない夢を見た。夢の中で僕は前世の結ゆう城き隼人はやとの姿をしている。しかもまだ六歳くらいだ。縁日でお母さんにあんずの水飴を買ってもらうんだけど、僕は泣いている。本当に欲しかったのはあんずの水飴じゃなかったからだ。

「じゃあ、なにが欲しいの？」

　お母さんに聞かれたけど、僕にはわからなかった。本当に欲しいものは自分でもわかっていなかったのだ。ただ、これじゃないと言って涙を流していた。

　自分の涙が頬を伝う感触で目が覚めた。ぼんやりした頭に周囲の人々の会話が入ってくる。なんだろう、よく知っている人たちの声だ……。

「セラは休んでいると言っている。お引き取り願おう」

　メリッサの声だ……。

「別に食事を急げと言っているのではない。セラの様子が見たいと言っているのだ。そこをどけ」

　こちらはパミューさんの声である……。

「しつこいな」

「貴様、皇女に対して無礼ではないか。身の程を弁わきまえよ！」

　なんだかケンカをしているような……。

「ふふん、お前こそなにができる？　帝国皇女の力とやらを検分してやってもいいぞ」

「なんだと……私が誰に対しても寛大だと思うなよ」

　まずい！　突然頭がはっきりとして、僕は荷台から飛び出した。

「ストップ！　そこまでっ！」

　メリッサが抜刀した騎士数人に囲まれている。僕は慌てて間に入った。

「セラ、そこをどけ。その女を不敬罪で捕らえる！」

「やめてください、パミューさん。メリッサも剣をしまって！」

　二人ともにらみ合ったまま引こうとしない。

「かばい立てするな。お前も一緒に捕まえるぞ」

「だったらそうしてくださいよ」

　二人で捕まった方が逃げるのも簡単だろう。僕があくまでもメリッサをかばうのを見て、パミューさんは子どものように地団太を踏んだ。

「なぜだ、なぜそうまでしてこの女をかばう？」

「だってメリッサは仲間です。それに……」

「それになんだ!?」

「僕の許婚でもあるんです」

「なん……だと……」

　パミューさんは驚愕の瞳でしばらく僕らを見ていたが、やがて踵きびすを返して無言のまま立ち去ってしまった。ずいぶんあっさりと引き上げたな……。

　どうやらこの場は収まったらしい。僕もオーケンに喧嘩を売っているから人のことは言えないけど、帝国皇女に真正面からつっかかるなんてメリッサは無茶もいいところだ。

　僕らの後ろに集まってきていたデザートホークスのメンバーたちも、ほっと胸をなでおろしていた。

「あービックリした。逃亡生活が始まるのかとひやひやしたぜ」

　シドが笑いながら頭をかいている。

「アタシはいつだって家出の準備はできているからね。セラと一緒に飛空艇を奪ってトンズラしたってかまわないさ」

　ララベルは楽天的だ。

「あー、メリッサったらとんでもないドヤ顔をしているわよ。皇女の前で許嫁宣言されたからっていい気にならないで」

　ミレアがメリッサを指さして叫んでいた。

　メリッサのドヤ顔？　そんなの見たことない。興味に駆られてメリッサを見ようとしたけど、顔を背けられてしまった。

　メリッサと目が合ったリタも指を差す。

「ほんとだ！　メリッサのくせにニヤケちゃって、氷の鬼女らしくないっ！」

　メリッサがにやけている？　信じられない！

「メリッサ」

「またあとで！」

　顔を隠しながらメリッサは走って部屋を出て行ってしまった。

　メリッサはいったいどんな顔をしていたのだろう。気になって仕方がなかった。

　シドが寄って来て僕の脇腹を肘で小突いた。

「ついにセラも年貢の納め時か？　ハーレムを解体してメリッサに決めるわけだ」

「なにを言っているんだよ。メリッサが国の決めた許嫁ってことはみんな知っているだろう？　だから僕はかばったわけで、本当に結婚するかはまだ保留だよ……」

　十三歳の子どもにそんなことを決めさせないでほしい。

「そうよ、シド。余計なことを言わないで！」

「変な口を挟まないの」

「シッシッ！」

　リタ、ミレア、ララベルにまで邪険に扱われるシドはかわいそうだった。




　ダンジョン探索は相変わらずのろのろと進み、三日目にして地下六階にようやく到達した。僕らを取り巻く状況も少し変化している。

　いちばん変わったのは、パミューさんたちの天幕に僕が呼ばれなくなったことだ。それまでは食事を作って届け、おしゃべりを楽しんだりしていたのだけど、今ではエイミアさんができあがった食事を取りに来るだけになっている。

　パミューさんだけでなく、エリシモさんもよそよそしくなってしまった。

「殿下たちは非常に気落ちしていてな……。君がかわいかったぶん、落胆も大きかったようだ」

「落胆って、どうしてですか？」

「それは……、かわいい娘の婚姻のとき、父親は寂しさを感じるというだろう？　それに近いものがあるんじゃないか？」

「僕が娘ですか？」

「物のたとえだよ。かわいい弟の恋人に姉が嫉妬するようなものと言った方がわかりやすいかもしれないな」

　それならなんとなくわかった。ただ予想外だったのは、思っていた以上にパミューさんの嫉妬が深かったことだ。

　その日を境に、メリッサを指名する命令が激増してしまった。

　危険な偵察任務や、伝令役、果てはゴミ拾いや、トイレの穴を掘る作業までさせられる始末だ。まるでドラマに出てきそうな意地の悪い小姑みたいである。

　僕はなるべくメリッサを手伝ったし、メリッサも嫌な顔をせずに命令を遂行していた。二人でやればゴミ拾いも穴掘りも、それなりに楽しかった。

　でも、そんな僕らを見たせいだろうか？　パミューさんの態度はさらに冷たくなり、エリシモさんも表情を固くしていった。

　ずれてしまった人との関係は僕の『修理』でもなおせない。わだかまりの解けないこのような状況であったが、調査隊はついに地下七階までやってきた。




　地下七階はエリシモさんの指定するルートで進んだ。

　帝国によるダンジョン調査が始まる前、僕らは十日間にわたり地下七階でゴーレムを狩りまくっている。そのせいもあって敵となるゴーレムは一体も現れていない。おかげで進行速度は速かった。

　隠し階段を出現させるためのルートは非常に複雑だった。普段ならほとんど行かないような場所や、同じ回廊を二周回ることさえもあったくらいだ。

　さんざん遠回りをして、僕らは西の隅っこまでやってきた。

「おい、この先は袋小路じゃなかったか？」

　道を覚えるのが得意なシドが囁く。

「うん、そのはずだよ。ここは何度も来たから僕も憶えている」

　あと二十メートルも進んで右に曲がれば、行き止まりになっているはずだ。ところが、通路の端にたどり着いた僕らの目の前に、見たこともない下り階段が出現していた。

「こいつは驚いたな……」

「シド、今日のルートは記録してある？」

「もちろんだ。これでいつでも地下八階に行けるぜ」

　さすがはシドだ。ことマッピングについてなら誰よりも頼りになる。今後は地下八階で魔結晶を採取できるようになるぞ。

「黒い刃のメリッサ！」

　パミューさんがまたもやメリッサを呼び出していた。

「……」

　メリッサはもう慣れたといった感じで、無言で命令を待っている。

「下の様子を見てくるんだ」

　また嫁いびりをしているな。

「メリッサ、一緒に行こう」

　僕が声をかけるとパミューさんが激高した。

「私はメリッサに命令しているのだ！」

「だけど、今のメリッサはデザートホークスの臨時メンバーです。だから僕も一緒に行きますよ」

　そんな僕を見てオーケンが余計な口を挟む。

「おうおう、自分の女にカッコいいところを見せたいわけだ。ガキが色気づきやがって」

「仲間のためだ。指名されたのが他のメンバーだったとしても僕は一緒に行くよ」

　横目でにらみながらオーケンに言い返した。

「お姉さま、ここは二人に行かせましょう」

　エリシモさんが困った顔でとりなそうとしてくれる。

「ふん、勝手にしろ！」

　パミューさんは不貞腐れたように言い放った。




　僕はフレキシブルスタッフを、メリッサは氷狼の剣を構えながらゆっくりと階段を下りた。

　調査隊のメンバーでこの先の状況を知る者は一人もいない。完全な未知の領域である。どんな魔物が生息しているかもわからないので、僕たちは慎重に足を運んだ。

　調査を初めてすぐに、薄暗いダンジョンの奥から腹にこたえるような唸り声が聞こえてきた。しかもひとつではない。

「三体いる」

「うん、メリッサは右側をお願い。僕は中央を叩くよ」

「了解」

　簡単な段取りだけで僕たちは打ち合わせを終了する。メリッサが相棒なら詳細な戦術は要らない。戦いの中ならお互いの考えていることはすぐに通じ合ってしまうのだ。

　通路の奥から現れたのは全長が四メートルほどある四つ足のモンスターだった。ライオンの身体に人面を持ち、尾には針が無数に生えている。

「性格の悪そうな顔だけどオーケンほどじゃないな」

「気を付けてセラ。あれはマンティコアよ」

　マンティコアと言えばかなり強力なモンスターとして知られている。それが三体も同時に出てくるのだから地下八階は伊達じゃない。

　巨大な牙をむき出しにしたマンティコアが一足飛びに襲い掛かってきた。尋常じゃない瞬発力だけど、それはこちらも予測していたことだ。

　僕は手の中に隠していたフレキシブルスタッフを一気に伸ばし、飛びかかってきたマンティコアにカウンター攻撃を仕掛けた。

「グオッ……」

　刹那の間に伸びたスタッフはマンティコアの口の中を貫き、先端が頭の奥まで達していた。即死である。初見でこれを見切るのは難しかったようだな。

　実戦で使うのは初めてだったけど、予想以上に使いやすい武器かもしれない。ちょっとオーバーキルのきらいはあるけど……。

　メリッサの方も余裕のある戦いをしていた。

　氷狼の剣で二体の精霊狼を呼び出し、マンティコアを足止めさせると、すかさず宙を回転しながら首を落としていた。

　最後の一体は二人で挟んで仕留めた。

「どうだった、セラ？」

「止とどめを刺す前にスキャンをかけてみたけど、戦闘力判定はＢプラスだったよ。こんなのがごろごろいるとしたら大変だろうね」

　僕やメリッサはともかく、一般の兵士が襲われたらひとたまりもないかもしれない。デザートホークスでもまともに戦えるのはミレアくらいだろう。シドやリタ、ララベルにはちょっと荷が重い。

　これからは怪我人が増えそうだ。調査隊の中にも治癒師が何人かいるが、あの人たちだけでは追い付かなくなりそうな気がする。

「どうするの？　シドたちが危ないわ」

「ドーピングをするしかないかな」

　僕の料理には能力をボトムアップさせる力がある。こんなこともあろうかとビスケットタイプの簡易食糧にして作ってあったのだ。

「だけど、効果があるのは半日だけだ。しかも在庫はメンバーの分しかない」

　ここからはかなり厳しい戦いが続きそうだった。




　予想した通り、地下八階に進むと怪我人の数は一気に増えた。

　最前線で戦う冒険者に負傷者が多い。だが彼らは一流だけあって死人はまだ出ていない。モンスターの攻撃を熟知しているだけあって、急所の外し方が上手いのだ。死者・重傷者は側面を攻撃された帝国兵士たちに多かった。

　僕も最前列で戦いたかったけど、すぐに治療の手が足りなくなってしまった。怪我人が多すぎて、治癒師たちの手に余っているのだ。グズグズしていれば死者は増えるばかりである。

　また、ここにいる治癒師にはもげた腕をくっつけたり、欠損部位を生やしたりなんてことはできない。必然的に僕の出番は増えてしまう。

　戦闘はみんなに任せて、後方で治療に専念するしかないのだ。地下八階の奥へ行けば行くほど、僕は治療にかかりきりになってしまった。

　そんな状況の中で活躍したのは特殊部隊カジンダスの連中だ。気に食わない奴だけどオーケンはやっぱり強い。強力なモンスターを相手に一歩も引かず、襲い来る敵を片っ端から倒している。

　皇帝の特命を受けるだけの実力があるということだ。だけどやっぱりあいつはろくな奴じゃなかった……。

　そのとき僕は負傷者の治療が一段落して、たまたまオーケンの近くで戦っていた。僕のところからは奴の戦う姿がよく見える。

　オーケンはドラゴンフライを相手に双剣をふるっているところだった。槍を持った歩兵がバックアップに回り、ドラゴンフライの動きを牽制している。

　そのときだ。いきなり現れた新手が、オーケンの真上から襲い掛かった。すると、オーケンはあろうことか近くにいた兵士を盾として使ったのだ。

　兵士の肩にドラゴンフライの爪が食い込み、その寸すん隙げきを縫ってオーケンは剣でドラゴンフライの頭部を貫いていた。

「なんてことをするんだ！」

　思わず抗議の声を上げていた。慌てて駆け寄ると、オーケンは負傷した兵士をこちらに投げて寄こした。

「俺がやられていたら、どうせこいつも死んでいたさ。こうやって役に立てたんだ、こいつにとっても名誉ってもんだぜ」

　ぬけぬけととんでもないことを口走っている。

「アンタ、碌ろくな死に方をしないよ」

『修理』で兵士を治療しながらオーケンを睨んだ。

「気に食わないのはお互い様さ。相手ならいずれしてやるぜ。お姫様たちのいないところでな」

　オーケンは悪態をつきながら行ってしまった。




　地下八階で調査隊は二十四人もの死者をだした。いずれも即死だったからだ。負傷で済んだ人はどんなに重症でも僕が治している。

　兵士たちにはとにかく急所をしっかりガードするように伝えておいた。死にさえしなければ『修理』でなんとかできるのだ。

　大きな犠牲を払ったために調査隊の人々の間に重苦しい空気が流れていた。地下八階はこれまでよりずっと危険な階層であることは誰の目にも明らかだったのだ。

　パミューさんも暗い顔をして黙々と歩いている。もういつもの元気はどこにもない。小さな影に怯える姿は見ていて痛々しいほどだ。いまだに僕とはあまりしゃべらないけど、前のように拒否する態度はなくなっている。

　少しだけ元気づけてあげたいな、そう考えて飲み物を差し入れた。

「パミューさん、水分補給をしてください。ここに特製のスポーツドリンクを作っておきました」

「セラ……」

　パミューさんはスポーツドリンクがなにかとも聞かず、ぼんやりとした顔で水筒に口をつけた。元気が出る成分を入れておいたけど、一口だけじゃ効果がないかな？　彼女の顔色は暗いままだ。

「大丈夫ですよ。これ以上の犠牲が出ないように僕も頑張りますから」

「……セラは優しいな。冷たくした私に怒っていないのか？」

「メリッサに無茶を言うことに対しては怒っています」

　気持ちははっきりと告げておいた。

「そ、それは……しょうがないだろう。セラの婚約者というあの女が憎たらしくて仕方がないのだ」

　さすがは第一皇女様、清々しいまでの開き直りっぷり！

「そんなことを言わないでください」

「私はずっとセラをそばに置いておきたいのだ。誰にも渡したくない。どうしてわかってくれない？」

「パミューさんこそわかってください。僕は籠の中の鳥は嫌なんです。でも、自由にさせてくれれば、きっとパミューさんを助けてあげますよ」

「…………考えておく」

　パミューさんはそう言って、もう一口水筒のスポーツドリンクを飲んだ。そのせいだろうか、頬に赤みが差したパミューさんは少しだけいつもの元気を取り戻したように見えた。




　大きな犠牲を払いながらも、エリシモさんの案内で地下八階を抜け、ついに僕らは下り階段を発見した。だが、ここで新たな問題が立ちふさがる。なんと、たどり着いた地下九階が水没していたのだ。

　幅は広く、大きな駅の地下へ下りるような階段である。けれども途中から水が現れ、その先には進めなくなっているのだ。

　いつもなら無茶な命令をしてくるパミューさんも、このときばかりはメリッサに偵察をしてこいとは言わなかった。ドリンクの差し入れが効いたのか、多少の分別を取り戻したようだ。

　水は澄んでいたけど、奥の方は暗くてなにも見えない。どんな敵が潜んでいるかもわからない状況だった。

「僕が見てきます」

　偵察役を買って出た。

「セラ、無茶な真似はよせ。よく考えてから行動しよう」

　パミューさんはそう言ってくれたけど、僕だって考えもなく志願したわけじゃない。

「実はグランダス湖で遊ぼうと思って作ったいいものがあるんです」

「いいもの？」

「水の中で息をする装置ですよ。たまたまタンクの中に置きっぱなしにしてあったのを思い出しました」

　これは紫晶の力を借りて、電気分解により水から空気を作り出す装置である。

　紫晶と緑晶を百ｇずつ入れれば、十五分ほどの連続使用が可能になる。スキューバダイビングで使うレギュレーターとタンクを一体化して、超小型化した感じだ。

　行こうとしたらパミューさんが後ろから声をかけてきた。

「セラ、すまんが頼む。気をつけてな……」

　なんだか以前のパミューさんに戻っている。少しは落ち着いてくれたみたいだ。

「任せてください。帰ってきたらお茶にしましょう。約束のチーズケーキを焼きましたから」

　パミューさんの顔から少しだけ緊張の色が消えた。

「そうか、楽しみにしているぞ。きっと無事に帰ってきてくれ」

　天井と水面には五十センチほどの隙間があったが、他はどこも水浸しだ。どうやらこの階層は完全に水没しているみたいだ。

　僕は空気の吸入口を咥くわえ、覚悟を決めて水中へ飛び込んだ。




　デザートホークスの標準装備であるヘッドライトは明るく、水中でもじゅうぶんな視界を保ってくれた。いまのところモンスターの気配はない。モンスターたちもこの水で死んでしまったのだろうか？

　しばらく水中を進んでから水面まで上がり、周囲の様子を確認した。他の場所も水面と天井の間にわずかな隙間がある。小舟を用意すれば下り階段に向かう場所へは行けそうだ。

　エリシモさんの話によると、下り階段はロックされているらしい。そんな状況で扉を解除したら、下の階層に水が流れ込んでしまいそうだからなにか対策を考えなくてはならないな。

　おや、あの音はなんだろう？　通路の奥の方からザーザーと水が流れ落ちる音が聞こえてくる。僕は音のする方へ泳いでいった。

　そこは地下九階の最東端だった。どういうわけか天井の一部が崩れ、そこから水が流れ出してきている。

　これはどういうことだろうと、壁の奥を調べてみると、巨大なパイプに亀裂が入り、そこから水が溢れ出しているのがわかった。

　このパイプはデザートフォーミングマシンの一部だ！　地中の水脈から水を汲み上げるパイプは何本かあるのだけど、そのうちの一本が破損していたようだ。そのせいで地下九階が水没してしまったのだな。

　壊れたパイプを『修理』で直し、みんなのところへ戻った。




　水から上がるとメリッサがタオルを手渡してくれた。階段の踊り場には火が焚いてあり、いつでも暖が取れるようにしてあった。仲間というのはありがたいものである。

「誰か、セラに温かい飲み物を持て」

　パミューさんも僕を労ってくれる。お茶の入ったカップを受け取りながら、この階層の様子を報告した。

「地下九階が水没していた原因ですが、天井からの水漏れでした。すでに水は止めてあるのでこれ以上増えることはありません」

　パミューさんは腕組みをして考えている。

「そうか、ご苦労だったな。だが水が引かなければ地下十階に下りる階段のところまでたどり着けないな。いつになったら水がはけることやら……」

「この階層は非常に気密性が高く作られているようです。自然に排水されるのを待っていたら何十年もかかってしまうでしょう」

　床も壁もコンクリートのような構造をしていたのだ。あれでは一朝一夕に水が引くことはなさそうだ。

「それはまずい。なんとか手はないだろうか？」

「天井と水面の間には隙間があるので、小舟を使って進みましょう」

「小舟か。いったん地上に戻って資材を運ばなければならないな」

「それには及びませんよ。材料なら目の前に嫌というほどありますから」

「そんなものがどこに……」

　僕はメリッサの方へ向き直った。

「メリッサ、お願いがあるんだけど」

「どうするの？」

「氷を作って」

　僕が思いついたのは氷のボートだ。メリッサ得意の氷冷魔法を使って、水を氷塊にしてもらい、僕が『作製』でボートに加工していくというアイデアだった。

　メリッサが氷狼の剣を抜くと張り詰めた寒気とともに精霊狼が現れた。精霊狼は白い息を吐きながらメリッサの周囲を巡り、ひとつの領域を形成していく。

「銀ぎん狼ろう氷ひょう結けつ門もん」

　領域の中でキラキラと氷の結晶が舞っている。あれがダイヤモンドダストか。あまりの低気温に空気中の水蒸気が細かい氷の結晶となってきらめいているのだ。

　結界の中の気温はマイナス五十度に至るらしい。あの中では氷冷魔法の効果は数倍に高まるそうだ。

「セラ、いい？」

　メリッサの準備ができたようだ。

「いつでもいいよ」

　頷くと、メリッサは両手を広げて胸の前に青く光る魔法陣を作り出した。魔力の波動が周囲にもビリビリと伝わってきて、見守る人々もその迫力に言葉を失っている。そのような状態でメリッサは水の上へと足を踏み出した。

　誰もが彼女が水の中へ沈んでしまうと思った。ところが、メリッサが足を置いた部分は瞬時に凍り付き、氷でできた蓮の花のようになって水の上に浮かんでいるではないか。メリッサはその中に座ると、静かに息を吐いた。

　込められた魔力が臨界へ達し、水面を滑るように青い光が放射状に広がっていく。周囲で見ている人々はまつ毛まで凍り付き、その様子を直視できないほど寒くなった。

　やがて水音を立てながら、無数の氷塊が水面に浮かび上がってきた。どれも完璧な直方体で、幅は七メートル、高さ一メートル、奥行きも一メートルはある。わかってはいたことだけど、メリッサの氷冷魔法には改めて度肝を抜かれてしまった。
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　僕は次々と生み出される氷に触れ、『作製』を使ってボートの形にくりぬいていく。こちらはたいした作業じゃない。できあがったボートは兵士たちが階上に引き上げて並べていた。

　一時間もかからずに氷のボートが百艘もできあがった。これだけあれば調査隊全員を乗せることができる。僕たちは古文書に記されたルートに従い、地下へ降りる階段を目指した。




　地下九階では魔物の襲撃がなかったので探索速度はかなり上がった。トラップなどもすべてが押し流されてしまったようで、気にする必要はない。

　水が溢れたのでモンスターたちはひとつ上の地下八階に逃げたのだろう。たまにモンスターの水死体が浮かんでいることもあったけど、こちらは逃げ遅れて溺れ死んでしまったようだった。

　二時間ほどかかって、僕らは階段があるとされる地点までやってきた。当然ながらここも水没している。

「たぶんここで間違いないわ」

　エリシモさんが周囲の景色を見ながら確認していた。

「この下にロックを解除するための装置があるはずなんだけど」

「どんな装置ですか？」

「古文書には、このブックカバーをはめ込むと扉が開くとあるわ」

「では、水をなんとかしないとダメですね」

　僕が潜って扉を開くという手もあるけど、そんなことをしたら地下十階に水が流れ込んでしまう。濁流にのみ込まれて誰も助からないだろう。そこで再び僕とメリッサの出番である。

「メリッサ、この区画の水を凍らせてくれないかな？」

「うん、やってみる」

　ボートの上に立ったメリッサが魔法をふるい、周囲の水をすべて凍てつかせた。

　調査隊はずっと氷のボートに座りっぱなしだったし、今や周りが氷で覆われているのでガチガチと歯を鳴らしながら震えている。

　リタなんてフレイムソードを最弱の設定で起動し、抱きしめて暖を取っているほどだった。

　辺り一面が凍ってしまうと『解体』を使って氷を削りだし、堤防を作りながら床を掘り進めた。やがて、扉を開く装置が露出する。

「エリシモさん、装置が出てきましたよ！」

　上に向かって呼びかけると、氷の階段をエリシモさんが下りてきた。

「うん、これよ。水に浸かっていたみたいだけど、壊れていないかしら？」

『スキャン』で確かめたけど問題はなさそうだ。

「平気みたいですよ。危険があるといけないので僕が開けます。エリシモさんは下がっていてください」

「お願いね」

　古文書を受け取り、溝になっている部分にはめ込んだ。

　金属製のブックカバーはきっちりとはまり、周囲の文字盤が光り出す。古文書の左上の部分も光り出し、データの読み取り作業をしているように見える。

　やがて、僕には判別できない音声が流れ出し、三重の扉が上と左右に分かれて開いた。ついに地下十階が僕らの目の前に現れたのだ。

　扉の向こう側の階段はエスカレーターで、近づくと自動的に動き出した。初めて見る動く階段にララベルが興奮している。

「なんだこれ、おもしれーの！」

「足下に気を付けてね。黄色い線の内側に乗るんだよ。エスカレーターの周りでは遊んじゃダメだからね」

　ここは本当に異世界だろうか？　室内は近未来を描いたＳＦ映画のようである。明るく光る装置がびっしりと置かれ、なにがしかのインフォメーションをあらわす文字盤が各所で輝いていた。

「すごい、すごいわ！　すべて古文書に書いてあった通りよ。しかもここまで完璧に保存されている遺跡なんて初めて」

　エリシモさんは興奮しながら周囲を駆け巡っている。地下十階にモンスターの気配はないけど、一人で奥へ行くのは危ない。

「待ってエリシモさん！」

　追いかけようとしたらオーケンの奴に邪魔された。

「そこをどいてよ。安全確認がまだなんだから」

「必要ない」

　オーケンは人を馬鹿にしたような笑みを浮かべる。

「必要ないってどういうことだよ？」

「この場所は我々の手で調査するのだ。たった今から地下十階への立ち入りを禁ずる。お前たちは地上へ戻れ」

「そんな！」

　ここまで来て地上へ戻れだって？　勝手な言い草に驚いてパミューさんを見たけど、彼女もオーケンの言葉を否定しなかった。

「ここまでご苦労だった。今回の調査に協力した者には約束通りの報酬と帝国市民権を与える。後は我々に任せて地上へ戻っていてくれ」

　つまり、僕らにこの地下十階を見せたくないってことだな。最初から、ここまで案内させて帰らせる気だったわけだ。

　僕はダンジョンの奥になにがあるか知りたくて協力したっていうのに……。

「ふう、これでやっと地上へ帰れるぜ」

「戻ったら晴れて自由の身か。お祝いにたらふく酒を飲みたいな」

「おう、近いうちにエルドラハとはおさらばするんだ。最後の思い出に酒場へ繰り出そうぜ」

　他の冒険者たちは雑談を交わしながら続々と上りのエスカレーターに乗っている。

　奥へつながる通路は兵士たちによって封鎖されてしまった。この奥にはなにがあるのだろう？　とにかくそれが気になった。

「セラ、頑張っても通してもらうことはできないぜ。俺たちも戻ろう」

　シドが僕の腕を引っ張る。僕らは冒険者たちの最後尾でエスカレーターに乗った。手すりに手をついて振り返ると、申し訳なさそうな顔をしたパミューさんと目が合った。この奥には帝国にとってかなり重要なものがあるに違いない……。

「シド、やっぱり僕は行ってくるよ」

「行くって、奥にか？」

「うん、だってなにがあるのか気になるもん。だから例の物を貸して」

「まったく、お前ってやつは……」

　呆れた顔をしながらも、シドは自分が被っていたヘルメットを脱いで渡してくれた。これはターンヘルムと言って装備者の姿を見えなくすることができるアイテムだ。

　ダンジョンの宝箱に入っていた賢者のプリズムという素材を使って僕が造ったものである。これさえあれば帝国兵に気づかれることなく侵入できるに違いない。

　僕は靴紐を直すふりをして屈み、ターンヘルムを起動させた。

「みんなは地上へ戻っていて」

「だめ、帝国がなにを企んでいるのかが気になる」

　メリッサも戻る気はないようだ。

「セラ、私たちはなにかあったときのために階段のところで待機しているわ。みんなもそれでいいわね？」

　リタの言葉に一同は頷いた。

「うん、じゃあちょっと探ってくるよ」

　下りのエスカレーターに飛び移り、僕は再び地下十階へと戻っていった。










暴かれる秘密




　狭い通路を守る兵士たちの頭上を、ターンヘルムで姿を消した状態のまま飛び越えた。音もなく着地できたので僕に気が付く者は誰もいない。

　奥の方へ行くと兵士たちが食事の準備をしている姿が目についた。近未来的な部屋の中で床に魔導コンロを並べ、鍋をかき混ぜる姿はどこかシュールだった。

　そう言えば朝に食事をしただけで、お昼ご飯も食べていない。ずっと氷のボートで移動していたから食事休憩ができなかったのだ。

　帝国兵たちは腹を満たしてから本格的な調査に乗り出すようだ。さて、パミューさんとエリシモさんはどこへ行ったかな？

　様子を窺いながら奥へ行くとカジンダスの連中が守っている部屋があった。

　オーケンのやつも仁王立ちで警護に当たっている。あいつらが守衛をしているということは、この中にお姫様たちがいるのかもしれない。すぐ隣に部屋があるから、こちらに潜り込んでみよう。




　僕が入った部屋はなにもないところだった。かつては倉庫だったのかもしれない。空っぽの棚だけがそのまま残されている。

　薄暗い部屋を横切り、パミューさんたちがいると思しき方面の壁に耳をつけてみた。だが、なんの音も聞こえてこない。

　さすがは古代文明の遺跡である。僕が借りていた安アパートとは大違いだ。

『解体』のスキルを展開して壁の一部に小さなのぞき穴を作ってみる。

　お、向こうの部屋の会話が聞こえてきたぞ。あれはパミューさんとエリシモさんの声だ。思った通り二人はこの部屋の中にいたようだ。

　向こうの部屋は煌々と明かりがともり、メインコントロールルームといった風情を漂わせていた。二人は椅子に座って光る石板を覗き込んでいる。

　エリシモさんが操作するその石板は大型のタブレットのようだ。辞書を片手に解読しながら、指で画面をフリックしている。

　画面の操作をしながらエリシモさんが口を開いた。

「冒険者たちは全員地上へ戻したの？」

「ああ、奴らにもう用はない」

「セラも帰してしまったのね……」

　責めるようなエリシモさんの言葉に、パミューさんはイライラした態度をとっていた。

「仕方がなかろう、私だって好きでセラを地上へ帰したわけじゃない。本当ならずっとそばに置いておきたかったのだ。だが、ここから先は帝国の最高機密に関わるのだ。アヴァロンがその古文書の通りのものならば、それは帝国にとって諸刃の剣になりかねない」

　またアヴァロンか、いったいどんなものなのだろう？

「わかっているわ。ただ、私は発見に舞い上がってしまって、ちゃんとお礼も言えなかったから……」

「セラには後できちんと報いてやればいい。なんなら私の親衛隊に招き入れ、ゆくゆくは隊長に据えてやってもいいと考えている。セラが隊長になれば皇帝直属のカジンダスを凌しのぐ組織になるぞ」

「はたしてセラがそれを喜ぶかしら……」

　エリシモさんは小さなため息をついた。

「あれも大人になればその価値がわかるはずだ。今はまだ遊んでいたい年頃なのだろう。エリシモだってそう思うだろう？」

　エリシモさんはなにも答えずにパネルの操作をしている。

「よし、これで地下格納庫の全システムが復旧したはずよ」

　格納庫？　ここはそういう施設なのか。だったらアヴァロンというのは……。

　エリシモさんはメモを取りながらパネルをいじり、パミューさんは無言でそれを見守っていた。二人にそれ以上の会話はなく、重苦しい時間が流れていく。だが、五分くらい経つとエイミアさんが部屋の中へ入って来た。

「報告します。封鎖されていた扉の解除が確認されました。いつでも通れます」

　二人のお姫様は立ち上がった。

「行きましょう。なんとしてもこの任務は成功させなければならないわ」

「ああ、そのために皇女たる我々が派遣されて来たのだ」

　二人はタブレットを持ち上げて部屋を出ると、カジンダスを引き連れてさらに奥へと向かった。いよいよ隠された秘密とご対面のようだ。僕も足音を忍ばせながら、みんなの後をついていった。




　長い通路をひたすら東へ進んだ。ただの通路じゃない。大きな駅ではお馴染みの、動く歩道が設置されている。水平エスカレーターというのがこれの正式名称らしい。

「床が動くぞ！」

「なんだこれは？　ははは、自分の歩行が速くなったみたいだ」

「縮しゅく地ちのスキルを得たみたいだぞ！」

　兵士たちは大はしゃぎだ。

　通路は真っ直ぐ続いて、二キロくらいは移動したと思う。ここはもうエルドラハからは少し離れた場所になっているはずだ。

　やがて一行の前に巨大な扉が現れた。

「着いたわ」

　前に進み出たエリシモさんが古文書をかざすと、何重ものロック機構が開く音がして正面の金属扉がスライドした。

　扉の向こうはだだっ広い空間だった。使い古された言い方をすれば、東京ドーム六個分くらい。天井までの高さも優に三百メートルはある。

　そんな空間の中央にとてつもなく大きな物体が鎮座ましましている。壁一面に取り付けられた照明器具の光を浴び、浮かび上がったその姿に声を上げそうになってしまった。だってそこにあったのは巨大な船だったから。

　いや、船という形容は間違っているかもしれない。そもそも砂漠に船があるのはおかしい。水なんてないんだから。

　全長は四百メートル以上、高さも五十メートルくらい、巨大ではあるが全体的に平べったい印象のフォルムをしている。これはまさに前世のＳＦアニメで観た宇宙戦艦じゃないか！

　これが宇宙へ行くことはないと思うけど、空へ浮かび上がることは想像がつく。

「すげえ……、すげえぜこりゃあ！　話には聞いていたが、まさか本当にあったとはな。皇帝陛下が青い顔をするわけだぜ！」

　全員が声を失う中でオーケン一人がはしゃいでいた。オーケンが皇帝から受けた特命というのは、この戦艦の調査と確保だったわけだ。

「エリシモ、これは本当に動くのか？」

　そう質問するパミューさんは青白い顔をしている。

「ええ、システムはすべて問題なく起動しているわ。魔力が充填され次第出発も可能よ」

「空中浮遊戦艦アヴァロンか……ついに見つけたな」

　アヴァロンとはこれのことだったのか。

「魔力の充填はまだ全体の十％ほどだけど、これだけで百二十時間の運用が可能みたい」

　こんなものが帝国の手に渡ったら世界はどうなってしまうのだろう？

　戦艦の能力はまだまだ未知数だけど、とんでもないことになってしまう気がする。まずはこれがどういうもので、どの程度の能力を有しているかを見極めるとしよう。

　エリシモさんを先頭に皇女の親衛隊とカジンダスが艦の中へと入っていく。一般兵は外で見張りをするようだ。僕は引き続き姿を隠したまま、こっそりと跡をつけることにした。




　戦艦の能力は僕の予想をはるかに超えていた。エリシモさんたちはあちこち回りながら中央制御室へ向かっていたけど、その途中には野菜プラントや工業プラント、居住区には葉を茂らせた木のある公園なんてものまで備わっていた。前世ぶりにブランコを見たよ。

「街をそのまま船の中へ持ってきたようだな」
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　パミューさんの感想は的を射ている。ここでは食糧生産から工業製品までなんでも作ることが可能なのだ。

　一行は様々な部屋を視察して中央制御室に入った。

　制御室は階段状になっていて、正面には巨大なスクリーンがあり、今は格納庫の各所が映し出されている。パミューさんたちは部屋の最上段へ移動して、艦長用の席に着いた。

　僕も中に入って話を聞こうと思ったのだが、間の悪いことにターンヘルムの魔力が切れてしまった。幸いこちらを振り返る人は誰もいなかったので、間一髪で扉の陰に隠れることができた。

　ターンヘルムは光属性の魔結晶である白晶を消費するのだが、白晶の予備は一粒もない。仕方がないので部屋の外からまたのぞき穴を作って、中の様子を窺った。

　古文書を開きながら各部をチェックしているエリシモさんにパミューさんが訊ねている。

「本当に我々だけでこの巨大な戦艦を動かすことができるのか？」

「問題ないわ。私たちは命令を出すだけでいいの」

「それはどういうことだ？」

「この船は言葉を理解して、命令を遂行できるのよ。今は会話を聞かせて、アヴァロンに私たちの言語を覚えさせているところよ。地上の音声も拾っているわ。エルドラハの人々の会話を聞けば、あと十分ほどで学習は完了するはずよ」

　細かい制御はＡＩのようなものがやってくれるということだろう。それにしてもすごい技術だ。言語を学習するのに数十分で済んでしまうのか。

　この艦のすべてをスキャンしていたら、解析の終了に何年かかるかわからないほどだ。

「船の飛行速度や武装はどうなっておりますかな？　皇帝陛下が最も関心を示されているのはその点です」

　今度はオーケンが質問している。

「詳細なデータは後で書面にして渡します。ざっと見た感じでは飛空艇など物の数にも入らない恐ろしい船のようだわ。扱いは厳重にしないと……」

「それほどですか？」

「ええ、これを乗っ取られれば帝国が滅びます」

　古代文明の戦艦は化け物か、それほどの性能を有しているとは……。

「ふふふ……そうかい……くふふふ……この船の能力はそこまでかい……あーはっはっはっはっはっはっ！　ひぃーひっひっひっ！」

　突如、オーケンは狂ったように笑い出した。

「どうしたというのだ、オーケン？」

　パミューさんは恐怖を感じたのか、一歩後ろに足を引いている。

「いーひっひっひっ、だってよぉ、これ一隻で帝国を滅ぼせるんだろう？」

「それはもののたとえです。街を制圧するには兵士も必要でしょうし、船一隻では……」

「ああ、そういうのは俺の方がわかっているから説明しなくても結構だ。この船で帝国の飛空艇をすべて破壊し、制空権を握っちまえば後はどうにでもなる」

「貴様はなにを……」

　いぶかるパミューさんを無視してオーケンはカジンダスの面々に向き直った。

「おいお前ら、世界を手に入れてみないか？」

　こいつ、まさか……？　慌てて飛び出そうとしたけど遅かった。オーケンはパミューさんの首筋にナイフを突きつけている。

「俺についてくるって奴はいないか？　世界の半分をくれてやるぜ、お前たちで仲よく分ければいい」

　カジンダスの連中は言葉を失ったが、誰もオーケンに逆らう様子をみせない。

「おいおい、今の生活に満足している奴なんて一人もいないだろうが。こいつの性能は聞いての通りだ。俺についてくれば領主や国王になれるんだぜ。なんでも好き放題だ」

「…………」

「まだ腹が決まらねえか？　どんなにうまくやったところで、このまま歳をとっていずれは除隊だ。恩給で安酒を飲みながら昔の武ぶ勲くんを誇る未来しか俺たちにはねえんだぞ。それだって任務で死ななければの話だぜ」

「殿下を放せ！」

　斬りかかった騎士を一刀のもとに返り討ちにしたオーケンが話を続ける。

「お前らだってわかっているだろう？　悲惨な兵隊の末路を。脚や腕を失くして物乞いに身を落とした同僚を何人見てきた？　今俺たちの目の前にはチャンスが転がっているんだ。権力と金が欲しくないのか？　どうだ？」

　カジンダスの一人が素早く剣を抜いた。そして傍らにいた騎士の腹を刺す。

「俺は隊長についていくぜ！」

「そうこなくっちゃな。ラウム、お前には国を三つくれてやるぜ！」

　こうなると他のカジンダスの反応も早かった。すぐに武器を抜くと近くにいた親衛隊に斬りつけたのだ。こう言ってはなんだが、パミューさんの親衛隊はカジンダスの相手ではなかった。あっという間に切り伏せられ、ことごとく絶命してしまう。

　最後まで抵抗していたエイミアさんも腹を剣で突き刺されてその場に倒れた。すぐに飛び出して行きたかったけど、僕はぐっと堪えた。

　相手がオーケン一人なら勝てると思うが、ここにはカジンダスの腕利きが五十人もいるのだ。さすがに僕一人では荷が重い。

　万が一僕がここで倒れたらこの事件を外に伝えることもできなくなってしまうのだ。

「貴様、このようなことをしてただで済むと思っているのか！」

　怒鳴りつけるパミューさんの頬をオーケンは張り手で殴りつけた。

　パンッ！

　乾いた音が室内に響き、パミューさんが呆然とした顔をしている。皇女であるパミューさんが殴られるなんて初めての経験なのだろう。

「なっ……」

「ギャーギャーうるせえんだよ！　お前なんか単なる人質だぜ、古代言語のわかる第二皇女様と比べたって数段劣る人質だ。身の程を弁えろってんだよ」

「クッ……」

　パミューさんは口の端から血を流しながら悔しそうにオーケンを見上げた。

「そうそう、大人しくしていろよ。そうすれば生かしておいてやるからな。誰かパミュー殿下を監禁しておけ」

　二人の部下がパミューさんを連行していってしまうと、オーケンは舌なめずりしながらエリシモさんに向き直った。

「それじゃあ、この船のことをじっくりと教えてもらいましょうかね、エリシモ殿下」

　オーケンはエリシモさんの肩に馴れ馴れしく手をまわしてくる。エリシモさんは青い顔をして震えていた。

「とりあえず死体を片付けろ。それが済んだらエリシモ先生の特別講義だ！」

　オーケンの弾む声が忌々しく中央制御室に響き、慌ただしく人が動き出す。

　くそっ、このままにはしておけないけど、とりあえず運び出された死体を確認しないと。まだ息のある人がいるかもしれない。




　死体は無造作に廊下へ放り出された。カジンダスの奴らが去ると、僕は大慌てで親衛隊員の体を確認していく。

　この人もダメか。こっちは出血多量によるショック死だ、たぶん即死だな。絶望で頭が痛くなってくる。

「……ぐ…………」

　今、人の声が聞こえたような……。

　どこだ!?　どこから聞こえた？　もう一度なにかサインを出してくれ。

「で……んか……」

　か細い声の先に血だらけのエイミアさんが横たわっていた。

　僕は弾かれたようにエイミアさんの体に取り付き、間髪を入れずに『修理』を施していく。そして耳元で囁ささやいた。

「絶対に大きな声を出さないでください。このまま死んだふりですよ」

「セラ……君……？」

　朦もう朧ろうとした声でエイミアさんが囁きかえしてくる。幻を見ていると勘違いしているようだ。

「そう、僕ですよ。ほら、手を握ってください」

　すぐに『修理』が進み、エイミアさんの手に力がこもった。

「セラ君！」

「静かに。隙を見てここを離れましょう。まずはパミューさんを探さないと」

「承知した。助かったよ、セラ君」

　エイミアさんの治療が終わると他の隊員の体も確認したが、助けられる人は誰もいなかった。カジンダスは腹が立つほどのプロフェッショナルぶりを発揮して、丁寧に止めを刺していたからだ。エイミアさんが助かったのは、ほとんど奇跡に近かった。

「残念ですが行きましょう」

「だが、エリシモ殿下はどうする？」

「オーケンたちにとって古代言語が読めるエリシモさんは重要人物です。すぐに命を取られることはないでしょう」

「それもそうだな。よし、パミュー様を探そう」

　僕らはパミューさんを探すべく動き出した。




　パミューさんの行方はすぐに判明した。大きな声で見張りの二人を怒鳴りつけていたからだ。通路にまで怒声が響いている。

　いつものように隣の部屋へ忍び込み、のぞき穴を作って様子を窺った。パミューさんはロープで体を拘束されたまま椅子に座らされており、傍らにはカジンダスの二人が見張りをしている。

　大声で叫ぶパミューさんに対して、見張りの二人はうんざりしたような表情をしていた。

「お前たち、考え直すのなら今のうちだぞ！　今ならお前たち二人の罪は問わん。それどころか、私を開放すれば救国の英雄として爵位を授けてやってもいい！」

　パミューさんは一生懸命自分を逃がすように説いていたけれど、見張りの心を動かすことはできないでいるようだ。

「男爵ではどうか？　なんなら領地と子爵位をくれてやるぞ！」

「黙っていろ。肉を切り裂くぞ」

　頬にピタピタとナイフを当てられ、パミューさんは息を呑んだ。ナイフの先端がゆっくりとパミューさんの顔を這っていく。

「少しでも動けば、お前の顔に傷がつく。たとえそうなったところで人質としての価値は変わらんさ。喚きたければ喚け。お前が選んでいいぞ」

「……」

　押し黙ったパミューさんの瞳から涙がこぼれた。

「見ろよ、あのパミュー殿下が泣いているぜ」

　二人の男はさも可笑しそうにせせら笑う。カジンダスに馬鹿にされてもパミューさんはなにも言い返せなかった。

「解体」でロックを外すと、僕はすぐさま部屋に踏み込んだ。特殊部隊だけあって二人の反応は速かったが、雷撃のナックルを使って意識を即座に断ち切る。見張りは声も立てずに床に沈んだ。

「セラ！」

　縄を解いてあげるとパミューさんは僕に抱きついて、オイオイと泣いた。

「怖かったのだ。心細くてもうダメかと……うえーん！」

「もう大丈夫ですよ。早くここから脱出しましょうね」

「うん……、でもまだ動けないのだ。もう少しだけこうしてセラの胸に……」

　パミューさんの瞳がうるんでいる。

「殿下、お急ぎを」

　扉の外を見張っていたエイミアさんが顔を出した。

「げっ、エイミア！　い、いたのか？」

「はあ、その、先ほどからずっと……。申し訳ございません」

「い、いや、生きていてくれたのは嬉しいのだが……、今見たことはすべて忘れろ！」

「ハッ！　ただいまをもって記憶を消去いたしました！」

　絶対に嘘だ！　まったく、こんな茶番劇に付き合っている時間はないぞ。

「さあ、お二人とも行きますよ。まずはパミューさんを安全な場所までお連れします」

「エリシモとアヴァロンを放置していくのか？」

「敵の数が多すぎるんですよ。僕とエイミアさんだけじゃ鎮圧は不可能です」

「ならばどうする？」

「地下九階で僕の仲間が待機しています。エリシモさんと戦艦の奪取は、仲間と合流してからにしましょう」

　幸いカジンダスの連中は戦艦の概要を知るために中央制御室に集まっている。メインモニターには格納庫の様子しか映っていなかったから戦艦を脱出するのは難しくないだろう。

　僕らは無人の通路を出口に向かって走った。




　戦艦の出口では兵士たちが見張りをしていた。彼らはまだカジンダスの裏切りを知らない。

「おい、お前たち。二人ほどついて来い」

　エイミアさんが呼ぶと兵士たちは素直に入ってきた。

「なんでありましょうか大尉殿？」

「うむ、お前たちは少し休憩をとれ。そこの部屋を使っていいぞ。今のうちにタバコでも吸っておけ」

　エイミアさんが指さした部屋には椅子とテーブルが置かれていた。

「ありがとうございます！」

　喜んで部屋に入ろうとした兵士たちをエイミアさんが呼び止める。

「行く前に上着とヘルメットを脱いでいけ」

「上着とヘルメットをでありますか？」

「そうだ。つべこべ言わずにさっさと脱げ！」

「はい、承知いたしました！」

　兵隊は軍服を脱ぐと部屋の中へ駆け込んでいった。

　エイミアさんは通路の隅に置かれた二枚の軍服を拾い上げて、僕とパミューさんに渡してくれた。

「殿下、むさくるしい服ですがこちらを着てください。セラ君も」

　格納庫内は中央制御室のモニターで監視されている。軍服とヘルメットを着用すれば少しは偽装できると考えたのだ。

　僕の分はかなりサイズが大きかったけど、『改造』を使って袖と丈を調整してしまった。こうしてみると仕立て屋さんとしてもやっていけそうだ。

「パミューさんはどうです。服が大きくはありませんか？」

「いや、逆にちょっときつい……」

　僕は思わず赤面してしまう。見ると胸のところがパツンパツンでボタンが閉まらない状態だったのだ。

「す、すぐに直します」

　自分の軍服で余った布をパミューさんの軍服に組み合わせて、チェストを少しだけ緩くしてあげた。

「これでどうでしょう？」

「うむ、いい感じになった」

　それでもまだ少しきつそうだった。タイトな軍服姿を見たせいか、パミューさんを初めて異性として意識してしまったよ……。

　バカバカバカバカ、僕のバカ。変なことを考えている場合じゃないぞ。危険な人間が、世界で最も強力な武器を手に入れようとしているのだ。なんとしてもこれを阻止しなければならないこのときに、パミューさんの胸のことを気にしている場合か！

「行きましょう、急がず、慌てず、堂々とです」

　僕らはあたかも命令を受けた小隊のように、毅然と整列して格納庫を横切っていった。




　格納庫を出てしまうと、もう心配はなかった。エイミアさんはすぐに兵士たちを集めてパミューさんの護衛に当たらせた。

「このまま兵たちと攻め入り、戦艦とエリシモを奪い返す！」

　パミューさんは怒りのままにそう言うけれど、それは現実的じゃない。

「無茶ですよ。相手は特殊部隊のカジンダスです。パミューさんだってあいつらの実力はわかっているでしょう？」

　こちらの方が数は倍くらいいるけど、それでどうにかなるような相手ではないのだ。あっという間に皆殺しになってしまうだろう。

「すぐにデザートホークスの仲間を呼んできます。少しだけ待っていてください」

「セラがそう言うなら……」

　一刻も早く仲間と合流しなければならないな。アヴァロンが動き出したら、もう僕らの手には負えなくなってしまうかもしれない。そうなる前に食い止める必要があった。




　エスカレーターを駆け登り地下九階まで戻ってくると、みんなは昼食の準備をしているところだった。

「あ、いいところに帰ってきたね。ちょうどソーセージが焼けたよ」

　リタが串にささった大きなソーセージを突き出してきた。肉汁が溢れて、つやつやと光るソーセージは空っぽのお腹になんとも魅力的だ。僕は串を受け取りながら状況を説明した。

「というわけでカジンダスが裏切った。第二皇女のエリシモさんが人質になっているんだ。戦艦を奪い返すからみんなにも協力してほしい」

　ミレアは口をとがらせて文句を言う。

「だけどさあ、帝国に対する反逆でしょう？　私たちが手を貸す義理なんてないじゃない？」

「いや、オーケンは危険な男だ。あんなのに戦艦を好きに使わせたら世界は大混乱に陥るよ」

　シドは腕を組んで頷く。

「怪物には名刀を見せるな、って昔から言うからなあ……」

　メリッサは僕を見つめた。

「エリシモという皇女のため？」

「それだけじゃないさ」

　否定したけどメリッサは引き下がらなかった。

　その表情には戸惑いの色が表れている。少しだけ言葉を探すような顔つきをした後で、メリッサは意を決して僕に訊ねてきた。

「でも、あの皇女とキスをしたのでしょう？」

　メリッサの言葉にみんなの視線が僕に集まった。

「な、なんでそれを……」

「ダンジョンで野営をしていたときにセラたちの会話が聞こえてしまったの……」

　エリシモさんが僕を訪ねてきた晩のことか。

「でもあれは――」

「わかっている。セラが望んでしたことじゃないって……。お願い、セラの本当の気持ちを聞かせて。正直に打ち明けてくれたら、その答えがどうであれ私はセラに協力する。もしセラがあの皇女を助けるために命を懸けるのなら、私もそれに付き合うわ」

　メリッサの優しさに胸が痛くなる思いだった。メリッサは僕の気持ちを確認したいんだな。

「わかったよ。偽りない僕の気持ちを言う。エリシモさんを助けたいというのは本当だ。でもそれは愛情とかじゃない。シドが捕まったとしても僕は助けに行くよ。それと同じ気持ちなんだ。大切な人ではあるけど、恋愛とかじゃないんだ」

「うん」

「それに、みんなはまだ戦艦をその目で見ていないからわかっていないと思うけど、あれは本当に危険なものなんだ。オーケンみたいな奴に渡しちゃいけない。そして……」

　僕は言葉を区切って周囲に人がいないかを確認した。それから、大切なことを仲間に打ち明ける。

「帝国にだって渡しちゃいけない代物だ」

　デザートホークスたちの瞳がキラリと輝いた気がした。

「つまり、私らでいただいちゃおうって話か？」

　ララベルが興奮したように立ち上がる。

「いやいや、あんなものは壊しちゃった方がいいんだよ。僕は壊れた残骸から使える部品を拾い集めたいだけ」

　シドが嬉しそうに僕の肩を叩いた。

「お前って奴は、いつからそんな悪ガキに育ったんだ？　つい最近まであんなにかわいかったのによぉ！」

「成長期真っ盛りだからね。それでどうする、みんなは協力してくれるかな？」

　みんなは武器を持って立ち上がってくれた。










砂漠の鷹たち




　地下十階へ戻った僕たちは、パミューさんたちと合流した。

「セラ、戻ってきてくれたか！」

「はい、すぐに出発しましょう。みんなで力を合わせればオーケンの野望をきっと防げます」

「よし、全員突撃だ。オーケンを成敗した者には恩賞を好きなだけ取らす！　一兵卒であっても職位を授けるぞ」

　パミューさんの言葉に、兵たちの士気は上がっていた。

　再び長い通路を抜けて格納庫を目指した。ところが、格納庫の手前まで来て、僕らは異変に気が付いた。

「扉が閉じているぞ！」

　パミューさんに指摘されるまでもない。何重ものロックが掛かった金属製の扉は閉鎖されていたのだ。

「あーはっはっはっ、残念だったな。もうこちらには入って来られないぞ」

　壁に設置されているスピーカーからオーケンの声が聞こえてきた。

「ここを開けないか！　命令だぞ！」

　パミューさんが叫ぶが、言うことを聞くようなオーケンではない。

「本当はお前たちなどなぶり殺しにしてやりたいところだが、姉と小僧の命を助けないとエリシモ殿下は古代語の翻訳をしてくれないからな。ありがたく思えよ」

「セラ！　お姉さま、逃げてください。早く！」

　オーケンの後ろからエリシモさんの声が聞こえる。

「エリシモ、オーケンの言うことなど聞くな。すぐに戦艦を止めるのだ」

「私には……無理です」

「それでも帝国の皇女か！　これは祖国存亡の危機なのだぞ。オーケンの脅しに屈してはならん。たとえ死んでもアヴァロンを止めろ」

「無理なのよ……、だって、言うことを聞かないとセラに向けて主砲を発射するって……」

　オーケンの奴め、僕を脅しの種に使っているのか？　もう許さない！

　怒りに任せて『解体』でロックを外そうとしたら、僕の体に電撃が流れた。

「ひゃっはっはっはっ！　言い忘れていたけど、その扉を無理に開こうとするとひどい目に遭うらしいぜ。まったく、古代文明ってのは恐ろしいよなぁ」

　攻撃性を持った防御壁か。

「お前たちはそこで俺様が世界の覇王になるのを見ておけ。この艦はそろそろ出発だ。じゃあな！」

　周囲にアラームが鳴り響き、異様な振動が体に伝わってきた。

「な、なにごとだ？」

　ふらつく身体でパミューさんがしがみついてくる。

「戦艦が動き出そうとしているのですよ。こうしてはいられない！」

　一刻も早く扉を突破しなければ。

「どうする、セラ？　マジックグレネードで扉を破壊するか？」

　ララベルが提案してくるけど、マジックグレネードの威力程度ではかすり傷をつけるのがせいぜいだろう。

「いや、扉がダメならこっちだ！」

　僕は壁に手をついてスキャンを施した。

　壁は鉄板入りの分厚いものだったけどスキルを使えば通路は作れそうだ。

　ありったけの魔力をフル回転させて壁に穴をあけていく。やがて人一人が通れるくらいの穴が壁にできた。

「よし、突入する！」

　僕は這いつくばり、匍ほ匐ふく前進で穴の中を進んだ。




　格納庫内はさっきよりも明るかった。なんと天井部分が開いていて、赤みを増した夕方の空が見えているではないか。

　周囲の様子を窺うと、異音を立てながら戦艦アヴァロンが浮かび上がるところだった。開口部から外へ出るつもりなのだ。

　全長四百メートルもの物質が浮き上がるさまは圧巻だった。しばらくは思考が停止して、言葉が出てこない。古代文明はなんてものを作り上げたんだ……。

「待て！」

　我に返った僕は走って追いかけるが、すでにアヴァロンは三十メートル以上浮かんでいた。ジャンプをしてもギリギリで追いつくことができなかった。

「遅かったか」

　僕の次に格納庫へ入ってきたメリッサも呆然と浮かび上がるアヴァロンを眺めている。

　なんとかならないのだろうか？　使えそうなものはないかと見回せば、地上に向かって伸びる鉄柱が見えた。

　あれは……エレベーターか！

「あれに乗る！」

　叫んで向かうと、穴から這い出してきたデザートホークスたちも次々と僕の後に続いた。

　エレベーターに飛び込み、すぐに上昇ボタンを押す。乗っているのはデザートホークスの仲間だけで、パミューさんたちを待っている暇はなかった。

　高速エレベーターではあったが、アヴァロンとの距離はあまり縮まらなかった。このままではオーケンを取り逃がしてしまう。僕は祈るような気持ちで上部に浮かぶアヴァロンを睨み続けた。




　エレベーターの出口は砂漠の真ん中に突き出ていた。

　以前にこんなものを見かけた記憶はない。おそらく格納庫の天井が開いたときに出現したのだろう。

　僕たちが地上へ着いたとき、アヴァロンはすでに大地から百メートル以上も上昇していた。

「ミレア、僕を抱えてあそこまで飛べる？」

「夜ならそれも可能だけど、まだちょっと無理だわ……」

　マントで直射日光を遮りながらミレアは答えた。

　ヴァンパイアである彼女にとって、太陽光線は殺人光線と同義だ。日の光が注いでいるうちは百％の力が出せないのだ。

　太陽が沈むまではあと一時間くらいかかりそうである。

「くっそぉ、もう、手はないのかよ！」

　ララベルが悔しそうに空を見上げる。

「いや、まだ手はあるさ！」

　僕はグランダス湖の湖畔にある自分の工房へ向かって走り出した。




　砂の上を全速力で走ったので他のメンバーとの距離がだいぶ空いてしまった。唯一の例外はメリッサだけだ。彼女だけは僕の脚力についてきている。

「どうする気？」

「シルバーホーク０式で追いかける」

　試運転もまだの機体だけど、もうそれしか方法がない。

「ついにアレが飛ぶのね」

「だけど、ひょっとしたら空中でバラバラになってしまうかもしれないんだ。特に無理な飛行をすれば……」

　戦艦からの攻撃だって考えられる。急旋回なんてしたらどうなるかはわからない。できることならメリッサには乗ってほしくないというのが本音だ。

「それでもいい、セラと一緒なら怖くない」

「メリッサ……」

「あいつを落っことしに行こう」

　メリッサは僕をピクニックに誘うみたいにそう言った。僕らの飛行機が壊れるだなんて微塵も考えていないような笑顔だ。

「わかったよ。一緒に行こう」

「うん！」

　タロスと剣の闘神に手伝わせてシルバーホーク０式を工房から引っ張り出した。浮遊装置、推進器、すべての計器はオールグリーンだ。

「よし、出発するよ！」

　後部座席にメリッサが滑り込む。と、ここで追いついたシドとリタとララベルがシルバーホーク０式の脚に飛びついた。

「みんな！」

「私を置いていくなんてひどいよ、セラ」

「そうだそうだ！　このグレネードをあのデカブツに食らわせてやるんだから」

「いいから、さっさと飛べよ。置いていかれちまうぜ」

　もうあれこれ言っている暇はない。

「みんな、しっかり掴まっていてね。シルバーホーク０式、発進する！」

　機体がふわりと持ち上がると同時に二基のプロペラが回転速度を上げて、シルバーホーク０式は緊急発進した。

　目指すは西に遠ざかる巨大戦艦だ。あれをなんとかするには、オーケンたちが戦艦の運用に慣れていない今が最後のチャンスだろう。

「このままアヴァロンの甲板を目指して突撃するよ。まともな着艦は期待しないでねっ！」

　乾いた大地にプロペラの唸りが大きく響き渡った。




　小型機なのでスピードはシルバーホーク０式の方があり、アヴァロンに追いつくのは簡単だった。だが戦艦からの魔法攻撃は激しく、取り付くのは難しい。

　機銃のような武装から飛んでくるのは無属性のエネルギー弾だ。弾幕が厚い、これじゃあ近づけないぞ。

　不意に後部座席のメリッサが立ち上がった。

「なにをするんだ、メリッサ？　危ないぞ！」

　エネルギー弾は機体をかすめて飛んでいる。当たればタダでは済まないはずだ。

　だがメリッサは無言のままに氷狼の剣を抜き、精霊狼を二体召喚した。精霊狼は銀の尾を引きながら砂漠の空を走っていく。彼らの軌跡に靄もやが立ち上がった。

「そういうことか！」

　精霊狼の作る靄が煙幕のように広がっていく。シルバーホーク０式はその中を飛び、翼に損傷を受けながらもアヴァロンの甲板に不時着した。ほとんど追突といっていい着地だった。

「いたたたた……。みんなケガはない？」

「けっこう重症だよ」

　肩を押さえたリタが答える。

「アタシも脚が……」

　ララベルのパンツには血が滲んでいた。

「腰が、腰がぁ……」

　シドもか……。

　僕は大急ぎで皆を『修理』で治療した。

「とんでもねえ無茶をしやがって。まあ、治ったからいいけどよお……」

　シドが腰をさすりながらブツクサ言っている。

「ほんとに、セラじゃなきゃ完全な自殺行為だよね」

「ごめんよ、リタ。もう痛くない？」

　皆の傷を治して、どこから内部に入ろうかと考えていたら、正面にあった鉄の扉が左右に開いた。

「いよぉ、セラ・ノキア。こんなところまでご苦労なこった。せっかく来たんだ、歓迎してやるぜ」

　人を馬鹿にしたような態度のオーケンが、部下を従えて現れた。

　カジンダスは素早く動いて僕らを半包囲する。五十対七だから完全に優位に立っているつもりだな。だけど、砂漠の鷹は一筋縄じゃいかないんだぞ。

「エリシモさんを返してもらおうか」

「そうはいかねえ、あの女にはまだ用があるんだ」

「彼女をどこにやった？」

「心配するな、丁重に扱っているさ」

　どこかで見張られているのだろう。これ以上の問答は時間の無駄だな。

「カジンダスの武器には毒が塗ってあるぜ。それから、あいつらは全員暗器を使うから気を付けろよ」

　シドの忠告にオーケンが目をむいた。

「詳しいな。お前何者だ？」

「別に大したもんじゃねえ。通りすがりのイケオジさっ！」

　シドのガントレットからボルトが連射され、それが開戦の合図となった。

　接近戦を仕掛けてくると思いきや、奴らは全員で小さなナイフを投げてきた。

　さすがは特殊部隊だけあって戦い方も尋常じゃない。しかも集団戦に長けている。次々と飛来するナイフには毒が塗ってあるようだ。初手は完全に奴らが優勢だった。

　だけど、敵にいつまでも好きにやらせるデザートホークスじゃない。傷を負いながら投げたララベルのマジックグレネードが炸裂すると、奴らの包囲網が一時的に崩れた。

「メリッサ、リタ、頼む！」

　合図とともに二人が高速で踏み込んでいく。バックアップはシドとララベルだ。

「くそ、なぜだ？　どうしてこいつらには毒が効かねえ？　とっくに動けなくなっている頃合いだぞ！」

　それは僕が定期的に『抽出』で毒を抜いているからだ。こいつらには教えてやらないけどね。ただ、戦闘の中での手当なので完全に抜けていないのが難点だ。おかげで皆の動きもベストな状態とはいいがたい。

　フレキシブルスタッフの攻撃を受けたカジンダスの剣が砕けた。おそらく剣を握っていた手の骨も無事では済まなかっただろう。

　一打ちごとに敵を薙なぎ払い、僕はオーケンへと迫る。僕も含めた全員が満身創痍の状態だけど『修理』を使う暇まではない。なんとか毒だけを抜いて、武器をふるい続けた。

　時間が経過して半分以上のカジンダスが倒れた。オーケンも自分の不利を感じて逃げ出す算段をしたようだ。

「くそ、お前たち、あいつらを阻止しろ！」

　後を部下に任せて戦艦の内部に入っていく。

「ここは任せて、セラは奴を追って」

「でも、奴らの武器には毒が」

　カジンダスの遺体を探っていたシドが小さな小瓶を取り出した。

「解毒薬なら見つけたぜ。安心して行ってこい」

　さすがは元カジンダスにいただけのことはある。

「すまない。頼んだよ」

　僕は単独でオーケンを追った。




　オーケンの居場所は想像がついた。おそらく中央制御室だ。エリシモさんを人質にして、きっとそこに立てこもっているはずである。一度は来たことがある場所だったので、僕は真っ直ぐに中央制御室を目指した。

　途中で隔壁が何枚も下りていたけど、そのつどロックを解除したり、壁に穴をあけたりして進んだ。少し時間はかかったけど、中央制御室のロックもなんとか開錠してしまう。

　穴から現れた僕を見て、オーケンは色を失っていた。

「なんなんだよお前は！　どうして扉を開けられる？　どうしてしつこく追ってくるんだよっ！」

　双剣を振り回しながら駄々っ子のように喚いている。その腕には怯えるエリシモさんが抱え込まれていた。

「オーケン、エリシモさんを返せ！」

　階段を踏み出そうとすると、オーケンが声を荒げた。

「おっと、それ以上近づくんじゃない。近づけばエリシモ殿下の命はないぞ」

　奴の目は本気だった。もともと人殺しを厭いとうような性格じゃない。

「俺がこの女を殺さないと思ったら大間違いだぜ。古代語を読める人間は他にもいる。そいつらをさらってくりゃあいいだけのことだ」

　おそらく、オーケンは本気でそう考えているんだろう。

「なにが望みだ？」

「武器を捨てて大人しく投降しろ。そうすれば命だけは助けてやる。エリシモ殿下のためにな」

「そんな要求は呑めない」

　断ると、オーケンはわざとらしい溜息をついた。

「おいおい、そりゃあないんじゃないか？　エリシモ殿下が死んじまうぜ。このお姫様はよ、愛しいセラちゃんのために国を売ったんだぜ。なんでも言うことを聞くからセラを殺さないで、ってな！」

「やめてっ！」

　絶叫しながら、エリシモさんが僕に古文書を投げて寄こした。完全に油断していたらしく、オーケンも古文書が僕の手に渡ることを許してしまう。

「それにはアヴァロンの運用方法が書かれているわ。セラ、それを持って逃げて！」

「このアマめ……」

　オーケンの左手がエリシモさんの首にかかり、指がめり込んでいく。

「うぐっ……」

　呼吸ができなくなったエリシモさんが小さく呻うめいた。

「やめろ！」

「やめてほしかったらさっさとそいつを返しやがれ。じきに死ぬぞ」

　酸素不足によるチアノーゼが出ている。エリシモさんの顔が青く変色してきた。僕は慌てて古文書を投げ返す。

「受け取れ！」

　オーケンは用心深く片手で古文書を受け取ると、エリシモさんを掴んでいた手を少し緩めた。

「ゲホッゲホッ！」

　エリシモさんの細い首にくっきりと指の痕がついている。オーケンは本気でエリシモさんを絞め上げていたのだ。

「これで振り出しに戻ったな」

　オーケンはにんまり笑うが、僕も笑顔で応じた。

「そうでもないさ」

「なんだと？」

「大事なページを何枚か消しておいたんだ」

「バカな、そんな時間はなかったはずだぞ」

　そう、本当はそんな時間などなかった。エリシモさんを助けたくてすぐに古文書は投げ返したから。でも、僕はしゃべり続ける。

「嘘だと思うんなら調べてごらんよ。最初の百ページほどが白紙になっているから。ページをもとに戻してほしかったらエリシモさんを解放しろ」

　オーケンは再びエリシモさんの首に手をかけた。

「妙な真似をしたらこいつの首を折るからな」

　そう言って台に置かれた古文書のブックカバーに手をかけて、留め金を下に引く。すると突然ブックカバー全体が光り出し、数千という光るトゲがオーケンに襲い掛かかった。

「あっ！」

　僕は古文書に細工なんてしていない。かつて外したロックを再びかけ直しただけである。それを不用意に開けようとすれば、トラップが発動するのはご存じの通りだ。

　トラップの発動と同時に踏み込み、オーケンの肩を打って、エリシモさんを解放した。

「大丈夫ですか？」

「セラ！」

　エリシモさんが僕の胸の中に飛び込んできた。かわいそうに、ぴったりと体をつけてブルブルと震えている。白い首には絞められた痕が青黒くついていて、オーケンに対する嫌悪感がさらに増した。

「後で治療しますから、もう少し待っていてくださいね」

　強い力で縋すがり付いてくるエリシモさんを無理に離して、オーケンに向き合った。

「オーケン、諦めて投降しろ」

「うるさい！　うるさい！　うるさい！　あとちょっとだった……。あとちょっとで世界が手に入るところだったんだぞ！　それを邪魔しやがって」

　上半身に無数のトゲが刺さった状態でオーケンが喚いている。

「古文書のロックは僕以外には外せない。治療だって大変だぞ。もう、終わりなんだよ」

　そう言うと、オーケンは俯うつむいてピタリと動かなくなってしまった。

「そうかい……終わりかい……。だったら……お前ら二人とも道連れだ！」

　エリシモさんに向けて小さな暗器が飛んできた。フレキシブルスタッフで撃ち落とすと、それは四つ足の菱で、先端に毒が塗ってあるようだった。

　奴は執拗にエリシモさんを狙ってくるので、僕は守るのに手いっぱいになってしまう。

「もういやあっ！」

　恐怖で怯えたエリシモさんが、戦闘から逃れようと走り出してしまう。

「エリシモさん、ダメだ！」

　下手に動かれると守ることができない。

　チャンスと見たオーケンが五個の菱を同時に投げてきた。そのすべてを撃ち落とすことは不可能だ。こうなったら身を挺ていしてかばうしかない。

　僕は床を蹴って、エリシモさんの前に飛び出した。ところがその僕の前にさらに飛び出してきた人がいた。

「メリッサ！　どうして……」

「いいから、オーケンを……」

　即効性の毒のようでメリッサの顔から血の気が失われている。

「すぐに治療をするからね」

「そうはさせるか！」

　左右に動きながらオーケンはありったけの暗器を投げつけてきた。

　僕とメリッサは二人掛かりで飛んできた暗器を撃ち落とす。だけど、毒のせいでメリッサの動きはすでに鈍くなっている。

　僕も人をかばいながらの戦闘で菱のひとつを肩に受けてしまった。

「ぐっ……」

　不快な痛みが傷口から全身へと広がっていく。

「クククッ、どうだいカジンダスの毒は？　こいつは俺のアレンジを加えた特別製だぜ。体の中を千匹の蟻が這いまわっている感覚がするだろう？　あまりの痛みに、毒死する前におかしくなっちまうっていう代物さ！」

　確かにそんな感じがした。まず耐えきれないようなむずがゆさがきて、それが痛みへと変わっていくのだ。

　オーケンは距離をとってこちらの様子を窺っている。自分の手で止めを刺すつもりはないようだ。

「お前らがどんなに頑丈でもこの毒には勝てねえ。言っておくが解毒薬もないぞ。せいぜい祈るんだな」

　苦し気な表情を作って演技はしていたが、自分の毒はスキルで排除してある。あとはメリッサのをなんとかしないと……。あえて苦しそうな表情を作りながらメリッサに向けて手を伸ばした。

「メリッサ、最後まで一緒だよ」

　メリッサも震える手を伸ばし、僕らの指はしっかりと絡み合った。

「うん。セラの横にいられるのは私だけだから、どこだって、ちゃんとそこにいてあげる」

「そうだね。どんなに高く飛んだって、メリッサなら一緒にきてくれるもんね」

　僕らは手をつないだまま床に膝をつき、最後の瞬間が訪れるのを静かに待った。

「お祈りは終わったかい？　恋人同士が仲よく死ねるんだ、感謝してくれよ。こうしてみると、俺は恋の橋渡し役だったってわけだな。我ながら似合わない役柄だぜ」

　オーケンは双剣を構えながら慎重に僕らの方へと近づいてきた。

「セラ・ノキア、まだ意識はあるよな？　お前にはさんざん煮え湯を飲まされてきたんだ。まずは女の方から殺してやる。愛する人間が無惨に切り刻まれる姿を見せてやるぜ」

　俯いていてもオーケンの足だけはしっかりと見えた。あと三歩でフレキシブルスタッフを絶対に避けられない距離に達する。

　一歩……、二歩……、今だ！

　オーケンの体が射程圏に入った瞬間に、僕とメリッサは同時に顔を上げていた。

「なっ、お前ら？」

　二人の顔色がよくなっていたことにオーケンは驚愕していた。大きく後ろに飛ぶが、距離があくことは僕らが許さない。

「どうしてだ！　どうして俺の毒が効かない？　あれは苦心の末に作り出した特別製なんだぞ！」

「毒なら抜いたよ」

「抜いた？　それはいったい……」

「お前の毒はこれまでの人生でいちばん不快だった。借りは返す」

　メリッサが氷狼の剣をふるうと、オーケンは双剣で受けた。だが、襲い掛かる冷気に身震いしているようだ。わずかに重心を崩したオーケンに僕は追撃を浴びせた。

「これで終わりだ！」

　手にしたフレキシブルスタッフを最大限に伸ばしてオーケンを突き上げた。至近距離で伸びてくるスタッフは避けようもなく、先端はオーケンの腹へと食い込んでいく。

「グガッ！」

　オーケンの口から鮮血が溢れ、中央制御室の床が赤く染まっていく。フレキシブルスタッフはオーケンの体を貫き、すぐ後ろにあったメインコンピューターまでをも破壊していた。

「俺の……世界が…………」

　焦点の合わない瞳でメインモニターを見つめながら、オーケンはこと切れていた。モニターに映っているのは夕焼けに染まった砂漠の景色だ。

　奴はなにを考えながら死んでいったのだろう？　一瞬だけそんな疑問が頭をよぎったけど、すぐにどこかへと消えた。所詮、興味を持てるような人間ではない。

「エリシモさん」

　床にうずくまっているエリシモさんのところへ駆け寄って傷の具合を診た。

　幸い毒のついた暗器は当たっていないようで一安心だ。すぐに首を絞められた痕を治すために『修理』を施したけど、エリシモさんの表情は優れなかった。ずっと緊張のし通しだったからだろう。

「お、終わったのですか？」
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「はい、すべてカタがつきました。他の反逆者も今頃は仲間が討伐してくれているはずです」

　メリッサを見ると静かに頷いている。向こうの決着がついたから、急いで僕のところへやってきてくれたのだろう。

　突然、スピーカーから声が聞こえてきた。

《中央制御装置の損傷を確認しました。機体の維持に不具合が出ています。操縦を手動に切り替えてください。繰り返します――》

　オーケンを倒すときに中央制御室の装置も破壊してしまったからだな。不可抗力とはいえ計画通りである。これでアヴァロンも墜落するに違いない。

「エリシモさん、戦艦を操縦できますか？」

「え、それは……古文書には載っているのですが、すぐというわけには……」

　よしよし、これでアヴァロンの墜落は間違いのないものになった。

「だったら逃げ出すしかなさそうですね」

《アヴァロンは機体の制御ができません。地上への激突までおよそ十六分です》

　あれ、思ったより時間がないな。

「あの、セラのスキルで修理することはできないのですか？」

「十六分では不可能ですよ。それよりも早く逃げましょう」

「わ、わかりました」

「立てますか？」

「私、足が震えてしまって……」

「それなら僕が負ぶっていきますよ」

　そう言うとエリシモさんは悲しそうにほほ笑んだ。

「大丈夫です。自分の足で歩かないと……」

　ほんの一瞬だけ、エリシモさんとメリッサの視線が交錯していた。

「時間がありません。急ぎましょう」

　警報が響き渡る船内を僕らは甲板へ向かって走り出した。




　外に出ると、太陽はほとんど沈みかけていた。辺りは薄暗くなりつつあり、東の空には星々が瞬いている。

　残光に照らし出された甲板には無数の死体が転がり、その間にデザートホークスの仲間たちが気け怠だるそうに座っていた。

「みんなボロボロだね」

　血で汚れた顔に白い歯を見せてリタが苦笑する。

「そっちも終わったの？」

「ああ、オーケンは死んだよ。この船ももうすぐ落ちる」

「それじゃあ、さっさと脱出しようぜ！」

　元気よく立ち上がったララベルを連れてシルバーホーク０式の残骸へ近寄った。そして残骸の中からパラシュートを取り出した。

「はい、これをつけて。そうそう、バックパックみたいに背負うんだ」

「これでどうなるんだ？」

「これをつけて落ちれば自動で落下傘が開くんだ。僕特製のパラシュートだから、この高度から落ちても平気だよ」

「なるほど」

「それじゃあいくよ」

「いくって？」

「こうするの！」

　僕は腕に力を込めてララベルを船外に放り投げた。

「うぎゃあああああああ！　セラのばかああああああああっ！」

　これでよし。

「次はエリシモさんの番ね」

「わ、私もあれを？」

「もちろん。つけないと死んじゃいますからね」

「そういうことではなく、私も放り投げられるということですか？」

「そっと投げますよ……」

　大急ぎでエリシモさんにもパラシュートを取り付けて、やっぱり船外に放り投げた。

「きゃああああああああ！」

　うん、無事にパラシュートは開いているな。ララベルもエリシモさんもゆっくりと落下しているのが見える。

「さてと、次はリタとメリッサのばんだよ」

　僕は損傷しているシルバーホーク０式の機体を甲板の端っこまで引っ張っていった。

「コックピットのシートに緊急脱出装置がついているから、それに座るんだ。まずはリタ」

「うん……」

　リタは操縦席に座ってシートベルトを締めた。

「横に赤い取っ手のついたレバーがあるだろう？　それを思いっきり引っ張るんだ」

「これかな……？　うわあああああああああっ！」

　シートが斜め上に射出されて、リタは飛んで行ってしまった。パラシュートも無事に開いている。

「お次はメリッサだよ」

「だけど……」

　メリッサは不安そうな顔で僕に尋ねてきた。

「セラは大丈夫なの？」

「もちろんさ、僕とシドもすぐに脱出するよ」

　僕は笑顔で頷く。後部座席の脱出装置も問題なく動き、メリッサも同じように宙を飛んで脱出していった。

　今や辺りは真っ暗だ。今日は新月だから星が降るように輝いている。

「さてと、次は僕らの番なんだけどさ……」

　言いよどむ僕の耳にシドの笑い声が聞こえてきた。

「わかっているさ。もう脱出方法はないんだろう？」

「ごめん……」

　四人を逃がすのが精いっぱいだったのだ。

《ご注意ください。アヴァロンは機体の制御ができません。地上への激突までおよそ三分です》

　もうシルバーホーク０式を『修理』している時間も、素材を見つけてパラシュートを『作製』する時間も残されていない。

「まあ、そんなしけた顔をすんなよ。俺は斥候スカウトだから夜目が利くんだぜ。セラのそんな顔は見たくない」

「うん……」

　無理に笑顔を作ってみようとしたけど、できなかった。

「諺にもあるだろう、――西の空に太陽があるうちに生を楽しめ、しぼまないうちにその花を摘め――ってな。こうして振り返ってみても、そう悪くない人生だったぜ。最後の最後にセラに出会えたしな」

　シドはポケットからゴソゴソとなにかを取り出した。僕がプレゼントしたスキットルである。

「ふぅ、このブランデーはやっぱりうめえや。ほれ、たまにはセラも飲んでみろ」

　シドがスキットルを投げて寄こした。お酒なんてほとんど飲んだことはなかったけど、これで最後か。僕も栓をひねって琥珀色の液体を口に含んだ。

「どうだ？」

「口と喉を火傷したみたい。あ、でも、けっこう美味しいかも」

「へっへっ、そうかい。お前もいける口になるかもな。うん……なんだか、夢がかなっちまったぜ」

「夢？」

「ああ、セラが大人になったら、こうして酒を酌み交わしたいとずっと思っていた」

「シド……」

　小さいころからずっと僕の親代わりだったシド。本当は助けてあげたいけど、もう僕にはどうしようもない。

「ごめんね、シド」

「もう謝るなよ。それよりもう一口酒をくれ」

　こんな状況になってもシドは僕を恨まないんだね。ありがとう……。

　スキットルを手渡そうと立ち上がったとき、夜のしじまをぬって、声が響いた。

「闇の女王に平伏せよ！」

　あの声は。

「ミレア！」

　僕とシドは同時に叫んでいた。

「オーホッホッホ、お・ま・た・せ♡」

　沈みゆく船の甲板に赤い目のヴァンパイアが降り立った。どうやらここまで飛んできてくれたようだ。

「いい夜ね。力が漲みなぎっているわ。お姉さん、今ならセラを抱きしめて月夜の遊覧飛行が楽しめそうよ」

「おい、俺を忘れるなよ」

「あら、野暮なオジサンだこと……」

「ミレア、シドも連れて行ってね」

「しょうがないなぁ。セラの頼みなら断れないわ」

　ミレアはツカツカと歩み寄ると、僕を両腕で抱きかかえた。女の人に抱っこされるだなんて恥ずかしいけど、四の五の言っている暇はない。もう間もなくアヴァロンは墜落してしまうのだ。

　宙に浮いたミレアがシドに呼びかける。

「今夜は特別よ。シドもいらっしゃい」

　シドも駆け寄ってミレアの脚にしがみついた。

「くすぐったいじゃない、ひげを太腿にこすりつけないで！　あんたの女にチクるわよ」

「仕方ねえだろう。こうしなきゃ落ちちまうんだから」

　ミレアは黒い翼をはためかせて、アヴァロンから飛び立つ。

「どう、私ってば最高の女でしょう？」

「うん、後でレッドアイをたっぷりご馳走するよ」

「いいわね。セラの血を気持ち濃いめでお願いね」

　僕らの背後でものすごい衝突音がした。地上に激突したアヴァロンが砂煙を上げて崩れていく。

「あーらら、落っこちちゃったわねえ」

「たぶん、あれでいいのさ」

　東の空に大きな流れ星が尾を引き、地上に目を遣れば、メリッサたちが僕らに手を振っているのが見えた。










エピローグ




　発着場では三機の飛空艇が出発のときを待っていた。パミューさんとエリシモさんは本日をもって帝都グローサムへ帰るのだ。

「いろいろと世話になったな……」

　アヴァロンを大破させてしまったことでパミューさんの顔は暗かった。

「帰ったら、パミューさんが皇帝に叱られますかね？」

「皇女の位を剥奪されて、ひょっとしたらエルドラハに流刑になるかもしれないな。そのときは私をデザートホークスに入れてくれ」

「ええっ!?」

「はっはっはっ、冗談だよ。皇帝陛下が派遣したカジンダスが裏切ったのだから、私が罪に問われることはないだろう」

　それを聞いて安心した。パミューさんのことは嫌いじゃないけど、砂漠の冒険者の仲間に入れるのはちょっとね……。

　ひょっとしたらまた「一緒に帝都に来い」と言われるかと心配したけど、そんな発言もなかった。今回のことでパミューさんの性格はすこし丸くなった気がする。

　ところが驚いたことに「一緒に来ないか」と訊ねてくる人が現れた。なんとエリシモさんである。

「セラ、私と一緒に帝都にこない？　いいえ、帝都じゃなくてもいい。どこか遠い町で二人で暮らしてみない？」

　それは真っ直ぐな瞳だった。

「どういうことですか？」

「私は貴方が欲しいの。貴方がいればどこの遺跡でも怖くないし、どんな場所でも行けるわ。お願い、ずっと私のそばにいてくれないかしら？　彼女との婚約も破棄して」

　エリシモさんはメリッサのことを指さした。

　あっけに取られたパミューさんが、口をあんぐりと開けている。まさかエリシモさんがこんなことを言いだすとは考えていなかったのだろう。

　僕も少しだけ驚いた。でも、この人はいざとなると意外と大胆だったりするのだ。

「僕は僕の行きたい場所に行きます。そしてそれは貴方の隣ではありません」

「無理にでも連れて行くといったらどうする？」

「ご存じのはずですよ、それは不可能だって」

　砂漠の熱風が僕とエリシモさんの間を吹き抜けていった。

「ええ、知っているわ。それに貴方が私と一緒に来てくれないってことも最初からわかっていた。貴方の横にいられるのは、私じゃないものね……」

「エリシモさん……」

「気分を害したのならごめんなさい。でも、なにも言わずにさよならをして後悔したくなかったの。ありがとう、セラ。元気で」

　風にはためく髪を押さえながらエリシモさんは飛空艇に乗り込んでいく。彼女の指の間に僕がプレゼントした髪留めがきらめいているのが見えた。

　姿が見えなくなるまで見送ったけど、エリシモさんが振り返ることはなかった。

　残されたパミューさんはもごもごと言葉をひねり出した。

「ち、近いうちにアヴァロンの残骸を調べに調査隊が派遣されるだろう。それまではあれに近づかないように……。あー、それから、エルドラハの待遇改善については私にできる限り善処してみる。うん……それでは達者でな」

　パミューさんも飛空艇に乗り込み、三機は編隊を組んで北の空へ旅立っていった。

　僕は小さくなる飛空艇を見送りながら仲間たちに声をかけた。

「聞いただろう、近いうちに調査隊だって」

　リタがニヤリと笑う。

「だったら急がないとダメね」

　ララベルはもう駆け出す直前だ。
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「タンクを取ってくるよ。さっそく出かけようぜ！」

　シドは肩をすくめた。

「やれやれ、若いのは元気過ぎていけねえや」

　日陰で休んでいたミレアはあくびをかみ殺した。

「私は寝ているからアヴァロンのことは任せるわ♡」

　僕は傍らのメリッサに尋ねる。

「メリッサも一緒に行くだろう？」

「うん、セラと一緒に行く」

　再び強い風が吹いて砂塵を巻き上げる。僕らは背中にその風を受けながら一斉に動き出した。










あとがき




　この度は『覚醒したら世界最強の魔導錬成師でした２　～錬金術や治癒をも凌駕する力ですべてを手に入れる～』をお買い上げいただき、まことにありがとうございました。謹んで御礼申し上げます。




　本日は急に寒くなり、外は雪が降っています。暖かい地域では桜の花がほころぶ季節でしょうが、山の上はまだまだ寒いです。そんな中で、砂漠の物語を書いていました！

　いや～、物語を書く上での宿命みたいなものですよね。外が氷点下であろうとなんだろうと、頭の中では灼熱の太陽が照り付ける乾燥地帯を想像しなくてはなりません。寒さに震えながらも想像の翼を無理に羽ばたかせて、物語を書き続けました。空気の乾燥以外はなんら共通点などないのに……。

　風雪に耐え、なんとか書き上げた作品がこちらでございます。読者のみなさまにおかれましては、楽しんでいただければ幸いです。

　この度の物語では、主人公・セラとヒロイン・メリッサの仲がまた少し深まりました。こうやって、ゆっくりと二人の愛情がはぐくまれていけばいいなあ、とは思うのですが、作者には別の感情が存在します。

　実はヒロイン以外で作者の好きなキャラクターがいるのです。それは……わがまま意地悪代表のパミュー殿下です！

　ぶっちゃけ、こういうキャラクターが大好きです！　どこか憎めない意地悪さというのでしょうか。こういう人がメインヒロインで、報われる恋愛というのをいつか書いてみたいものです。

　それを言ってしまえば、リタやララベル、ミレアにエイミア、エリシモだって好きなんですけどね。本当はそれぞれの人物をお話の中心に据えたいくらいです。みなさんはどんなタイプのキャラクターがお好みですか？

　暖かくなったら、私もセラのように旅に出たいと考えています。新緑の風の中でオートバイを走らせれば、新しい物語を思いつくかもしれません。

　世界は一冊の本にして、旅せざる人々は本を一頁しか読まざるなり。

――アウグスティヌス「断片」より

　みなさまの旅が実りあるものでありますように。




長なが野の文ぶん三ざぶ郎ろう










『香りの花束を君に』




　地下六階での探索を終えた僕らは野営地に腰を下ろして休んでいた。今夜はこの場所で泊まり、明日の朝になったら地下七階へ行くことになっている。

　危険な地下ダンジョンにいるというのに、チームメンバーはどことなくウキウキしていた。なぜなら、地下六階には植物が生い茂り、砂漠では見ることのできない数々の野菜や果物が実っているからだ。

　先ほど、よく熟れたバナナとイチゴを収穫した。今夜はこれでクレープを作ると約束しているのだ。

「クレープってどんな食べ物なんだろうね？」

「なんだかわからねえけど、セラがつくるんだ。間違いはないさっ！」

　リタとララベルが興奮している。二人とも甘いものには目がないからきっとお替りをせがむだろう。ミレアとメリッサだってスイーツは好きだから喜んでくれるに違いない。

　あれ、メリッサがいないぞ……？

　僕はそばに座っていたミレアに訊いてみた。

「メリッサの姿が見えないけど、どこへ行ったか知ってる？」

「見たいものがあると言って、あっちの方へ行ったわよ」

「見たいもの、いったいなんだろう？」

「さあ、あの子は無口だから。心配することないわ、メリッサなんだから」

「そうだね」

　メリッサの実力は僕と同等かそれ以上だ。モンスターにエンカウントしても心配はないと思う。だけど、メリッサが見たがっているというものが気になった。




　草に残された足跡をたどっていくと、すぐにメリッサは見つかった。声をかけようとして僕は息を呑んでしまう。それくらい目の前の光景は荘厳に見えたんだ。

　メリッサは目を閉じて花の匂いをかいでいた。ただの花じゃない。大輪の青いバラが咲き乱れていた。

　高さは四メートルもある樹が幾本もあり、たくさんの枝がしな垂れ、花は無数に咲いている。このバラの色はメリッサの髪の色と同じアイスブルーだ。

「メリッサ……」

　ためらいがちに声をかけると、メリッサは僕を呼んだ。

「セラも来て。一緒に花の香りをかごう」

「うん……」

　バラは周囲にさわやかな芳香を放っていて、一歩近づくごとに香りは濃密さを増した。

「すてきな香りだね」

「うん、この香りが大好きなの」

「このバラ、まるでメリッサみたいだ」

「そう？　私はこんなにいい香りはしない」

　気真面目に答えるメリッサが可笑しくて、つい笑ってしまう。

「わ、笑うことはないでしょう……」

　少しだけ拗ねてしまったかな？

「そうだ、いいものを作ってあげるよ。きっと気に入ると思うんだ」

「なにを作ってくれるの？」

「このバラの香りを君に贈るよ」

　僕は『抽出』のスキルを使って、バラから少しずつ精油を貰っていく。あんまり採ると枯れてしまうのでほんの少しだけだ。

　やがて、空中に数滴分の精油が集まったので、それを持っていた小瓶に移した。それから『作製』を使い、消毒用のアルコールの純度を高める。さらに『作製』を駆使して、最終的に小瓶に半分ほどの香水を作り上げた。

「かいでみて、このバラと同じ匂いがするはずだよ」

　作ったばかりの香水をメリッサに手渡した。

「ほんとう……いい香りがする。これがあればいつでもこの花の香りに包まれていられるのね」

「決めた、この香水の名前は『メリッサ』にするよ」

「私と同じ名前……？」

「そうだよ。だって、この香りはメリッサのイメージそのものだもの」

「そ、そうかな？」

「気に入らなかったら作り直すけど」

　手を伸ばすと、メリッサは慌てて香水瓶を引っ込めた。

「そんなことない！　う、うれしい……」

　普段はほとんど表情の変わらないメリッサがほんのり頬を染めた。その瞬間、周囲のバラがより一層強く香った気がした。

















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。

※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。













覚醒したら世界最強の魔導錬成師でした２


～錬金術や治癒をも凌駕する力ですべてを手に入れる～【電子限定ＳＳ付き】







発　行　２０２２年５月27日　初版第１刷発行

著　者　長野文三郎

発行者　菊地修一

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

URL……https://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© 長野文三郎 2022




item/image/p083.jpg





item/image/cover.jpg
v
SEKAI SAIKYO
NOMADO
RENSEISHI

NS k\\x\\ W - =
) :

4

.

4 QEZI-HI:II:A\ELE





item/image/p033.jpg





item/image/hontobira.jpg
Bunzaburou Nagano

REX=1

st FEQ

SEKALSAIKYO
NOMADO
RENSEISHI






item/image/p192.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		帝都グローサムへ



		二人の皇女



		シルバーホーク０式



		ダンジョン深層へ



		暴かれる秘密



		砂漠の鷹たち



		エピローグ



		あとがき



		【電子用ＳＳ】『香りの花束を君に』



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/k002-003.jpg
FEHAN. B2 LT
RS [REKBIRN) 0
87 AL LT 26—
B, TN FINEWT
VRS EEPRT [~
MR ERRT S |

| =79y HHOB— k.
BERRNHATY DS,
BRI ERELTHY.
P TEZE

WHRBRSW D52
)| BINIRF =4 T
A EHOBLAT, K
BREOR T, T
CE7FYRWEI
PR ey e

>

[ won kR p Y
FADY) ==, /83a—
ZHLOBAIRELTIL

/I FInCRAENRS,
/ a— HTHY. EIOUA ‘_‘
/’ HMADY. E L ‘

/
4 [
4 \ ARG EETERR
A/ > ELTOMR K. s

FHF— =720






item/image/p255.jpg





item/image/k001.jpg
DPRR ST RO LA

aomcmevEr | e | > <
7_77_7autmﬁnubnaﬂl | ] - )

ECROTRUQUR AR | FAL

SRk

775 MEDE





item/image/k004.jpg
FF—bR—IRD
—~AOBAIE O LS
ko R340 BBT
RAZEN, BUCBA
DERIFY 7o

FHF—rF—I 2D~
Ho TV FINDOER
KI5V FADMT,
EE S ARAF
A E LTS,

s

FF— b=y RO~ 5B |
OYBSU—T—PEotet,
HOMATT 7R Tk

& — B BHBIET WATHBIEAE
\\- WTFORETHRMMERDTEIHL TS,

NV TN RINERBUTOEKEL WA

[x759%E] BRI B S LR BB TO B,

ETDOWBRAY) » FEDBHE.

[IFYRVEEIT o pmmemasnr





item/image/p131.jpg





item/image/p053.jpg





item/image/p242.jpg
7((






item/image/p205.jpg
|- gll K
a0\ N\ RQN
o RO






